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　　　　　　　　１




　夢を見ながら、夢を見ていることを自覚する。

　内容はいつも同じだ。

　世界は白と黒に塗り潰つぶされていて、音を殺すようにしとしとと雨が降る。

　夢の世界の真ん中には、ひとりの少年が立ち尽くしている。

　雨の中、傘かさも差さず、表情を無くしたまま、ただ一点を見つめている。色を失った唇くちびるが、お父とうさんとそっと呟つぶやく。それも雨にかき消されて、景色けしきのひとつに染み込んでいくのだ。

　少年は感情が死んでしまったかのように、泣くこともなければ、嘆くこともない。そして、喚わめくこともなかった。

　まばたきを忘れた瞳ひとみに、この世界で唯一の赤色が映し出される。

　白と黒を侵食していく赤。

　その赤色の中心には、男性が倒れていた。胸には深々とナイフが刺ささっていて、開いたままの目は、虚うつろな光を宿して少年の方へと向けられていた。

　夢のビジョンが男性の姿を捉とらえたとき、決まって眠ねむっているはずの体が悲鳴を上げる。

　そして、その夢を見ている真さな田だ宗そう太たの意識は、必ずここで覚かく醒せいする。今、見ているものが夢であることをぼんやりと意識し、目覚めが近いことを自分の感覚として理解する。

　すると、夢の世界は徐じよ々じよに輪りん郭かくを失い、形のないものへと変化していく。強烈に焼きついていた赤色も、いつのまにかなくなっていた。

　それでも息苦しさは消えてくれない。胸や腹に圧迫感があり、全身に気けだるさが覆おおい被かぶさっているような錯さつ覚かくを受ける。

　それらすべてから解放されるために、宗太は眠りたいという本能に近い欲求に抗あらがいながら、無理やり目を開けた。

　真っ白な天てん井じようが視界に収まるはずが、目の前は銀色で埋うめ尽くされていた。驚いて声を上げそうになりながらも、宗太は何とか思いとどまった。

　耳を澄すませば、すやすやと安らかな寝息が聞こえてくる。

　もちろん、宗太の息遣づかいではない。すぐ近くに他ほかの誰かがいる証しよう拠こだ。

　わざわざ考えなくても、その相手の名前も、姿も、声も、そして、体温さえも、今の宗太にはわかっていた。

　睡すい魔まは一いつ瞬しゆんにしてどこか遠くへと逃げ去り、現実を理解する理性だけが脳内に置き去りにされている。

「朝になったんだな……」

　もう夢の中ではないことを実感するために、宗太はあえて声に出した。カーテンの隙すき間まからは外の光が入り込んでいる。どうやら今日はいい天気のようだ。

　そこまでの段取りを経たあとで、宗そう太たは自分の置かれた状況を確認した。

　さて、ここは間違いなく自分の部屋である。寝ているベッドも、頭の下に敷かれた枕まくらの感覚もよく知ったものだ。

　不ふ釣つり合あいなものといえば、先ほどから目に映っている銀色の川と、全身に被かぶさっている熱いくらいの他人の体温だけだ。

　確かめるまでもなくわかってはいたが、右みぎ肩かたの方を向けば、少女の気の抜けた寝顔が転がっている。口は半開きで、よだれが垂れた跡が残っている。まったくと言っていいほどに緊きん張ちよう感かんがない。

　少女の名は立たち花ばなひなた。ちょっとした事情から宗太と一緒に暮らしている。

　幸せな夢でも見ているのか、ひなたがくすぐったそうに笑った。

　何かに抱だきついていないと眠ねむれないようで、今は宗太の首に両りよう腕うでを回している。これでは起き上がるに起き上がれない。

　とはいえ、放置されては宗太の方としてもたまらない。左腕をひなたの体の下から引っこ抜くと、ひなたのほっぺたを指で突付いた。

　ひなたは眉まゆを寄せて不ふ機き嫌げんな猫ねこが出すような声でうめく。

「はふう……だ、だめですよ。宗太さん……そんなところに触さわったら……」

　やけにはっきりとした寝言だが、ひなたが目を覚ます気配はない。頰ほおの筋肉を緩ゆるめて、しまりのない顔に戻ってしまう。

「今日は、無ぶ礼れい講こうですから……許してあげますね……」

「……どんな夢を見てるんだよ」

　簡単に目を覚ますひなたでないのは、三ヶ月が経過した共同生活の中で、十分に学習済みだ。

　その上、昨さく晩ばんの夜よ更ふかしが利いている。

　仕方がないので、早くも最終手段に出ることにした。腹筋に力を入れて、ひなたを首に吊つり下げたまま上半身を無理やりに起こす。

　倒れそうになるひなたの両肩かたに手を置いて、ベッドの上になんとか座らせた。

「ひなた、朝だぞ」

「……ん～」

　寝ぼけた声を何度も上げた後、ひなたはようやく目が覚めてきたらしく、ぺたぺたと自分の周囲を触り始めた。

「おはようございます」

　動物が縄なわ張ばりに入ってきた敵てきを威い嚇かくするように、ひなたの髪かみの毛は毛け羽ば立だっている。これもいつものことだ。

「あれ……わたし、何をしているんでしたっけ？」

　まだ寝ぼけているらしく、ぺたんと座ったままぼーっとした顔をしている。

「恐らくは、昨日きのうもひとりで寝るのが恐くなって、僕のベッドに無断でもぐりこんできたんだと思うぞ」

　先月、ひなたが昏こん睡すい状態に陥おちいって以降、二日に一度のペースで繰り返されている。

「まあ、とにかく、朝だ」

「朝？　朝ですか……ということは、さっきまでの夢ですか？」

「無ぶ礼れい講こうな話だったら、夢だと思うぞ」

「え、そ、それは困ります！　だ、だって、せっかく宗そう太たさんが！」

「僕がどうかしたのか？」

「あ、あれ、じゃあ、わたしが昨日のことだと思っていることも、もしかして夢だったりするんでしょうか!?」

「昨日のこと？」

「そ、その……宗太さんに好きって言ってもらったり、ぎゅってしてもらったり、それから……」

　うっとりした顔になって、ひなたは白くて細い指を、桜さくら色いろの唇くちびるに当てた。

「キスも……」

　昨さく晩ばんの出来事が一気に蘇よみがえってきて、宗太は顔を真まっ赤かにして押し黙った。

　何も言わない宗太に不安が募つのったのか、ひなたは慌あわてた様子で弁解を始めた。

「ご、ごめんなさい！　か、勝手に宗太さんと、そんなことになっちゃう夢を見たりして！　わ、わたしはすごくいけない子なんです。ご迷めい惑わくをおかけしてごめんなさい！」

　ぺこぺことひなたが何度も頭を下げる。

「あ、え、わ、わたしなんてことを言ってるんでしょうか！　すみません！　今の夢の話は忘れてください。そんな夢なんて見てません。全然、まったくもってこれっぽっちも見てないんですから！」

　今度はばたばたと手を上下に動かして必死に訴えかけてくる。

「な、なんでもないんです。今のはちょっと寝ぼけていて、おかしな言動があっただけです。錯さく乱らんしているだけでして、いつものわたしはこんなんじゃないですからね？」

「えっとだな、ひなた」

「本当ですよ？　わたし、そんな夢なんてこれっぽちも見てませんからね？」

「いや、そうじゃなくて、その……夢じゃないから」

「え？」

　きょとんとした顔でひなたが首を傾かしげる。

「宗太さんがぎゅってしてくれたのもですか？」

「ああ」

「宗そう太たさんが好きだって言ってくれたのもですか？」

「ああ」

「じゃ、じゃあ、キス……も？」

「そ、そうだよ」

「な、なら、えと、その……わたしの体を」

「ちょ、ちょっと待て！　たぶん、それは夢だ！」

　何かとんでもないものが出てきそうな予感がして、宗太はとっさに止めた。

「そ、そうですか。そうですよね。そんな宗太さんがケダモノのようになって襲おそいかかってくるなんてことないですよね」

　少し残念そうに、ひなたが下へ手たな愛あい想そ笑わらいを浮かべた。

「あ、あの、宗太さん！」

　顔でも洗いに行こうとしたところで、どこか真剣な面おも持もちのひなたに呼び止められた。

「どうした？」

「こんなこと聞いたらおかしいのかもしれませんけど……」

　言葉が進むにつれて、ひなたの頰ほおが赤く染まっていく。すぐに続きが言い出せないらしく、ふはふはと何度か深呼吸を繰り返した。

　ひなたの緊きん張ちようが、宗太にまで伝染してきて、自然と背筋が伸びてしまう。

「わっ、わたしはっ！」

「お、おう」

「そ、そのっ！　宗太さんの彼女さんにしてもらえたと思っていいんでしょうか！」

　まったく想定していなかったひなたの発言に、宗太は一いつ瞬しゆんだけ呆ぼう然ぜんとしてしまった。なぜ、そんなことを聞かれるのかがすぐに理解できなかった。

　昨日きのうのやり取りから、それ以外に何があるというのだろう。

「あ、あの……宗太さん？　もしかして、違いましたか？」

　恐る恐るといった様子で確認してくる。表情は不安に満ち溢あふれ、今にも泣き出しそうな気配すらあった。

「いや、あってるあってる」

「ほ、本当ですか？」

「ああ」

「じゃあ、じゃあ、誰かに付き合っている人はいるのかって聞かれたら、いるって答えてもいいってことですよね？」

「あ、ああ」

「そ、それから、それから……宗太さんは彼氏さんってことですよね？」

「そうだな」

「え、えっと、あとは……何でしたっけ？　わたしは何を言おうとしてたんでしたっけ？」

「いや、それを僕に聞かれても……とにかく落ち着け」

「む、無理です！　落ち着いてなんていられません！　やっぱり夢を見ているのかもしれません！」

　意味もなくそわそわするひなたの頭に、宗そう太たはぽんと手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶ。夢なんかじゃないから。僕が保証する」

「は、はい……」

　じたばたさせていた手を下ろすと、ひなたは安心したように微笑ほほえんだ。無む垢くで健けな気げなその姿に、宗太は思わず見み惚とれてしまった。

　無言のまま、数十秒が経過する。

　しばらくすると、ひなたの頰ほおに赤味が差した。

「え、えっと……宗太さんがしたいなら、その……いいですよ？」

　ひなたが目を閉じ、唇くちびるを差し出すようにあごを上げる。

「待て待て！　僕がしたいならって、全然そんなこと考えてないぞ！」

「そ、そうですか。じっと見られている気がしたので、そうなのかと……今のは忘れてください……」

　しょんぼりした様子で、ひなたがシーツの上で指を走らせる。

「おふたりさん、朝からラブラブだね……」

　突然の声に驚いて、宗太が部屋の入り口を見ると、隣となりに住む片かた桐ぎり京みやこが立っていた。

「みっ、京先せん輩ぱい、いつからそこに？」

「そんな細かい話はいいとして、ひなたちゃんは顔洗って髪かみをとかしてきた方がいいわよ？　大変なことになってるから」

　言われてひなたが髪の毛の爆ばく発はつ具合を両手で確認する。その直後、知りたくもなかった事実を突きつけられたように硬直した。

「そ、宗太さん！」

「なんだ？」

「さっきまで見ていたことは綺き麗れいさっぱりすっきりと忘れてください……」

「いや、それは無理だろ」

「だ、だって、こんなハリネズミなわたしは、本当のわたしではないんですよ！」

　なんだかよくわからない理屈を口にしながら、ひなたはベッドから下りると壁を伝って洗面所の方へと消えていった。

　代わりに、京がすぐにベッドの脇わきまでやってきた。

「さてと……」

　獲物を見み据すえる猫ねこのような目が、宗太を見下ろしている。

「そこに座りなさい」

「もう座ってます……」

「正座しといた方がいいんじゃない？」

「な、なぜでしょうか？」

　すっとぼけて視線を逸そらす。証しよう拠こを隠いん蔽ぺいしようと宗そう太たはひなたが部屋に持ち込んだ枕まくらを毛布で隠かくそうとした。だが、それよりも先に、ひなたの枕をひょいっと京みやこが取り上げる。

「さて、どうするのかな？」

「はい、すみません」

　宗太は素直に正座をした。

「えっと、正座しましたけど」

　様子を窺うかがうように見上げると、京は両手を腰こしに当て、呆あきれたような、諦あきらめたような顔をしていた。

「ちゃんと避ひ妊にんはしたんでしょうね」

「は？」

　京から飛び出してきた言葉に、宗太は啞あ然ぜんとしてしまった。

「したんでしょうね？」

「し、してませんよ！」

「あのね、いきなりナマでするなんて」

「そ、そうじゃなくて！」

「デキちゃったあとで悩んでも遅いんだからね」

「だから、してませんって！　そういう行為自体を！」

　今度は京が怪け訝げんな顔をする。状況を確認するように、宗太とベッドを見比べた。

「一緒に寝てたのに？」

「一緒に寝てただけですよ」

　信じられないものでも見るような目を京はしていた。

　だが、立場を置き換えてみれば、言いたいことも理解できる。むしろ、自分に問いただしたいくらいだ。どうして何もせずにいられたのかと。

「本当に、一緒に寝てただけなの？」

「色々あったんですよ……これには……」

「その色々とやらを聞こうかしら？」

　身を乗り出してきた京に、指で鼻の頭をはじかれた。赤くなった鼻の頭をさすりながら、宗太は言い訳を探してみたが、京を欺あざむけるようなアイディアは思い浮かばなかった。むしろ、噓うそをついて、ばれたときの方が恐ろしい。だったら、素直に白状しておくべきだ。

「つまり、ですね……」

「つまり？」

　覚かく悟ごを決めるために、宗そう太たは重いため息を吐つくことになった。

「先月、ひなたが倒れたじゃないですか？　十日ほど昏こん睡すい状態になって」

「ええ、もちろん覚えてるわよ。それで？」

「どうもそれ以来、ひとりで寝るのが恐くなったみたいで、こうして、たまにもぐりこんでくるんですよ」

　頻ひん度どが二日に一回なのは、伏せておくことにした。

「ふ～ん、なるほどね～。けど、それってさあ」

　京みやこの目が細められ、じっと宗太を見み据すえてくる。その態度から、次に来る言葉が予想できてしまった。

「あれから何度も一緒に寝てるっわけだよね？」

「はい……」

「それなのに何もしてないの？」

「はい……」

　返事をするたびに、情けない気分になっていく。

　わざと少し間を空あけてから、再び京は質問をぶつけてきた。

「悪戯いたずらくらいはしたんでしょ？」

「してませんよ」

　その手は食ってなるものかと、宗太はポーカーフェイスを心がけた。

「本当に～」

　にんまりと笑った京が身を乗り出して顔を近づけてくる。まつげの数を数えることもできそうな距離だ。

「し、してません……」

「ふ～ん、ま、この辺で勘かん弁べんしてあげるわ」

　危機を脱し、ほっと息を吐はく。

「で、チューくらいはしたの？」

　完全に無防備になっていた宗太は、息をぶっと吹き出し、それからごほごほと激しく咽むせることとなった。

「なるほど、チューはしたんだ」

「さ、さあ、どうでしょうね」

「まだまだ甘あまいね～、宗太君も」

　ごちそうさまと言って京がにんまりと笑う。完全に遊ばれている。

「一緒に帰らないって言ったときは、どうなることかと思ったけどね。結局、里さと見み千歳ちとせさんのところにはいかなかったわけだし」

「……どうして知ってるんですか？」

「昨日きのうの晩に、何気なく外を見ていたら、宗そう太た君がダッシュで帰ってくるのを偶ぐう然ぜんにも目撃しちゃたからかな」

「偶然にも……ですか」

「それにさあ、朝から仲良くキスをするだのしないだの話してたら、嫌いやでもわかるってもんじゃなあい？」

　返す言葉もない。さっさと別の話題に移すのが得とく策さくと判断し、宗太は聞こうと思っていたことを素直に口に出した。

「で、朝からわざわざ訪ねてきたのはどうしてです？　何か用事があるんですよね？」

「朝からってほど早い時間でもないんだけどな。ほら」

　そう言って、京みやこは宗太の目の前に時計をかざす。時刻は十二時に差しかかるところだった。

　昨日は色々なことがありすぎて、体も相当疲労していたのだろう。大たい概がい、目め覚ざましが鳴る前には起きる宗太だが、今日に限っては無意識のうちに、目覚ましを止めていたらしい。

「んで、わざわざ来た用件なんだけど……」

　ひなたの帰りを待つように、京が部屋の入り口を振り向いた。すると、その方向からぺたぺたと足音が近づいてくる。少し待つと、ひなたが戻ってきた。

「えと、おはようございます」

　ぺこりと丁てい寧ねいにひなたがお辞じ儀ぎをする。

　宗太と京が同時に朝の挨あい拶さつを返す。それから入り口まで迎えに行った京に手を取られ、ひなたは宗太の隣となりまでやってきた。ベッドの端はしっこにちょこんと座らされる。

　それにあわせて、宗太は足を崩くずそうとしたが、京の鋭い視線に射すくめられ、仕方なく正座のままで我が慢まんすることにした。

「ふたりとも、体育祭実行委員の打ち上げ旅行にはいくよね？」

「打ち上げ旅行？」

「打ち上げ旅行ってなんですか？」

　宗太とひなたの言葉が重なった。

「あれ？　聞いてない？」

「聞いてませんけど……」

「つばめに言っておくように頼んだはずだけど、ほんとに聞いてない？」

「聞いてません……」

　頼んだ相手が悪い。今、名前のあがったつばめとは、生徒会会計の甘あま粕かすつばめのことだ。全国模試で常に一番を取り続けている天才なのだが、性格の方はかなり厄やつ介かいで、価値基準も独特だ。

　連絡を忘れたのではなく、あえて伝えてこなかったように思えてならない。その理由まではわからないが。

「説明するほどじゃないけど、明日あしたから一泊二日で、体育祭の打ち上げをしようって話よ。場所は伊い豆ずの方にある月つき乃の宮みや大学所有の研修施設なんだけど、温泉旅館みたいな設備だから、すっごく楽しめると思うわよ。温泉もあるし、海にも入れるしね」

「海！」

　黙だまって聞いていたひなたが、過敏に反応した。

「わ、わたし、海って行ったことも、見たこともないんです！」

「なら参加決定でいいわね？」

　京みやこの視線に対して、宗そう太たは深く頷うなずいた。こんなに楽しみにしているひなたを見て、行かないなどと言えるはずない。それに、試験休みに特に予定を入れていない宗太には、断る理由がなかった。

「明日の朝八時に学校の正門前に集合ね。必要なものなんかは、この紙に書いてあるから」

　手渡された紙切れはちょっとした旅のしおりになっている。

「海ですよ、宗太さん！　海！」

　よほど楽しみなのか、ひなたの表情は緩ゆるみっぱなしだ。

「海はいいけど、水着は持ってるのか？」

　さすがに体育の水泳の時間に使う水着を着るわけにもいかないだろう。

「前に京先せん輩ぱいがくれたのならありますよ？」

「あれは却きやつ下かだ！」

「だとすると、学校のやつしか……」

「それだと味気ないわねぇ」

「それ以外にはないです……」

　先ほどまでの元気が、急にしぼんでいく。

「なら買いに行こうか」

　京の提案に、ひなたが顔を上げる。

「うん、そうしよ。今が十二時半だから……二時半でいっか」

「京先輩、そんな勝手に話を……」

「というわけだから、月乃宮の駅前に、二時半に集合ね」

　こうなると宗太が何を言ったところで止められるはずもない。何より、ひなたもその気になっているのだ。

「宗太君、返事は？」

「わかりました。わかりましたとも。二時半、月乃宮の駅前ですね」

「よろしい」

　宗太の返事に満足した顔をすると、京はあとでねと言って帰っていった。
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　京みやこが帰ったあと、宗そう太たとひなたは朝食のような昼食を取ることにした。約束の時間まではまだ余よ裕ゆうがあり、ゆっくり準備をしても遅刻する心配はない。

　宗太とひなたはダイニングテーブルを挟はさんで座り、黙もく々もくと食事をしていた。

　パンを口に運びながら、何気なくひなたを見る。

　先ほどまでの騒さわがしさはどこへやら。緊きん張ちようというほど張り詰めてはいないが、どこか普段と違う空気が、ふたりの間には流れていた。

　それは、初めてひなたを部屋に上げたときの感覚に少し似ている。この三ヶ月ほどで、同じ空間にひなたがいることへの違和感は、殆ほとんど感じなくなっていた。それが、昨日きのう一晩を境にして、元に戻ってしまったように思えるのだ。

　その変化をひなたも感じているらしく、普段よりも食事はゆっくりになっているし、背筋も不自然に伸びている。宗太に対する態度も、少しだけよそよそしいというか、様子を窺うかがっているような印象を受けた。

　その原因がどこにあるのかわからず、京が帰ってからずっと気持ちの悪さが漂ただよっていた。告白にも返事をして、気持ちをはっきりとさせたはずなのに、漠ばく然ぜんとした問題が目の前に置かれている。

　普段なら、学校のことや、ＴＶのことなどを含め、話題に事欠かないはずが、今日に限っては、何を話せばいいのか考えている始末だった。

「あ、あの！　宗太さん！」

　居心地の悪さに耐えかねたのか、パンを皿さらの上に戻すと、テーブルに両手を突いて、ひなたが声を上げた。

「お、おう。なんだ？」

　突然のことにびっくりして、宗太は椅い子すを後ろに下げた。

「え、えっと、今はその、わたしが何かするべきときなんでしょうか？」

「え？」

「い、いえ、違うならいいですけど、その……恋人って何をすればいいのかわからなくてですね……わたしは何か間違っているのではないかと思いまして。宗太さんも、何も話してくれませんし、それで……」

　真剣な顔でそんなことを言ってくるひなたがおかしくて宗太は思わず吹き出した。

「うっ、宗太さんが笑うってことは、やっぱり、わたしは彼女として失格なんですね！　落第なんですね！　ど、どうしたらいいんでしょう!?　まだ挽ばん回かいできますか!?」

「違う違う……笑ったのは悪かったよ」

　不安そうな顔でひなたが大人おとなしく座っている。

「悪い、僕も似たようなこと考えてて……その、恋人って何をすればいいのかってね」

「そ、そうなんですか？」

「自じ慢まんじゃないが、彼女がいたことなんてないからな」

「わ、わたしもそうですよ。おそろいですね」

「だからその、あんまり考えすぎないようにな」

「は、はい……ど、努力します！　けど、その、なんか、変だったら言ってくださいね？」

　そこで会話が途と切ぎれると、ふたりは黙だまって食事を再開した。

　少しはやわらいだが、昨日きのうまではなかった見えない壁の存在は、簡単には取り壊こわせそうになかった。

　釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱かかえたまま、約束の時間が迫ってきていたので、ふたりは出掛ける準備に取りかかった。

　先に着替えを終え、宗太は自室からリビングに出てくると、静けさを紛まぎらわすためにＴＶをつけた。時間帯的にニュースはなく、ワイドショーにチャンネルを合わせた。

　どの局でも、昨さく晩ばん病院で起きた事件のことは一切語られていない。代わりに、今け朝さ発表になった、銀の箱はこ舟ぶねによる爆破事件の解決が報じられている。事件は容疑者である少年の死亡によって終わりを迎えた。

　ＴＶではムーンチャイルドの少年としてだけ登場するその人物の名を、宗太はよく知っている。

　中なか条じよう明あき人と。

　クラスメイトでもあり、特課の仲間でもあった。

　ソファに座って膝ひざを抱かかえると、そこに頭を埋うめた。目を閉じると明人の顔が思い浮かぶ。

　暗いものに引きずり込まれそうになったところで、背後から声がかかった。

「お、お待たせしました！」

　部屋から出てきたひなたは、真っ白のワンピースに着替えていた。

　ＴＶを消して立ち上がると、宗太は行こうかと声をかけて玄げん関かんに向かった。元気よく返事をして、手すりを伝ってひなたがついてくる。

　誰もいない部屋に律りち儀ぎに、いってきますとひなたが明るい挨あい拶さつをして、ふたりは外に出た。
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　約束の時間五分前に駅前に到着すると、すでに京みやこの姿はあった。

「お、ちゃんと時間前に来たわね。感心感心」

　うんうんと頷うなずきながら、ひなたの頭を撫なで撫でしている。

　ふたりきりから解放され、宗そう太たは大きく息を吐はきながら肩かたの力を抜いた。首を回すとばきばきと音が鳴った。

　何気なく財さい布ふを取り出し、中身を確認する。そこそこの額は入っているが、生活費も込みの金額だ。

　今日は、どの程度の出費を見込まなければならないのか、宗太には想像もできていなかった。これまでの十七年間の人生において、女の子の水着の値段など気にしたことはない。

「京みやこ先せん輩ぱい、ちょっと……」

「ん？　なによ？」

「いいから、ちょっとこっちに」

　手招きをして、京に耳打ちをする。

「なになに、愛の告白？」

「そんな命知らずな真ま似ね、僕にはできませんよ」

「はいはい、で、なに？」

「水着ってどれくらいするものなんですか？」

　宗太の声が深刻すぎたせいだろうか、京が小さく吹き出して笑った。

「笑うことないでしょ……」

「その点なら気にしなくていいわよ。スポンサーを用意しておいたから」

　言われてみれば、京はまだ誰か来るのを待っている様子だ。大おお方かた、あとはつばめでも来るのだろうと思っていたが、スポンサーという言い方からして別人なのかもしれない。

「あ、ほら、来たわよ」

　京の視線の方を見れば、くたびれたスーツ姿のおっさんがひとり。宗太もよく知る人物だった。

「黒くろ田ださん、ひげぐらい剃そってきてくださいって言ったじゃないですか」

「ろくに寝ないで来たんだから、そんぐらいは勘かん弁べんしてくれよ。もう太陽の光って凶きよう器きだよな……」

　そう言いながら、まぶしそうに空を見上げ、黒田は大あくびをする。その様子を心底呆あきれた様子で、京が眺ながめている。

「しかし、宗太とひなたちゃんまでいるとは聞いてないぞ」

「黒田さんの場合、女子高生とふたりで買い物なんかしてたら、職しよく質しつかけられちゃうでしょ？」

「それは言えてますね」

「あのな。お前ら……。俺おれを何だと思ってるわけよ。だいたい、制服着てなきゃ、誰も京を女子高生だなんて思わんだろうよ」

　黒田の言い分につられて、宗太は横目で私服姿の京を見た。空色のキャミソールの上に、スモック状になったマリンブルーのブラウスを着ている。下は膝ひざ下した丈たけのスリムなボトムに、足元はサンダルという涼しげな格好だ。洋服に派は手でさはないが、着ている本人のスタイルのよさが際立ち、先ほどから通り過ぎる人々が男女問わず、ちらちらと京みやこを盗ぬすみ見ていた。

「それ、あたしが老ふけてるってことですか？」

　唇くちびるを尖とがらせて、京が黒くろ田だに詰め寄る。そして、黒田に弁べん解かいするだけの間を与えずにさらに続けた。

「大人おとなっぽいなんて表現で、女の子が全員喜ぶと思ったら大間違いですから」

「そりゃ、手厳しいな」

　取り残されているひなたのために、宗そう太たはアルテミスコードに語りかけた。

　左手の甲こうが熱を帯びる。

「そ、宗太さん？」

　驚いた声をひなたが上げた。

　返事の代わりに、京の姿を宗太は視界に映した。同じ物が、今ならひなたにも見えているはずだ。

「わあ～。京先せん輩ぱい、すごくかわいいですよ！」

　そのひなたを、京がひしっと抱だき締める。

「ありがとう、ひなたちゃん。でも、ひなたちゃんもとってもかわいいわよ。ね、宗太君？」

「え!?　あ、いや……うん、まあ」

　狼ろう狽ばいする宗太を、黒田が顔を引きつらせて見ていた。

「ほれ、集まったんなら、そろそろ行こうや。ほんと職しよく質しつされたらしゃれにならないっての」

　京はくすりと笑うと、先頭に立って歩き出した。




　京に連れられてやってきたのは、駅前のショッピングモールだった。建物は四階建てで、一階から吹き抜けになっているため開放感がある。

　エリアは大きく三つに分けられ、映画やアミューズメントパークといった娯ご楽らく施設を中心とした区画と、カフェテリアや食事をするレストランが中心の区画、それからアパレル系を中心とした買い物をする区画に分かれている。

　全部の店を見て回るには、半日は必要となるだろう。

　建物の構造上、最初はさほど気にならなかったが、レディースの店てん舗ぽが立ち並ぶ区域に差しかかると、急に居心地が悪くなってきた。

　夏物を取り揃そろえた店内は、明るい色で飾られ、気恥ずかしさのせいで、真まっ直すぐに見ることもできない。今すぐ逃げ出したいところだが、京に手を引かれて歩くひなたの後ろ姿を見ていると、それもできそうにない。

　唯一の頼りは、黒田だ。

「こういう場所って男は居心地悪いですよね」

　返事はない。

「黒くろ田ださん、無視はやめてくださいよ」

　呆あきれた声を出して、後ろを振り向く。だが、そこにいるはずの人物の姿はなかった。周囲を見回しても、黒田は見つからない。

「もう逃げたのか……」

　京みやことひなたも立ち止まって辺りの様子を窺うかがっている。近くにはいないとわかると、京が大きくため息を吐ついた。

「……もう、しょうがないなあ」

　諦あきらめたように京は両りよう肩かたを落とした。その横顔が、どこか寂しげに見えた。

「京先せん輩ぱい？」

「ま、立て替えといて、あとでお金だけ出してもらえばいっか」

　一いつ瞬しゆん感じさせた感傷はなくなり、いつもの自信に溢あふれた京に戻っていた。だから、あえて聞き返すことを宗そう太たはしなかった。

　実際問題、他人を構っている余よ裕ゆうが、今の宗太にはないのだ。女の子の買い物に付き合うなどという恥ずかしいイベントに、頭は沸ふつ騰とうしていた。

　できるだけ早くこの場所から逃げ出したい。

「あの、ちょっとトイレ行ってきていいですか？」

「そんな見え透すいた噓うそで、あたしから逃げきれると思ってるの？」

「うっ」

「ひなたちゃん、宗太君を捕つかまえて」

　言われるがままに、ひなたがよたよたと近づいてくる。そして、遠えん慮りよがちに手を伸ばしてきて、シャツの裾すそを摑つかんだ。

「じゃ、行こうか」

「…………」

　返事をする気力もない。ひなたを振り払はらって逃げられるはずもない。

「宗太君、返事は？」

「はい」

　なんだか情けない気持ちになりながらも、宗太は諦め半分に覚かく悟ごを決めた。




　ほんの三分ほど前に決めた覚悟は、水着売り場に到着した途と端たん、あっさりと挫くじかれ、宗太は自分の甘あまさを痛感させられた。

　右を向いても、左を向いても、色鮮あざやかな水着が所狭せましと並べられている。薄うすい布切れに完全に包囲されていた。

　とてもじゃないが宗太が足を踏み入れられる空間ではなかった。この場にいるだけでも重圧に押し潰つぶされそうなのに、その上、女性店員から生温かい視線まで向けられているのだ。

　知り合いにだけは遭そう遇ぐうしませんようにと、宗そう太たは脳内で念ねん仏ぶつでも唱となえるように繰り返していた。

　手や額ひたいが汗あせばんでくる。

　宗太の心境などお構いなく、京みやことひなたは店の奥に行ってしまった。何も起きないことを祈いのりながら、宗太はふたりのあとに続いた。

「ひなたちゃん、どんなのがいい？」

「え、えっと……どんなのがいいのでしょうか。自分で選んだことがないので、よくわかりません」

　何をどうしたらいいのかわからないらしく、ひなたは困こん惑わくした様子で俯うつむいた。それを見て、宗太はアルテミスコードを使った。

「あっ……え、こ、こんなにたくさんあるんですか!?」

　宗太が一通り店内を見回すと、ひなたが驚いた声を上げる。

「ど、どうしましょう……どうすればいいんでしょう……」

　見えれば解決すると思った問題が、余計に大きくなってしまった。選択肢しが多すぎて、目移りしている。

　ひなたは困ったような顔でしばらく考え込んだ後で、名案でも思いついたのか、宗太の方を振り向いた。

「あ、あの！　そ、宗太さんが選んでくれませんか？」

「え？」

「あ、それがいいわね」

「ちょっ！　いっ！」

　待ったと言いかけたところで、京に思い切り足を踏まれた。目の端はしに涙なみだが滲にじむ。

「宗太さん？」

「な、なんでもない。なんでもない……心配は無用だ」

　強がって痛みを必死に堪こらえる。

「そ、それで……だ、だめでしょうか？」

　ちらりと京を見れば、親の敵かたきでも見るような目で、宗太を睨にらんでいる。断れば、命を取られかねない。

「わ、わかったよ」

　とは言ったものの、宗太にしてもどの水着がいいかなんてわかるはずもない。こうして、女の子の買い物に付き合うのだって、初めての経験だ。

　途と方ほうにくれている宗太を助けるように、京が手招きをしていた。

　流されるままに、近づいていく。

「この辺から選べばいいんじゃない？」

　見れば、全体的にかわいらしいデザインのものが並んでいる。胸元や腰こしの辺りにリボンがついていたりする。色っぽさという点では、メインのディスプレイに飾られているものには劣るが、それでも宗そう太たが想定していた水着のデザインからすれば、生き地じの面積はかなり狭せまい。

　視線を感じたのか、ひなたが疑問を浮かべて、首を傾かしげる。

「過保護な宗太君は、ひなたちゃんにこんな大だい胆たんな水着を着せていいものか悩んでいるだけだよ」

「み、京みやこ先せん輩ぱい！」

「あ、あの、宗太さん！　わ、わたし、お、大人おとなっぽいのとかは、全然、似合わないと思いますし、ご期待に沿えられないと思いますので、できれば、あまり、その……」

「わ、わかったから、それ以上言わないでくれ」

　もう、頭がどうにかなりそうだった。

　とにかく、この状況を切り抜けるためには、さっさと選ぶしかない。ずらっと掛けられた水着を、右から左に眺ながめていく。

　その中から、ホルターネックのビキニの水着が目に止まった。下はスカートがついていて、他のものよりは肌はだの露ろ出しゆつが抑おさえられている気がする。白を基調としていて、胸の真ん中と腰に、大きめのリボンがワンポイントであしらわれている。

　水着に手を伸ばしかけ、触さわるのはいけないような気がして、指で示すだけにした。

「これとかは？」

「ふ～ん、いいんじゃない」

　躊躇ためらうことなく京は宗太の選んだ水着を手に取ると、ひなたを店の奥へと引っ張っていく。本能が危険を察知したが、撤てつ退たいを許してくれる京ではない。

「ほら、宗太君も早く来る！」

　京が向かった先には試着室があった。頭の中では、二つの選択肢しが宗太の前に上がっていた。ひとつはダッシュで逃げる。もうひとつは覚かく悟ごを決める。

「宗太君が選んだんだから、最後まで責任持たないとだめでしょ？」

　責任などと言われては、逃げ出すわけにもいかない。宗太は重い足取りで、京に従うことにした。

「じゃあ、ちょっと待っててね」

　そう言って片目を閉じると、京はひなたと一緒に試着室にもぐりこみ、カーテンを閉じた。

　残された宗太にできるのは、情けない姿を晒さらして待っているだけだ。

「じゃあ、まず全部脱ぬいじゃおっか」

「だ、だいじょうぶですよ。ひとりで着替えられます」

　衣きぬ擦ずれの音と一緒に、ふたりの声だけが聞こえてくる。

「うわ～、ひなたちゃんほんとに肌はだ綺き麗れいだね」

「わっ、だ、だめですよ！　京みやこ先せん輩ぱい、そんなとこ触さわらないでください！」

「え～、いいじゃないの。減るものじゃないんだし」

「わっ、わっ、だめですっ！　そこは力が抜けちゃいますぅ……」

「いいなあ、お肌すべすべ……食べちゃいたい」

「もう、京先輩、許してください～」

「ん～、仕方ないなあ。はい、じゃあ、これ胸に当てて……」

「えっと、こ、こうですか？　なんだか、とても窮きゆう屈くつですけど」

「着るときだけだから、ちょっと我が慢まんしてね」

　宗太は両手で耳を塞ふさいだ。それでも完全にシャットアウトすることはできない。

「うん、これでよしっと。どう、どんな感じ？」

「えっと、なんか、足とか、お腹なかがすーすーしてとても不安な感じです」

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐに慣れるよ。んじゃ、宗そう太た君に見てもらおっか」

「え、も、もうですか!?」

　耳を塞ふさいでいたせいで、途と中ちゆうから会話の流れが把は握あくしきれていなかった。そのせいで、突然目の前のカーテンが開き、驚いて声を上げそうになった。

　水着に着替えたひなたは、京の陰かげに隠かくれるようにして、腰こしにしがみついている。

「こ、心の準備がまだですよ～」

　なんとも情けない声を出している。それでも京に耳打ちされて、なにやら諭さとされると、恥ずかしそうに頰ほおを朱色に染めながら、前に出てきた。

　宗太が自分で選んだ水着なのに、ひなたが着ているせいか、まったく見覚えのないものに思えた。言葉もなく、水着姿のひなたをじっと見み据すえた。足元から視線を徐じよ々じよに上げていく。真っ白な素足に、スカート状のボトムから伸びた太もも。なだらかな曲線を描くウエスト。おへその辺りが涼しいのか、ひなたは両手で必死に隠そうとしている。胸元のリボンがかわいらしさをアピールしていて、ひなたにはよく似合っていた。

　まじまじとひなたを見つめている自分に気づいて、宗太はとっさに視線を逸そらした。

「い、いいんじゃないか」

　やっと搾しぼり出した声は、完全に上うわ擦ずっている。心臓はばくばくと高鳴り、汗あせもだらだらと垂れてきた。

「お、おかしくないですか？　宗太さんのご期待に沿えられてますか？　がっかりしてませんか？」

「ぜ、全然、いいから」

「本当ですか!?」

「あ、ああ」
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「よかった……」

　心底ほっとしたようにひなたがようやく笑顔になる。正気を保っている自信がなくなり、宗そう太たは試着室に背中を向けた。

　京みやこの忍しのび笑いが背後に聞こえたが、文句をいう余よ裕ゆうもない。

「じゃあ、これで決まりね」

「はい！」

　カーテンの閉まる音を聞いて、宗太はほっと息を吐はいた。

　恐る恐る振り返る。

　ひなたと京の姿は見えなくなっていることに、再び安あん堵どした。

　だが、その矢先、タイミングを見計らったように、京がカーテンの隙すき間まから首だけを突き出してきた。警けい戒かいして一歩下がる。

　それを見た京がにやりと笑った。

「中に引っ張り込んだりはしないのに」

「ほんと、それだけはやめてくださいよ。そ、それより、何か用ですか？」

「ん？　宗太君が逃げ出さないように監かん視ししてるの」

　京の発言に、宗太の視線が泳いだ。

「このあと、夏服の買い物もするから、逃げないようにね」

　それだけ言いたかったのと言って、京みやこは試着室に首を引っ込めた。

　それを見届けてから、宗そう太たは足音を忍しのばせ、ゆっくりと一歩ずつ後ろに下がる。試着室から距離ができると、思い切って走り出した。

　夏服の買い物など冗じよう談だんではない。これ以上、こんなことが続いたら死んでしまうかもしれない。

　水着売り場から離れると、宗太は両りよう膝ひざに手をついて息を整えた。何もしてないのに、鉛なまりでも背負っているように体が重い。

　とりあえず、黒くろ田だでも探そうと、宗太はぶらぶらと歩き出した。




　　　　　　　　４




　ひとりになった宗太は、早々にレディースのエリアを通り抜け、レストランフロアへとやってきていた。

　周囲の店を覗のぞきながら、黒田を探していると、カフェテリアのオープンテラスに、その姿を見つけた。

　驚かせるつもりで、背後から忍び寄り、何も言わずに同じテーブルにつく。

　黒田は特に気にした様子もなく、宗太を一いち瞥べつすると、読んでいた新聞の方に集中してしまう。

　文句のひとつも言ってやらなければ気がすまない。ひとり残された宗太は、針はりのむしろという地じ獄ごくを味わったのだ。

「ひとりで逃げ出さないでくださいよ」

「自分の身くらいは、自分で守れるようにならんでどうするよ？」

「何も言わずに勝手にいなくなるのは、人としてどうかと思いますけどね」

「ほう、なら、お前さんはどうやって逃げ出してきたんだ？」

「そ、それは……」

　黒田は勝ち誇ほこった笑みを浮かべながら、通りがかった店員を呼び止めて、アイスコーヒーを宗太のために頼んでくれた。

　この辺の抜け目のなさに、ますます宗太は何も言えなくなる。

　ひげは剃そっていない。スーツもネクタイもよれたまま。一見すると駄だ目め中年としか思えないが、やるべきことをきちんとこなしている。その点に関しては、尊敬すら宗太はしていた。当然、そんなことを本人に言ったことはないが。

　運ばれてきたアイスコーヒーを、ミルクもガムシロップも入れずにストローで吸い上げた。苦さが口の中に充満して、宗太は顔をしかめた。黒田には鼻で笑われてしまった。

　馬鹿にされっぱなしなのも悔くやしいので、宗太は言葉で返すことにした。

「仕事、サボってきてよかったんですか？」

「学生じゃないんだから、サボりなわけないでしょうよ。非番だよ、非番」

「黒くろ田ださんに非番なんてあったんですね」

　まともに休みを取っているところなど見たこともない。電話をしても捕つかまらないことだって多い。

「けど、昨日きのうの今日で、よく非番なんて言ってられますね」

　今もＴＶをつければ、黒田と宗そう太たが関わった事件のことをやっているはずだ。

　この月つき乃の宮みやを舞台にして起きた連続爆破事件。犯人は銀の箱はこ舟ぶねというＳＮＳのコミュニティに集つどった者達であり、彼らはムーンチャイルドの独立と、この月乃宮での自治権を認めさせようと爆破テロを仕掛けてきた。

　だが、結果は失敗に終わっている。政府はテロに屈することなく、彼らを跳はね除のけた。

　今もこの街のどこかに銀の箱舟は潜せん伏ぷくしているのだろう。

　彼らの思おも惑わくを大きく捻ねじ曲まげたのは、恐らく上うえ杉すぎ杏あん奈なというたったひとりの少女の存在だ。まさか、爆破する側だった彼らが、自分たちの施設を爆破されるとは思っていなかったはずだ。

　ほとぼりが冷めれば、再び銀の箱舟は動くだろう。だが、もし、杏奈の存在に気づいているのなら、その行動はより慎しん重ちようになると推測できる。

　上杉杏奈には時間を支配する力があり、今のところ、宗太にも彼女の能力に対抗する手段は思いついていない。

　そうした複数の事情が絡からみ合い、爆破事件は完全解決とはいかないまでも、容疑者のひとりを特定して幕切れとなった。

　事件の規模や残された謎なぞを考えれば、昨日の今日で黒田が非番だからといって休めるとも思えない。

　そうでなくても、いつも休みなどなく駆かけずり回っているはずなのに。

「銀の箱舟に関しては、テロ対策ってことで公安総務課に持っていかれちまったんでね」

「だからって、特課が外れるのはおかしくないですか？　アルテミスコードも絡からんでいる事件なのに……」

「その点から考えるに、ま、俺おれに調べさせたくない何かが、あの事件にはあったってことだろうな」

　黒田の目が真まっ直すぐに宗太を見ている。まるで何かを試すように。

「それがわかっているのに、引き下がるんですか？」

　発言を誘ゆう導どうされるのは癪しやくに障さわったが、この話を打ち切るつもりもなかったので、宗太は黒田の誘さそいに乗ることにした。

「上に釘くぎを刺さされちゃしょうがないでしょうよ。俺はしがない公務員なんだからさ」

「それ、本気で言ってないですよね？」

「そらまあな。瑞みず希きのことも、明あき人とのこともある。うやむやにするつもりはないが、闇やみ雲くもに前に突っ込むだけが、攻め方じゃあない」

　黒くろ田だの判断は正しいのだろう。その正しさを理解しながらも、もどかしさも宗そう太たは同時に感じていた。どうして、間違っていることを正すことができないのかと。

「上うえ杉すぎ杏あん奈なの件は？」

「……それだけどな。しばらくその名前は口にも出すな」

「え？」

　言われたことよりも、黒田の放つ空気の違いに宗太は驚いた。どこか遠くを見ていた瞳ひとみに、刃物が放つ鋭い光が宿っていた。

　だが、それは一いつ瞬しゆんのことで、すぐに気の抜けた中年の顔を取り戻す。

「理由も聞くなってことですか？」

「そうしてほしいが、それで納得するお前じゃないことも知っているよ」

「なら、教えてください」

「俺おれも誰が黒幕かは知らないよ。けど、上杉杏奈に関しては、調べる必要がないと上が言ってきた。正確には調べるな、だけどな」

「それって……圧力ってことですか？」

「お前さんは難しい言葉を知ってるなあ」

「茶ちや化かさないでくださいよ」

「ま、そういうことだ。実際、調べたところで何も出てきやしないんだろうけどな」

「どういうことです？」

「記録上、上杉杏奈は十二年前に死亡したことになっている。それは今も変わってなかったよ」

「だから、それは間違いなんじゃ……っていうか、調べるなって言われておきながら、調べたんですね？」

　それには苦笑いで肯こう定ていしてきた。

「死んだ人間を裁く法律は、この国には残念ながらないのよ。当然、死人が起こした事件じゃ、捜そう査さする許可も下りるはずがない」

「そんな……」

「ま、そこまで隠かくそうってんだから、偉えらいさん同士で色々と繫つながっているのは間違いないだろうけどな」

「まったく見当がついてないわけでもないですよね？」

「警察庁長官以上ってとこまでは間違いないだろうな」

「……それって下へ手たをすれば、政府ってことですか!?」

「声が大きいよ」

　談笑でもするように黒田が腹で笑い、喉のどを潤うるおすようにアイスコーヒーをストローですすった。ずずっと空からっぽの音が鳴る。

「振り向くなよ。三つ後ろの席に尾び行こうまでついてんだ」

　冗じよう談だんだと言って笑い飛ばせる雰ふん囲い気きではなかった。にやついた黒くろ田だの目元だけは少しも笑っていない。

「俺おれが思うに、この国の偉えらいさんは、随ずい分ぶんと前から、宗そう太たが会ったっていう上うえ杉すぎ杏あん奈なの存在に、気づいていたんだろうよ。その身辺について、細部まで調査したはずだ。最初のかぐや姫ひめが実は生きていたと知って、放っておけるはずがないからな。そして、本当に上杉杏奈だと断定、もしくはかぐや姫だとわかったときには、研究所に連れていくことを検討したはずだ。だが、思いとどまったか、実行して失敗に終わったってところだろう」

「……時間を操あやつる彼女の能力は圧倒的ですからね。太た刀ち打うちできるはずがない」

「そういうことだ。だから、偉いさんたちは上杉杏奈に対して、静観を決め込むことにしたんだろうよ。厄やつ介かいの種たねではあるが、今のところ、目立った害はない。欲に縛しばられて手を出しても痛いしっぺ返しを食うだけだ」

「だから、黒田さんにも調べさせたくないってわけですか。刺激したくないから」

「問題を先送りにするのは、この国の得意技だからな」

「笑い事じゃないですよ……」

　黒田が再び店員を呼び止めて、コーヒーのおかわりを注文する。

「ま、言いたいことも山ほどあるんだが、下へ手たに嗅かぎ回るとこっちの立場が悪くなる状況なんでね。しばらくは大人おとなしくしてようと思ってる。また動くときは来るから、お前さんもそれまでは上杉杏奈のことは忘れてくれ」

　わだかまりを抱かかえたままではあったが、黒田にそこまで言われては頷うなずくしかなかった。どの道、宗太が文句を言ってどうにかなる次元の話ではない。

「わかりました……これ以上は聞きませんし、文句も言いません」

「そうしてくれるとありがたい。特課の任務も少しの間は他に回されることになる。だから、せいぜい、初めてできた彼女と仲良く楽しい時間を過ごしてくれ」

　口に含んでいたコーヒーを噴ふき出だしながら、宗太は咳せき込んだ。

「おいおい、汚きたない真ま似ねをするんじゃないよ」

　駆かけ寄よってきた店員がテーブルの上を拭ふいてくれた。それに軽く会え釈しやくをする。

「か、彼女って、何のことですか？」

「誤ご魔ま化かせると思ってるのか？　そんな青春の光を振りまいておきながら」

「そんなもの出してませんよ」

「最大出力で出っ放しだよ。ひなたちゃんからもひしひしと感じたね。付き合いだしたばかりの初うい々ういしい空気ってやつを」

「な、なんでわかるんですか？」

「だから、まばゆいばかりの青春の光が出てるって言ってるだろ」

「……そんなにまぶしいものじゃないと思いますけど」

　はあと宗そう太たはため息を吐ついた。

「なんだ、もう面めん倒どうくさくなったのか？」

「別に面倒だなんて思ってませんよ。ただ……」

「ただ、なんだよ？」

「笑わないでくださいよ」

「約束しよう」

　シニカルに黒くろ田だが笑う。信用できないと思いながら、誰かに話したい気持ちもあったので、宗太は口を開いた。

「なんていうか、その……彼女ができて、付き合うってことになれば、もうその先は幸せいっぱいで、何かに悩んだりしないんだろうなって、昨日きのうまでの僕は思っていたんですよ」

「ほう、なるほどな……」

　笑わないと言いながらも、すでに黒田の顔はにやけている。視線で抗議したが、まったく効果がない。

「けど、それが思い違いだったってわかったっていうか……その、何か思ってたのと違って、上う手まく話題も見つからないし……ひなたが考えてることも、少しはわかっていたつもりだったのが、またゼロに戻ったみたいに思えて……」

　そこで黒田が声を上げて笑った。周囲の客が何事かと視線を向けてくる。それが余計に宗太の羞しゆう恥ち心しんを煽あおった。顔が真まっ赤かになる。

「だ、だから、言いたくなかったんですよ！」

　黒田の笑い声はさらに大きくなった。

「もう、いいです！」

　かちんと来たので椅い子すから立ち上がる。

「まあ、待て、座れって。悪かったよ。少年の成長を笑ったりして」

「自分でもどうかしてたとは思いますよ。そんな明確にきっぱりと、何かが変わって、次の日から幸せな日々がくるなんてこと、あるわけないんですから……」

　言いながら、再び席についた。

「ま、人生の先せん輩ぱいから言わせてもらえば、本当に色々あるのはこっからだよ」

「そうなんでしょうね。けど、壁があるみたいに感じるのは、納得できないですよ……」

　宗太の発言に、黒田が笑いを必死に堪こらえている。

「お前、今のは他のやつには絶対言うなよ」

「言いませんよ、こんなかっこ悪いこと」

「そうじゃないって。まだ、宗太にはわからないかもしれないが、それ惚のろ気けてるのと一緒なんだからな」

　言われた意味が理解できずに、宗そう太たは考え込んだ。悪ふざけはするし、生き真ま面じ目めさにはかけるが、こういうときに黒くろ田だが適当なことを言う人間でないのは知っている。

「どういう意味ですか？」

「ま、アドバイスは今日だけだぞ」

　目で頷うなずくと、黒田は煙草たばこを口にくわえてから話し出した。

「お互い意識してるから、妙みような空気になるんだよ。どう思われてもいいと思っている相手に、緊きん張ちようしたりするか？　少しでもかっこよく、少しでもかわいいと思ってほしいなんてのは、お前らの年代じゃよくある話だからな。ま、お前とひなたちゃんの場合、今まではただの同居人だったのが、男と女になったってことだろうよ」

　小さく、そうかもしれませんね、と宗太は答えた。

「ま、それをどう乗り越えていくかは宗太とひなたちゃんの問題だ。最初の壁くらいで弱音吐はいてんじゃないよ」

　黒田の吐き出した煙けむりが、宗太の顔にかかる。むっとなって睨にらみつけたが、今さら何を言ったところで、人生経験の差を埋うめられそうにない。

「ま、せいぜい足あ搔がいて足搔いて、かっこ悪いとこ見せてくれ」

「いい加減、笑うのやめてください。むかつきます」

「こういうのを楽しむのも大人おとなの醍だい醐ご味みなんだよ」

「やっぱり、黒田さんには言うんじゃなかった……」

　後悔して、宗太は頭を抱かかえた。

「そんなに気にしなさんなって。誰だって最初はそういうもんだ」

「……じゃあ、黒田さんも？」

「そりゃあ、まあ、恥ずかしい過去として抹まつ消しようしたいくらいだな」

「なんか意外ですね。黒田さんって、何でも適当にこなすんだと思ってました」

「あのな、俺おれにだって、お前と同い年だった頃があるんだぞ」

「それこそ、信じられませんよ」

　残りのアイスコーヒーを宗太は一気に飲み干した。ふたを開けて中の氷を口の中に流し込む。氷が溶とけたところで、黒田に別の疑問をぶつけた。

「それにしても、どういう風の吹き回しなんですか？」

「何がだよ？」

「急に僕たちの買い物に付き合うなんて」

　乗り気でないのは態度を見ていればわかる。

「別にお前さんとひなたちゃんの邪じや魔まをするつもりできたんじゃないんだよ」

　そこであくびを一度挟はさむと、先を促うながす宗太の視線に気づいたのか、おどけた様子で黒田は続きを口にした。

「ずっと前からの京みやことの約束でな」

「京先せん輩ぱいとの？」

「あいつには散々無茶な任務を任せているからな。今日までに解決した事件の数は、三十二件にもなる」

「そんなに!?」

　宗そう太たが特課に来る前から京が黒くろ田だに協力していたことは知っているが、認識している数の三倍近い検挙数だった。

　加えて、京が出動を命じられるのは、ステータスⅡ以上の、危険な犯罪者が相手の場合が多い。三十二件という数は、そのまま京が危険に立ち向かった数でもあるのだ。

「そのご褒ほう美びっていうと聞こえが悪いかもしれんが、なんかほしいもんがあれば言えって言ったらこうなったわけだ」

「ふ～ん。なんか意外ですね」

「あのな。俺おれだって子供に特課の仕事をやらせていることに関しては、色々と思うところがあるのよ？」

「違いますよ。そうじゃなくて、京先輩がそんな見え透すいた大人おとなの言い訳に、わざわざ付き合うことがですよ」

　京に対する労ねぎらいの気持ちが黒田にあるのは本当だろう。それと同じくらいに後ろめたさを抱いだいているのも宗太は理解している。本来なら、公安特課に宗太やひなた、京のような子供がいていいはずがない。それは黒田の本心だ。

　だが、ムーンチャイルドに対抗するためには、ムーンチャイルドを擁よう立りつするしかないのも事実。そして、本心がどうであれ、黒田は子供を犯罪者逮たい捕ほに使うことを選んだ。矛む盾じゆんを抱かかえながらも。

　綺き麗れい事ごとを並べるだけではなく、現実的な判断を下せる人物だからこそ、宗太も黒田を信用しているし、京もそうなのだろう。

「その逆だろうな。見え透いた大人の言い訳だってわかってるから、わざわざ俺に付き合ってくれてるんだろうよ。それで俺の気持ちが少しは晴れることを知ってるんだ。たいしたやつだよ、あいつはほんとに」

「……そう、かもしれませんね」

　曖あい昧まいに宗太が答えたのを最後に、この件に関して黒田はもう何も言ってこなかった。

　会話の隙すき間まを狙ねらいすましたかのように、黒田の携帯が鳴った。

　ストラップを摑つかんだ黒田の顔は、面めん倒どうくさそうに歪ゆがんでいる。ディスプレイを見てさらに苦々しい表情を作った。

「黒田ですが？」

　電話を取った声もぶっきらぼうだ。

「そりゃ、珍めずらしくいただけた非番の日に、こうして呼び出しの連絡を受ければ、誰だって苛いら立だちのひとつやふたつぶつけたくはなるってもんでしょ」

　口ぶりから察するに、相手は上じよう司しといったところだろうか。

「ええ、今のはもちろん嫌いや味みですよ。で、何があったんですか？」

　黒くろ田だは椅い子すに寄りかかり、足は組んだままの姿勢でくつろいでいる。

　だが、その余よ裕ゆうが、突とつ如じよとして消え去った。ろくに相あい槌づちも打たずに相手の話に耳を傾けていた黒田が、驚きの表情を浮かべて身を前に乗り出したのだ。

　突然のことに、宗そう太たまでびっくりさせられた。

「今……なんて？　本当に、福ふく島しま礼れい司じが？」

　普段の脱力した表情はなりを潜ひそめ、代わりに鋭さが瞳ひとみの奥に宿っている。

　福島礼司。

　脳内で反はん芻すうしたが、聞き覚えのある名前ではない。

「そういうことなら了りよう解かいです。至急、署しよに顔を出しますんで、人を集めておいてください」

　その後、二、三回やり取りを交わしてから、黒田は口元を歪ゆがめて通話を終えた。

「何か、まずい事件でもあったんですか？」

「さてと、どうするかな……」

　黒田は無ぶ精しようひげを手でもてあそびながら、宗太を観察でもするように見ている。話すべきか思案しているのはわかるが、値踏みされているようで気持ちのいいものではない。

　黙だまって待つのも性しように合わないので、宗太はさらに質問をぶつけることにした。

「福島礼司って誰ですか？」

　さらに黒田が低く唸うなる。

「そこまで考え込まれると、余計に気になるんですけど」

「ま、減るものでもないし、いいか」

　黒田はポケットにねじ込まれていた警察手帳を取り出した。そこから写真を一枚抜き取り、宗太に見えるようにテーブルに置いた。

　見た瞬しゆん間かんに、一般的な写真とは違うと理解した。

　場所は日本ではない。アメリカの都市部だろうか。交差点を行き交う人の流れが、漠ばく然ぜんと映し出されていた。白人もいれば、黒人もいる。

　誰もが自分の目的地に向かって足を進め、カメラの存在にも気づいてはいない。

　注意深く観察することで、宗太は中央から少し左にずれた位置に、メインの被写体を見つけた。

　東洋人の男性。日本人なのだろう。

　黒一色のスリムなスーツに同じく黒のネクタイ。

　服装は街中に溶とけ込んでいるのに、異様なまでに強い意志を覗のぞかせた瞳が、その空間の中では浮いていた。

　年ねん齢れいは二は十た歳ち前後。背が高く見えるのは、瘦やせ型の体型のせいかもしれない。

「話の流れでわかっちゃいると思うが、そいつが福ふく島しま礼れい司じだ」

「はあ」

「国際指名手配中の要注意人物だよ」

「え!?」

　物々しい肩かた書がきに驚いて、宗そう太たは写真から顔を上げた。国際指名手配などという言葉は、ドラマや映画の中で使われるだけのもので、現実感がまるでなかった。

　しかもそれが自分と同じ日本人ということに、さらに違和感を覚えた。

「生まれは日本。六歳さいの頃に両親の仕事の関係でイギリスに渡った。その後、十歳までの四年間は、北ほく欧おう諸国を転々としていたと記録にはある」

　写真の中の福島礼司を見み据すえる黒くろ田だの瞳ひとみには、何の感情も見つけられなかった。独ひとり言ごとでも口にするかのように、その後も淡々と続けた。

「海外の生活にも自然に馴な染じんで、両親の話ではその頃は幸せだったそうだ」

　やけに遠回りな説明に疑問を抱いだきながらも、宗太は口を挟はさまずにいた。何か考えがあってのことだろうと思えたからだ。

「そんな平和な家庭に大きな転機が訪れたのは、福島礼司の十一回目の誕生日のことだ。福島礼司は、アルテミスコードの能力に目覚め、そのことを近きん隣りんに住む者たちに知られてしまった。そして、両親と引き離され、ＥＵが運営しているムーンチャイルド保護地区に預けられた」

　国が違えば、やり方も違ってくる。

　ＥＵの対応もそのうちのひとつだ。日本のように、アルテミスコードの使用を法律で縛しばるだけではなく、生活の場所にも制限を受ける。ムーンチャイルドは保護地区という名の街に集められているのだ。そこには、能力を持たない普通の子供はいない。

　保護地区には、寮りようがあり、学校があり、それから店や娯ご楽らく施設も完備されている。宗太もＴＶを通して、保護地区の様子を見たことはあった。

　自然豊かな環境。高い学力を身につけられる学校。ムーンチャイルドだからという理由で、差別の対象にもならない。

　まるで楽園のように宗太が見た番組では紹しよう介かいされていた。

　だが、保護地区が、高い壁に覆おおわれた箱庭であることを宗太は知っている。常に壁の外には銃じゆうを持った兵士が配置されていることも知っている。

　保護地区というのも報道用の言葉でしかなく、一般人は収容所と呼んでいるのだ。

　実質、何の対策も取られていない日本とどちらが正しいのかはわからない。少なくとも、宗太はどちらの環境も選びたいとは思わなかった。

「その保護地区の中で、福島礼司はひとりの少女と出会うことになる」

「少女？」

「ああ。名前はセルマ・リンドベリ。ふたり目のかぐや姫ひめだ」

　体が勝手に反応して、宗そう太たは目を見開いていた。

　黒くろ田だが面めん倒どうな遠回りをしてきた理由が、なんとなくわかった気がした。かぐや姫の名を聞けば、すでに話したようなことを、宗太が聞きたがると思い、先回りをしたのだ。

「それから何年かは、大きな問題も起こさずに、監かん視しの連中からの覚えもよく、平へい穏おんに過ごしていたそうだ。俺おれが見た記録には、数年後には、かぐや姫と恋仲になったという記述があったな」

　自分と重なる部分に、妙みような歯がゆさを宗太は感じた。

「それがどうして国際指名手配になるんですか？」

「事件は今から六年前。福ふく島しま礼れい司じが十六歳さいのときになる」

　一いつ旦たん、区切ると、黒田は目だけで語りかけてきた。本当に続きを聞きたいかと。

　黒田の真意までは読み取れないまでも、宗太は深く頷うなずいて応こたえた。

「福島礼司はな、恋仲にあったはずのセルマ・リンドベリを殺害した。そして、その後、保護地区から逃走。完全に消息を絶った」

「えっ、何ですか、それ!?　前に巴ともえ先生に聞いた話では、かぐや姫の死因は、事故や病気だって」

「真実なんて誰かの都合で捻ねじ曲げられるって話だよ」

「……ほんと、何も信じられない世の中ですね……」

「事件後、福島礼司の姿は、各国で何度か目撃されてはいる」

「なのに、逮たい捕ほできずにいるわけですか？」

「ま、そういうことだ。俺おれの仕事を増やしてくれて面倒な話だよ、まったく」

「何のために日本に来たのかはわかってるんですか？」

「三年前からこっちに住んでいる両親に会いに来たってのが、今のところ上の見解だな。ま、詳くわしいことは捕つかまえて本人に聞けばいいでしょ」

「あとひとつだけ質問してもいいですか？」

「駄だ目めって言っても口にするんでしょうが」

　はいと頷いたあとで、宗太は黒田の瞳ひとみに質問をぶつけた。

「どうして、日本の警察が、福島礼司の身み柄がらをほしがっているんですか？」

　わざわざ黒田が写真を持ち歩いていたことからして不自然だ。それに、休みを与えておきながら、緊急の呼び出しをかけてくるのにも違和感はある。

　福島礼司は言ってしまえば、ただの殺人犯だ。殺害対象がかぐや姫であったことは無視できないが、それだけと言えばそれだけの人間に過ぎない。

「福島礼司が殺害したのはセルマ・リンドベリだけじゃない。保護地区にはアルテミスコードを研究する施設もあってな、そこの職員三十名を同時に殺している」

　三十体の死体を想像しそうになって、宗そう太たは慌あわてて首を激しく振った。

「わかっちゃいると思うが、そこでやっていたのはかぐや姫ひめの研究だ。そのデータを福ふく島しま礼れい司じはすべて持ち去っているってわけだ。おかげで、どこの国も身み柄がらをほしがっている。当然、この国の偉えらいさんもな」

「それで納得がいきましたよ」

「ま、とにかくそういうわけだ。一応、お前さんも顔くらいは覚えといてな。んで、天文学的確率で、見かけるようなことがあったら連絡をくれ」

「わかりました」

　返事をしながら、確認のために写真を眺ながめた。それから写真を黒くろ田だに返した。

「ちなみに、六年前が十六歳さいなら、今は二十二歳ですよね？」

「ああ、そうなるな」

「今もアルテミスコードを使えるんですか？」

　一般的には二は十た歳ちを過ぎた頃から、能力は著いちじるしく減少する傾向がある。そして、そのまま使えなくなるのだ。

　ただし、これには個人差がある。

「統計的に見れば、使えなくなっているだろうが、こればかりは俺おれにもわからんよ」

「そうですよね」

　投げやりな答えに、投げやりな相あい槌づちを返した。

「さて、上じよう司しに文句を言われる前に、さっさと仕事に戻ろうかね」

　席を立ちながら黒田が財さい布ふを取り出す。中から、カード数枚とお札さつを一枚だけ抜き取ると、財布ごと宗太に手渡してきた。

「いいんですか？」

　中身を確認すると、ざっと見ただけでも十万円近くある。

「それで京みやこの機き嫌げんでもとっておいてくれ」

「そういうことですか」

　じゃあなとだけ言って、背中を向けたまま手を振ると、黒田はここの会計を済ませてさっさと出て行った。

　その直後、携帯に京から連絡が入り、ダッシュで来るようにと呼び出された。




　京に指定された巨大なハト時計の前につくと、まだふたりの姿はなかった。

　少し待つと、京とひなたがやってきた。手には、ショップ名の書かれた紙かみ袋ぶくろを、それぞれ、三つずつ持っている。

　やってくるなり、京は宗太に持っている荷物を押しつけてきた。

「それ、ひなたちゃんのだから」

「何を買ったんです？　随ずい分ぶんとあるみたいですけど……」

　ひとつひとつの袋ふくろは重くないが、種類が様々だ。

「知りたいなら、中見てみれば？」

　言われるままに、隙すき間まから覗のぞき込む。

「ちなみに、それ、下着だけどね」

「宗そう太たさん！　み、見ちゃだめです！」

　とっさに目を逸そらす。

「み、見ちゃいましたか？　見えちゃいましたか？」

「見てないし、見えてもいない！」

「どうせ、そのうち、見るし、見せるんだからいいじゃないの」

「な、何言ってるんですか！」

「み、京みやこ先せん輩ぱい！」

　宗太とひなたの声が見事に重なった。

　文句を視線に乗せて京にぶつけて見るが、にやにやと笑われるだけでまったく効果は望めなかった。

　下へ手たにこの話題を続けても、一方的に攻められるだけだ。

　話を逸そらそうと、視線を彷徨さまよわせると、京が手ぶらになっているのが気になった。まさか、ひなたが持っている荷物が京の戦利品ということもないだろう。

「京先輩の買い物は？」

「ん～、あたしは、別にほしいものないから」

　それから何かを探すように京は周囲を見回す。

「黒くろ田ださんは？」

「あ、それが仕事の電話が入って、帰っちゃいました……」

「それ、お姉ねえちゃんから？」

「いえ、違うような感じでしたけど」

「そっか……」

　どこを見るでもなく、京が遠くに視線を投げかける。それから、大きくため息を吐ついた。

「はあ～、やっぱりこうなったか……」

「でも、任せてくださいよ。もらうべきものはこの通りばっちりと」

　そう言って宗太は黒田の財さい布ふを京に見せた。

　それを見た京は悪戯いたずらでも思いついたように、意地悪く笑った。

「あたし、前からほしかった靴くつと、鞄かばんと、洋服があるのよね」

「さっき、ほしいものはないって言ってませんでした？」

「あたし、そんなこと言ったかしら？」

　京みやこの目は笑っていない。愛あい想そ笑いを浮かべて、宗そう太たは言ってませんと返事をする。

「じゃあ、まずはこっちね」

　早々に京が歩き出す。

　追いかける前に、宗太はひなたの荷物も受け取った。おかげで、宗太の両手は荷物でふさがってしまった。

「あ、いいですよ、自分で持てますから……それに……」

「どれも軽いから平気だって」

「でも……」

「ほら、京先せん輩ぱいに置いていかれるぞ」

　歩き出そうとした宗太に反して、ひなたは立ち止まったままだ。何か言いたそうにしながらも、白はく杖じようを持った右手を、左手で握にぎるだけで何も言ってこない。

「ひなた？」

「な、なんでもないです……い、行きましょう」

　どこかしょんぼりした足取りでひなたが杖つえを振って歩き出す。

　宗太はふさがった両手をまじまじと見み据すえた。それから、ひなたの背中に声をかける。

「あ、あのさ、ひなた」

「は、はい？」

「やっぱり、荷物半分持ってくれるか？」

　最初、振り向いたひなたは驚いた顔をしていた。だが、すぐに表情には期待と緊きん張ちようがにじみ出てきて、力いっぱい頷うなずいた。

　側そばまで駆かけ寄ると、右手に持った荷物をひなたに手渡した。そして、空からっぽになった右手で、今度はひなたの左手を握にぎった。

「あっ」

　びくっとひなたが肩かたを揺らす。

　最初はぎこちなく繫つないでいた手を、ひなたがしっかりと握り返してきた。

　自然とひなたの顔がほころんでいく。

「宗太さんの手、大きいですね」

「前から同じ大きさだぞ」

「そうですよね。そうなんですけど、なんか今日は違うんですよ」

　にっこりと笑ってひなたが宗太を見上げてくる。

「そうかもしれないな」

　手を繫いだことは何度もある。けど、宗太にとっても、初めてのことのように思えた。

　ひなたの歩行を助けるために、繫いでいるわけではない。ただ、手を繫ぎたいと思ったから、そうしているのだ。

　同じ行為のはずなのに、宗そう太たの中ではまるで意味が違っていた。手を繫つなぐことの本当の意味がわかった気がした。手の平がひなたの存在を確かに感じている。たったそれだけのことなのに、奇き跡せきの大発見をしたような気分だった。

　ひなたが繫いだ手を前後に揺らす。顔はほころんだままだ。

　不思議と今け朝さから感じていた妙みような壁はなくなっていた。

　たぶん、自分たちはこれでいいのだろう。宗太はそう思いながら、遅いと急せかしてくる京みやこを気にせず、ゆっくりとひなたのペースで追いかけた。




　　　　　　　　５




　黒くろ田だが帰ったあと、宗太とひなたは京に散さん々ざん連れ回され、解放された頃にはすっかり日も沈んでいた。預かった財さい布ふの中身も、時間の経過と共に洋服や靴くつ、傘かさへと姿を変え、最後に残った一枚のお札さつも、夕食となって三人の胃い袋ぶくろへと飲み込まれた。

　部屋に戻ってきた宗太とひなたは、食休みの意味も込めて、リビングでのんびりとＴＶを見ていた。映っているのは、ひなたのお気に入りの動物番組で、今日は極ごく寒かん地ちで卵を温め、過か酷こくな環境で子育てをするコウテイペンギンの特集が組まれていた。寒さに身を縮め、体を寄せ合いながら健けな気げに卵を温める姿が画面いっぱいに映し出されている。その様子を、ひなたは熱心に見守っていた。

　番組をエンディングまで見届けると、宗太はひなたを促うながして、明あ日すの準備に取りかかることにした。

　ひなたが部屋に入るのを待ってから、宗太も自室に向かった。

　クローゼットを開けて、少し大きめのトートバッグを取り出す。翌日の着替えとタオルに海パン、それから新しい歯ブラシを放り込んだ。

　五分とかからずに宗太の準備は終わってしまった。

　部屋にいてもやることもないので、宗太はトートバッグをベッドの脇わきに置くと、早々にリビングに戻った。ソファに身を沈めて、ＴＶをつける。五分程度の短いニュース番組が終わり、九時からのドラマが始まるところだった。

　無む造ぞう作さにチャンネルを変えながら、一時間ほどヒマを潰つぶした。

　その間、ひなたの部屋からは、時折、独り言がもれてきたが、ひなた自身が出てくることはなかった。

　時計が十時を示したところで、宗太は気になってソファから立ち上がった。さすがに時間がかかりすぎている。ひなたの部屋の前まで行くと、開いたままのドアをノックする。

　中の様子を窺うかがうと、ひなたはベッドの上に正座をして、難しい顔で考え込んでいた。周囲には旅行の荷物と思われる着替えやタオルが散乱している。一見しただけで、今日買ってきたバッグに収まる量ではない。

　収納するための作戦がまとまったのか、ひなたが恐る恐る荷物を詰め込み始めた。最初に、毎晩抱だいて眠ねむっている大きなウサギのぬいぐるみを入れる。その時点でバッグの半分以上が埋うまってしまっている。

　そのあとで、着替えと水着、タオルなどを入れていくが、ひなたが用意した荷物の半分も収まりきらないうちに、バッグはいっぱいになった。

　するとまた、困ったような顔をしてひなたが考え込む。宗そう太たの存在にもまったく気づく様子がないので、再度ノックをしてから声をかけることにした。

「その荷物をまとめる画期的なアイディアがあるんだけど」

「そ、宗太さん！　い、いつからそこに」

「一応、最初にノックはしたんだけど」

「ごめんなさい。夢中になっていて気づきませんでした」

「僕が思うに、ぬいぐるみを出せば解決するんじゃないか？」

　宗太の指摘を受けると、ひなたは慌あわてた様子でバッグを背中に隠かくした。だが、小さなひなたの体では隠し切ることはできていない。

「ぬ、ぬいぐるみなんて入れてませんよ？」

　愛あい想そ笑いを浮かべて誤ご魔ま化かしているつもりなのかもしれないが、ひなたの表情は引きつっていて、狙ねらい通りの効果は発揮されていない。

「なら、僕が見たのは錯さつ覚かくか？」

「そうだと思います。宗太さんはお疲れなんですよ」

「ふ～ん、今もバッグからウサギの耳が飛び出しているように見えるけど、それも気のせいか？」

「え？　そ、そんなはずは!?　見えないように一番下に入れたのに……」

「やっぱり、入れたのか」

「え？　あっ！」

　宗太の引っ掛けに、今になって気づいたらしく、ひなたがむっとした顔を向けてくる。

「騙だましましたね！　うそはいけないと思います！」

「最初にうそをついたのはひなたの方だからな」

「うっ、で、でもそれは……だって、知られたら恥ずかしいですし、その、仕方がなかったと言いますか……と、とにかく宗太さんを騙そうという意味でうそをついたわけではないですよ？　本当ですよ？」

「わかってるって」

「宗太さんは、時々いじわるです……」

　まだ言い足りないのか、その後も、ひなたはぶつぶつと口の中で文句を繰り返していた。

「ま、冗じよう談だんはさておき、荷物がまとまらないようだと、旅行にはいけないぞ」

「だ、だいじょうぶです。ばっちり準備します！」

　思い出したように、背中に隠かくしたバッグを前に持ってくると、ひなたは中身をひとつずつ取り出した。ぬいぐるみを出すときは、名残なごり惜おしそうにしていた。

「ごめんなさい。一緒にいってはだめだと宗そう太たさんに言われてしまいました」

「僕のせいか……」

　枕まくらの横に戻されたウサギのぬいぐるみの目は、真まっ直すぐに宗太の方を見ている。なんだか責められているような気がするのは気のせいだろうか。

　その後も、旅行に不要な荷物は宗太の助言で除外して、三十分が経過した頃、ようやくひなたの準備は整った。

　中身の充実したバッグを、ひなたが満足げにぽんぽんと叩たたく。何が楽しいのか、こぼれんばかりの笑みを浮かべていた。

「明日あしたは海ですね！　海！　早く明日になるといいですね！」

　上下に体を揺らすひなたの興奮を、ベッドがやわらかく受け止めている。

「寝て起きたら、明日になってるよ」

「なら、今日はもう寝ましょう！」

　時計の針はもうすぐ十一時に到達しようとしている。明日は早起きしなければならないことを考えれば、寝てもいい時間だ。

「そうだな。もう寝るか」

　宗太が促うながすと、何かを思い出したようにひなたの背筋がぴんと伸びた。

「どうかしたのか？」

「え、えっと！　そ、宗太さん！　わ、わたし、決めたことがあります！」

　一大決心を告げるように、緊きん張ちようした面おも持もちでひなたが宗太の方を向いた。その余よ裕ゆうのない態度に触しよく発はつされて、宗太も反射的に姿勢を正す。

「お、おう。なんだ？」

　大きく深呼吸をしてから、ひなたは想いを言葉に乗せてぶつけてきた。

「もっ、もうっ！　夜中に、宗太さんのベッドに忍しのび込んだりはしません！」

「そ、そうか……」

「その……よ、よくないと言いますか、こういうことはきっちりした方がいいと京みやこ先せん輩ぱいにも言われてしまいましたし……わたしもそうだと思います」

「そうだな。僕も同意見だ」

「べ、別に毎朝、寝起きの酷ひどい顔を見られると困るからという理由で、こんなことを言い出したわけではないんですよ？」

「誰もそんなことは言ってないぞ」

「な、なら、いいんですけど」

「僕は、ひなたの寝起きの顔も、ハリネズミでヤマアラシなのも、よだれ垂らしているところも、もう見慣れているから、気にはしてないけどな」

「よ、よだれは垂らしていませんよ！」

　宗そう太たの期待通り、ひなたは頰ほおを朱色に染めて、そこだけは譲ゆずれないといった様子で食いついてきた。

「まあ、そういうことにしておこうか」

「そ、そういうことにしておいてください……」

　自信なさそうに小声になって、ひなたが恥ずかしそうに俯うつむく。

「それと、この機会に、もうひとつ重要な発表をしたいと思います」

「なんだ？」

「お洗せん濯たくのことでちょっと……」

「ああ、洗濯ね……だいたい言いたいことはわかるけど」

「そ、その……こ、これから下着だけは自分で洗いますから、その……」

「わかったよ。僕としてもそうしてもらった方がありがたい」

　一緒に住んでいるせいで、色々な境目がなくなってしまうのは、今後のことを考えるとよくない気がした。

「あ、あのですね。べ、別に宗太さんがわたしの下着で変なことをするのではないかと疑っているわけではないんですよ？　も、もしそうだとしても、ちょっと残念な気持ちになりますけど、き、嫌きらいになったりはしませんから！」

「まさか、変態疑惑をもたれているとは思わなかったよ……」

「だ、だから、違いますよ。今のは例え話ですから！」

「けど、その例えが出てくるってことは、ちょっとくらいは疑ったってことだろ？」

「うっ……そ、それはですね……」

「考え込まれると、ますますショックだな……」

「だ、だいじょうぶですよ！　わ、わたしの宗太さんへの気持ちは、そのくらいで揺らいだりはしませんから！」

「変態前提の話になっているのは気のせいか？」

「と、とにかくそういうことですので、わかってください」

「わかったよ。それじゃ、今日はもう寝よう。おやすみ」

「は、はい。おやすみなさい」

　部屋から出て行こうとすると、ひなたが何かを言いかけた。気になって振り向くと、やはり、言葉を詰まらせている。

「ひなた？」

「え、えっと……お、おやすみなさい！」

　再び出て行こうとすると、今度は、あ、っと露ろ骨こつな声が聞こえた。

「まだ何かあるのか？」

「え、えっと、ですね……宗そう太たさんは、ひとりで寝るの、こわくないですか？」

　何を言い出すのかと思えばと、宗太は呆あきれて苦笑いを浮かべた。つい数分前にその話には決着をつけたはずだ。それも、ひなたからの提案だった。

　ここは頑がんとして譲ゆずるべきではない。

「こわくない」

　その声音に、うっとうなりながら、ひなたが怯ひるむ。それでも、諦あきらめきれないらしく声をかけてきた。

「あ、あの……宗太さんがどうしてもって言うなら、今夜もベッドにお邪じや魔ましてもいいですよ？」

　枕まくらを抱だいて期待を込めた表情を向けてくる。

「こわくない。おやすみ」

　早口に言い残して、宗太は部屋を出る。

「わ～！　待ってください！　お願いですから」

　ため息を吐ついてひなたを振り向いた。

「こういうことはきっちりするんだろ？」

「あ、明日あしたからというのはどうでしょうか？」

　尻しりすぼみに声が小さくなっていく。

「却きやつ下か」

「だめです！　待ってください！　ま、まだ言い残したことがあるんです！」

　宗太はやれやれといった表情を浮かべた。

「え、えっとですね。寒いときは、身を寄せ合って眠ねむるとあたたかいらしいですよ？」

「そうか。今は夏だから、暑苦しいな」

「え、えっと……コウテイペンギンのオスは、卵をあたためるときに一箇所に集まって寒さを凌しのいでいるってＴＶでやってました！」

「ペンギンも大変だな」

　もう打つ手はないらしく、ひなたの表情は次第に泣き出しそうなものへと変わっていく。

「……わかったよ。今日は、寝るまではひなたの部屋にいるから。それでいいな？」

「は、はい！」

　ひなたは安心したように表情から力を抜いて笑った。甘あまいと思いながらも、そんな顔をされるとそれでいいように思えてしまう。

「明日あしたに備えて早めに寝るぞ」

「そうです！　なんたって海ですから！」

　遠足前日の子供同様、今日は寝つきが悪いだろうなと思いながら、宗そう太たはひなたの部屋のドアを閉じた。

　ベッドに横になったひなたが手を出してくる。何も言わずに宗太はその手を握にぎった。

　それからひなたが眠ねむるまで他愛たわいのない会話を続けた。

　ひなたが夢の世界に旅立ったのは、約二時間後のことだった。
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　打ち上げ旅行当日は、朝から快晴だった。

　行き先の天気も確認したが、今日は全国的に晴れだと気象予報士のキャスターが自信満々に語っていた。

　気がかりだった天気にも恵まれ、これで打ち上げ旅行を妨さまたげるものは何もなくなった。じりじりと照りつける太陽の下で、夏の海をひなたに見せることができる。窓辺から空を見上げた宗そう太たの表情は、自然とほころんでいた。

　きっと、ひなたは大喜びするだろう。

　海を見て、最初に何を言うかを想像したが、どれも違うように思えた。

　それから、朝食を用意するためにキッチンに足を向けた。

　途と中ちゆう、ひなたの部屋から、目覚ましの音が聞こえてきた。ひなたが普段から使っているもので、宗太にとっても、聞き慣れたものだった。

　しばらく待っていると、目覚ましは止まった。

　それでも、ひなたが部屋から出てくる気配はない。中からは特に物音もしない。寝ぼけたまま目覚ましを止めて、再び眠ねむりに落ちたのだろう。

　昨さく晩ばん、興奮してなかなか寝付かなかった分、こういう結果が待っていることは予想済みでもあった。

　部屋の前に立ち、ノックを二回する。それから声をかけた。

「お～い、ひなた！　朝だぞ！」

　反応はない。

「海いけなくなるぞ！」

　今度は、何か大きな物音が返ってきた。恐らくひなたがベッドから転がり落ちたのだろう。耳を澄すませていると、なにやら寝ぼけたうめき声が聞こえてきた。

　三十秒ほどして内側からドアが開いた。

　ひなたは眠たそうに目元を手でこすっている。その時点で、宗太は違和感を覚えた。いつもと少し様子が違う。

「……おはようございます」

　声を聞いた途と端たんに、違和感は疑問へと形を変えた。

　聞き慣れたひなたの声ではない。低く濁にごっている。

　おはようと返しながら、下を向いたままのひなたの顔をしゃがんで覗のぞき込んだ。

　疑問は一いつ瞬しゆんにして氷解した。

　熱っぽく赤く染まった頰ほお。半開きの口。汗あせで額ひたいに張りついた前まえ髪がみ。無気力な表情。全体的に活力が不足していて、ぼんやりとした印象がある。それは寝起きだからというわけではなかった。

　宗そう太たは無言のまま、ひなたのおでこに手を当てた。ねっとりとした汗あせと一緒に、肌はだの熱さが絡からみついてくる。

「これが平熱なわけないよな……」

「だっ、だいじょうぶですよ……」

　言葉に反して、ひなたの声こわ音ねにいつもの張りもなければ、元気もない。

　繰り返しだいじょうぶと言おうとしたのだろう。ひなたは喉のどを絡からませ、途と中ちゆうで激しく咳せき込んで背中を丸めた。

　宗太はゆっくりと背中をさすった。

「全然だめじゃないか」

「そ、そんなことは、ありませんよ……」

　体全体から不調のオーラがにじみ出ている。まとっている雰ふん囲い気きからして、普段と違っているのだ。

　真まっ直すぐ立っているのも辛つらいのか、上半身はふらついている。握にぎっている手すりのおかげで、どうにか立っているという様子だった。

　放ってもおけず、宗太はひなたを肩かたから支えた。すると、ひなたが体を預けてきて、最終的には完全に宗太に寄りかかる形になった。

　パジャマ越しにひなたの熱が伝わってくる。不安にさせられるくらいに熱かった。

「熱もあるし、ベッドに戻った方がいいな」

「うっ、違いますよ！　風か邪ぜなんかではありません！　少し熱があって、全身がとてもだるくて、喉のどが痛くて、咳せきが出て、それから鼻水が垂れてくるくらいですから！」

　そう言って、ひなたは鼻をずずっとすすった。

「今の症状を風邪をひいたっていうんだよ」

「わ、わたしのは違います。そ、そうだ。無む駄だ話ばなしをしている場合ではありません。早く着替えないと……」

　回れ右をして、ひなたが部屋に戻ろうとする。それを後ろから肩を摑つかんで止めた。

「ちょっと待て」

「今は待てません！　時間があまりないんです」

「いいからこっちを向く」

　無理やりにひなたの体をくるりと回して、宗太は自分の方を向かせた。目が回ったらしく、ひなたは気持ち悪そうな顔をしている。

「今から準備をしないと集合時間に遅れますよ」

「まさかと思うが、その状態で行くつもりか？」

「当然ですよ」

　胸を張って威い勢せい良く言っているつもりなのだろうが、そこに普段の勢いは感じられない。病人特有の心細さがにじみ出ているだけだ。

「旅行には連れていけないぞ」

「ど、どうしてですか!?」

「いや、わかるだろ、それは……」

「わ、わたしが、風か邪ぜ的なものをひいてしまったみたいな流れになっているからですか？」

「流れというより、風邪そのものをひいてしまっているからだな」

「だ、だから、これは違いますって」

　早口に喋しやべろうとしたせいだろう。ひなたは咳せき込んで苦しそうにしていた。

「咳も酷ひどいし、立っているのもやっとだろ？」

「そんなことはないですよ？」

　自分の言葉を証明するように、ひなたは部屋の中を歩いて見せた。

　すぐに何もないところで躓つまずいて転びそうになる。ソファには膝ひざをぶつけて、そのまま倒れ込んだ。宗そう太たが引っ張り起こすことでどうにか立ち上がったが、リビングを一周するだけで、息も絶え絶えの状態だった。

「ほ、ほら……どんな……もん……ですか……」

　呼吸を整えながら、ひなたがなおも自分の無事をアピールしてくる。

　はあと宗太は顔を覆おおいながら大きくため息をついた。

「全然だめ。却きやつ下か。ふらふらじゃないか」

「そ、そんなことないですよ。わたしなんていつもこんな感じです！」

　こうまで必死に旅行に固こ執しつする理由はわかっている。昨日きのうから海に行くのをずっと楽しみにしていたのだ。

　それだけに止める立場の宗太も、気分のいいものではない。だが、だからと言って、旅行に連れて行くわけにもいかない。

　症状が悪化すれば、ひなたが辛つらい想いをするだけだし、病人が一緒となれば他のメンバーに気を遣つかわせることになる。それは、ひなたも望んでいないはずだ。

「ベッドに戻るんだ」

「どうしてもだめですか？」

「どうしてもだめ」

「楽しみにしていたのにですか!?」

「この際、それは関係ない」

「どうすれば、行ってもいいですか？」

「今すぐ風邪が治ればかな」

「どうすれば治りますか？」

「大人おとなしく寝て、二、三日も経たてばよくなるかな？」

「それでは旅行に間に合いません……」

「だから、今回は我が慢まんしような」

　しゅんとした様子でひなたが俯うつむく。

「海に行く機会は、まだまだこの先もあるからさ」

「ほんとですか？」

「何だったら、夏休みに海に行けばいいんだし」

「宗そう太たさんとですか？」

　顔を上げたひなたの表情から暗い影は消えている。

「ああ。時間はたくさんあるんだし」

「な、なら、今回は宗太さんの言う通りにします」

　それでも、まだ未練はあるようで、ひなたはその言葉をやけにゆっくりと吐はき出した。

「そんな顔するな。僕も一緒に残るからさ」

　頭に手を置いて、銀色の髪かみを撫なでた。

「え!?　だ、だめですよ！　宗太さんは行ってください！」

「いや、けど……」

　さすがに風か邪ぜをひいたひなたを置いて、ひとりで行く気にはなれない。どうせ行ったところで、家に残してきたひなたのことが気になって、楽しめるはずもないのだから。

「風邪をひいてしまったのはわたしの責任ですから！　宗太さんから楽しい旅行を奪うなんてわけにはいきません！」

「ひとりだと辛つらいだろ」

「へっちゃらですし、平気ですし、だいじょうぶですよ！」

　自分が残ると言えば喜んでくれると思っていた反面、ひなたの予想外の反応に困こん惑わくして宗太は頭をかいた。

「お願いですから行ってください」

　今度は絶対に退ひかないという様子で、ひなたは構えている。

「そ、宗太さんが行くまでわたしはここを動きませんから！」

　こうなると、変なところで頑がん固こなひなたは手に負えない。

　少し考えた後、ひとつの作戦が思い浮かび、宗太はひなたの言うことをひとまず受け入れることにした。

「わかったよ。んじゃ、僕は行ってくるから。ひなたは薬でも飲んで、大人しく寝てるんだぞ」

「はい。大人しく寝てます……」

　ひなたがほっとしたような顔で返事をする。その表情はすぐに残念そうなものに変わった。やはり、どうしても海に行きたかったのだろう。

　宗そう太たは朝食を終えた後、出かけるために私服に着替えた。その間、ずっとひなたは宣言した通り、けだるそうにしながらも自室を出てすぐのところに立っていた。

　用意が終わると、出かける前に宗太はひなたに声をかけた。

「僕は行くけど」

「はい、いってらっしゃいませ」

　玄げん関かん先さきまで見送りに来たひなたにそう言われ、宗太はなんだかむず痒がゆい気分を味わいながら部屋を出た。鍵かぎが内側からかけられるのを待って、宗太は一度大きく息を吐はいた。それから、空を見上げた。

　まだ低い位置にいる太陽は、早くも夏の熱気を放っている。暑いなと独り言をもらしてから、宗太は集合場所の学校に向かった。
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　月つき乃の宮みや高こうの正門前から、観光バスが遠ざかっていく。

　その後うしろ姿すがたが見えなくなるまで、宗太は黙だまって見送った。

　集合場所に到着すると、真っ先に宗太は京みやこにひなたの体調不良を伝えた。その上で、自分も今回の打ち上げ旅行には参加できないと説明した。最初からそのつもりで、家を出てきたのだ。

　京とつばめには意味深しんな笑みを向けられたが、宗太は深く考えないことにした。

　バスが見えなくなったところで、宗太は大きなあくびをした。それから、持ってきた荷物を肩かたに掛けなおし、少し前に来た道を家に向かって歩き出した。

　今頃、宗太の言いつけを守って、ひなたは大人おとなしく寝ているはずだ。

　帰りがけに、コンビニで果物くだものの缶かん詰づめと飲み物を見み繕つくろって買った。

　他には寄り道することなく、宗太は真まっ直すぐ家に帰った。

　エレベーターでマンションの十階まで上がり、物音を立てないようにドアを少しだけ開けた。隙すき間まから様子を窺うかがう。ひなたの姿はない。言いつけを守って部屋で寝ているのだろう。

　忍しのび足で部屋へと向かう。椅い子すの上に荷物を置き、汗あせで湿しめったＴシャツを脱ぬぎ捨て、部屋着に着替えた。

　それからリビングに出て、ソファでくつろぐ。

　自然とまぶたが下がってくる。昨さく晩ばんはひなたが寝付くまで一緒に起きていたせいで、十分な睡眠を取れなかった。

　意識があるような、ないような中ちゆう途と半はん端ぱな状態を繰り返す。何度目かの時計の時報で、何とか目を覚ます。

　戻ってきてから、二時間が経過していた。

　顎あごが外れるのではないかと思うほどに口を開いてあくびをした。その最中、ひなたの部屋から物音が聞こえてきた。

　慌あわてて、あくびを嚙かみ殺す。

　自然と意識はひなたの部屋のドアへと向けられた。

　宗そう太たが三回まばたきをしたところでドアが開き、ひなたが部屋から出てきた。

　今け朝さ飲んだ風か邪ぜ薬ぐすりが効いたのか、顔の赤みはだいぶ引いていて、足取りも幾分しっかりしたものになっていた。それでも、時折咳せき込むところを見ると、まだまだ完全回復には程ほど遠いようだ。

　宗太が帰ってきていることを知らないひなたは、リビング、ダイニングを通り過ぎてキッチンに向かった。自分よりも背の高い冷蔵庫を開けて、牛乳のパックを取り出す。それをお気に入りのコップに注いでから、両手で大切そうに持って一気に飲み干した。

　口の周りを白くしたまま、よしと掛け声をかけ、意味不明な気合を入れていた。

　満足したのか、ひなたは部屋へと引き返した。ドアは開いたままだ。

　宗太がいることにはまるで気づく様子はない。

　なんとなく見守っていると、部屋に戻ったひなたが再び出てきた。胸には大きなウサギのぬいぐるみを大切そうに抱だいている。その表情には、緊きん張ちようらしきものが見て取れた。

　ぬいぐるみなど持ち出してどうするつもりなのだろうか。

　室内すべての壁に設置された手すりを伝って、ひなたが移動を開始した。その直後、宗太の頭に疑問が過よぎった。その方向には、宗太の部屋しかない。

　ひなたは宗太の部屋の前で立ち止まると、ウサギのぬいぐるみを力強く抱いた。横顔からは更なる緊張が伝わってくる。それは部屋の空気に感染して、宗太の心拍まで跳はね上げた。

　恐る恐るといった様子で、ひなたの手が宗太の部屋のドアノブに伸びた。ゆっくりと、ドアノブが回される。

「お、おじゃまします……」

　一応の断りは入れたあとで、ひなたは宗太の部屋に足を踏み入れた。

　宗太の部屋に何の用があるというのだろうか。

　半開きのドアの隙すき間まから室内のひなたの様子を窺うかがう。

　ひなたは部屋を斜めに通過していく。目指しているのはベッドだろうか。

　その宗太の考えは正しく、ひなたはベッドを手で確認すると、えいっという掛け声と共に、うつ伏せに倒れ込んだ。

　それから、ベッドの上をごろごろと転がる。その間も、ぬいぐるいは抱いたままだ。三往復ほどしたところで、ようやく止まった。

　掛け布ぶ団とんに顔を埋うずめて、しばらく動かなくなった。

「宗太さんのにおいがする……」

　ひなたの呟つぶやきは、安心したような、満たされたような安らぎで溢あふれていた。

　同じ体勢で硬直していた宗そう太たは、無意識に重心を動かしていた。そのせいで、ソファが軋きしむ。まずいと思ったときには、ひなたがびくんと肩かたを揺らしているのが目に入った。肉食動物の接近に反応する草食動物のように、ひなたが体を起こして、宗太の方に向き直った。

「だ、誰かいるんですか!?」

　ベッドから飛び降りると、今度は迷わずにアルテミスコードを発動させた。ゆらゆらとうごめく文字式が体内から現れ、ひなたを守るように球状に広がる。

「ど、泥どろ棒ぼうさんですか!?　泥棒はいけないんですよ！」

　強がって見せてはいるが、完全に腰こしが引けている。

「泥棒じゃない！　僕だ、僕！」

「え？　あれ？　今の声は宗太さん……ですか？」

「そうだよ」

「そ、そんなはずありません！　今日、宗太さんは海に旅行に行っているんですから！　あなたはたぶん偽にせ者ものですね！」

「違うって、だいたい偽者ってのはなんだ」

「な、なら証しよう拠こを見せてください！」

　そうは言われても何をすれば納得するのだろうか。少し考えてから宗太は自分の左手の甲こうを見た。そして、何の説明もせずに、アルテミスコードを使った。

　リビングにおいてある姿すがた見みに自分を映して、そのビジョンをひなたにも見せる。

　最初は驚いたような声を出したが、ひなたはそれで納得したのか、アルテミスコードの発動をやめた。体の中心に、アルテミスコードが収納されていく。

「ほ、ほんとに、本物なんですか？」

「だから、そうだって」

「旅行は？」

「えっと……実は集合時間に遅れて置いていかれたんだ」

　ひなたのために戻ってきたと言えば、後ろめたい気持ちを与えてしまうと思い、宗太はとっさにうそをついた。

「そうだったんですか」

　疑った様子もなく、ひなたは騙だまされてくれた。

「まあ、そういうわけで仕方なく戻ってきたんだけど……」

　自分の部屋に移動しながら、宗太は途と中ちゆうで言葉を途と切ぎれさせた。その目は、ずっとひなたを見たままだ。

　その意図的な視線が切っ掛けとなったのか、ひなたは先ほどまでの自分の行動をようやく思い出したらしく、言い訳をしようと両手をじたばたさせた。

「え、えっと、宗そう太たさんはいつからいたんですか？」

　宗太は頰ほおをぽりぽりとかいた。

「二時間ほど前から」

　その答えが決定打となったらしく、ひなたの顔が見る見る赤く染まっていく。湯ゆ気げでも出そうなくらいだ。

「み、見てました……よね？」

　消えてしまいそうな小さな声だった。

「ひなたが僕の部屋に不法侵入するところなら、ばっちりと」

「こ、これにはとても深いわけがありまして！　べ、別に変なことをしようだとか、そういうのではないですよ！　た、ただ、ちょっとひとりは寂しかったので、宗太さん分を補給しようとしただけと言いますか！」

「それは、糖とう分ぶんとか鉄分みたいなものか？」

「は、はい！　今のわたしにとってはとても大切な栄養素でして、不足しがちになるとどうしても体が宗太さんを求めてしまうみたいでして！」

　弁解に必死になりすぎて、今自分が何を言っているのか、ひなたは理解していないのだろう。逆に宗太の方が戸と惑まどってしまう。

「そ、そうか……」

「えっと、だから……って、わ、わたし、何かとんでもないことを言っていませんでしたか？　言ってましたよね？　これはですね！　つまりですね！　気の迷いと言いますか、そう！　風か邪ぜですよ！　風邪のせいでちょっと頭がおかしくなっているんだと思います！　そういうことにしておいてください……」

「わかった。わかったから、少し落ち着こうな」

「ほ、ほんとはちょっと宗太さんシックにかかっただけですからね！」

　またおかしなことを言い出した。

「それはホームシックの親しん戚せきか？」

「はい！　いとこくらいの関係だと思います！」

　そのあとも、ひなたは宗太を源にする未知のエネルギーや、新しい物質を、ひとつずつ解説してくれた。

　それでようやく落ち着きを取り戻したらしく、ベッドの脇わきにちょこんと座って、今は小さくなっている。

「まあ、何にしても熱は少し下がったみたいでよかったよ」

「うっ、今のでまただいぶ上がったかもしれません……」

　おでこに手を当てると、確かにまだ熱はある。

「あ、あの……宗太さん？」

「なんだ？」

「わ、わたし、おかしいですか？」

「全部、風か邪ぜのせいなんだろ？」

「そ、そうですよ。そうですけど……」

　自信がなさそうに、徐じよ々じよに小声になっていく。

「風邪のせいだけでは……ないかもしれません……」

　最後の方は殆ほとんど聞こえなかった。

　返答に困る内容だ。確かにおかしいのかもしれないが、そういう気分になるときがあるのは否定できないような気がした。

　だからと言って、それを口に出すのは躊躇ためらわれる。

　時計が正午を知らせてきた。

　それを合図に、宗そう太たは話題を変えることにした。ひなたも返事を期待している様子はない。

「腹減ってないか？」

　ひなたが腹部に手を当てる。

「あ、少しだけなら……」

　言い終える前に、ぐうと別の返事があった。

「どっちを信じればいいんだ？」

「も、もちろん、お腹なかですよ！」

　恥じらいながらも、ひなたは開き直った様子で胸を張った。

「んじゃ、おかゆでも作るから。それまで横になってな。僕のベッドを使ってもいいから」

「え、で、でも、それは……」

「いいから」

「あ、ありがとうございます」

　逃げるように宗太はさっさと部屋を出て行こうとする。その背中をひなたに呼び止められた。

「あの、宗太さん！」

「ん？」

「ほんとにありがとうございました」

「それなら、さっき聞いたよ」

「ち、違います。戻ってきてくれたことです……。遅刻したのってうそですよね？」

　気恥ずかしさに負けて、宗太は顔を背そむけた。それから、本当に遅刻して置いていかれたということをもう一度だけ説明して、宗太はキッチンに向かった。
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　翌日になるとひなたの体調もだいぶ回復し、あとは微熱が残る程度になった。

　ひなた本人は、復調を宗そう太たに訴え、早々にベッドから出たがっていた。それでも、夜になるまでは、宗太が自由にさせなかった。

　そのせいで最初はふてくされた顔をしていたが、何かと宗太が世話を焼いているうちに、桃ももの缶かん詰づめを食べたいとか、ＴＶを見たいとか、甘あまえたことを言ってくるようにもなった。

　普段、殆ほとんどわがままに振り回されることのない宗太にとって、その時間は貴き重ちようでもあったし、少しは頼られているように思えて、悪い気はしなかった。

　夕食時には、宗太に食べさせてほしいとまで言ってきた。

　それは、ひなたの頭を小突いて止やめさせた。

「病気の人にはやさしくしないとだめですよ」

「そんな軽口が叩たたけるほど回復したなら、もう大だい丈じよう夫ぶだよ」

「うっ」

　食べ終わった食器を片付けに、宗太は一度ひなたの部屋を出た。

　流しに水を張りながら、自然と鼻歌を口ずさんでいた。

　それに自分で気づいて、すぐに止めた。

　少し乱暴に食器を荒い、水を切ると、宗太はひなたの部屋に戻った。

　すると、ひなたが奇き妙みような行動を取っていた。首を左右に捻ひねったり、腕うでを上げて脇わきに顔を埋うずめたり、さらには、髪かみの毛を鼻先に持っていったりしている。

「なにやってんだ？」

「え、あ、これは……その……」

　宗太が近づくと、ひなたは下へ手たな愛あい想そ笑いを浮かべながら、じりじりとベッドの隅すみまで移動した。

　それから顔を赤く染めて俯うつむいてしまった。

　ますます意味がわからない宗太は、その場で腕うで組みをして考え込む。

「あの……宗太さん？」

「まだ何か食べたいのか？」

「ち、違います！　そうではなくて……お風ふ呂ろ」

「お風呂？」

「そうです。お風呂に入ったら駄だ目めでしょうか？」

　宗太は熱を確かめるために、ひなたのおでこに手を伸ばした。一いつ瞬しゆん、びくりとひなたが体を震ふるわせ、すぐに息まで止めて微動だにしなくなった。

　触ふれた印象からして、まだ平熱とはとても思えない。

　体温計を渡すと、宗そう太たに背中を向けるようにして、ひなたがパジャマの隙すき間まから脇わきに挟はさみ込んだ。

　少し待つと、終了を知らせる電子音が鳴った。

　差し出された体温計のデジタル表示を確認する。

　七度二分。

　微熱には違いないが、熱があることに変わりはない。

「風ふ呂ろは明日あしたまで我が慢まんだな」

「で、でも、汗あせもかいて、髪かみもぼさぼさみたいですし……」

　シーツを引っ張り上げて、ひなたが宗太から身を隠かくそうとする。

「こんな姿を宗太さんに見られるのは、ちょっと……」

「今さら何言ってんだよ。そんなの僕は気にしないって」

「わ、わたしが気にするんですよ！」

「病人なんだから、当たり前だろ」

　ぽんと頭に手を置くと、ひなたが被かぶったシーツを徐じよ々じよに下ろし始めた。

「ほ、ほんとに、気にしませんか？」

「ああ」

　言葉を証明するように、宗太はひなたの頰ほおにそっと触ふれた。

「そ、宗太さん？」

　声はほとんど音になっていない。唇くちびるの動きだけで、ひなたが自分の名前を呼んだと宗太は判断した。

　返事の代わりに、髪をすくうようにして、指を耳の裏側にまで伸ばした。汗で絡からまった髪は、普段にはない抵抗を宗太の指に伝えてくる。汗ばんだ肌はだの感かん触しよくは、はっきりとひなたの存在を宗太に教えてくれた。

　なすがままだったひなたも、恐る恐る両手を伸ばしてくる。最初、位置を確かめるように指先だけで宗太の頰に触れてきた。

　それから、唇と鼻先を指でなぞり、最終的にはやさしく頰を両手で挟んだ。

　鼓こ動どうの高鳴りを、宗太は感じずにはいられなかった。

　合図があったわけでもないのに、ふたりはお互いを求めるように距離を縮めた。

　最初におでこを擦すり合わせ、それから鼻の頭を触れ合った。

　そこで、ひなたが手を突っ張った。

「や、やっぱり、だめです……」

　本能に押し流されていた宗太は、そこで我に返った。

「悪い。調子に乗りすぎたな」

　ひなたが小さく、首を振る。

「ち、違います！　……風か邪ぜ、うつりませんか？」

　真ま面じ目めに心配しているらしく、ひなたは真剣そのものだった。

　それがおかしくて、宗そう太たはつい笑ってしまった。

　ほっぺたを膨ふくらませてひなたが抗議してくる。

　さらにひなたが何か言いかけたところで、宗太の方から唇くちびるを重ねた。

「んっ」

　くぐもった声をひなたが上げる。

　宗太の不意打ちにも何か言おうとしていたが、途と中ちゆうで諦あきらめたらしく、されるがままになった。お互いの吐と息いきがじゃれて絡からみ合い、熱っぽく頰ほおを撫なでる。

　健けな気げなひなたの反応に、宗太の気持ちは高ぶる一方で、キスだけで止められそうになかった。唇を合わせながら、華きや奢しやな体に手が伸びる。パジャマの上から肩かたに触ふれ、二の腕うでのラインを確かめていく。

　ひなたは鼻にかかった声を上げ、くすぐったいのから逃げるようにして体を捻ひねった。そのせいで、宗太に背中を預ける体勢になった。

　両足の間に座ったひなたを、背後から抱だき締める。

　それから、耳元に口付ける。

　ひなたの体が熱い。その熱さをもっと感じていたかった。

　前に回した手を、胸元に移動させる。何をするのか、わかったのか、ひなたの背筋に緊きん張ちようが走った。体を硬くしているが伝わってくる。

　宗太の手も震ふるえていた。冷静になろうと努力して、どうにかなるものでもなかった。

　パジャマのボタンに指先が触れた。

　普段なら簡単に外せるはずが、なかなか思い通りに行かない。そのせいで焦あせりは募つのり、指先はますます言うことを聞かなくなる。

　それでも、どうにかひとつ目のボタンを攻こう略りやくした。その下はすぐに外せた。

　シーツをぎゅっと握にぎっていたひなたの手が、胸元に引き寄せられた。

「や、やっぱり、恥ずかしいです……」

　宗太の手にひなたの手が重なる。

　そのふたりだけの世界に、突とつ如じよ、インターホンが割り込んできた。

　宗太もひなたも、反射的に触れ合っていた手を引っ込めた。あまりの驚きに、心臓が悲鳴を上げている。

　宗太は逃げ出すようにベッドから立ち上がった。

「こ、こんな時間に誰だろうな？」

　誰にともなく、言葉をかける。自分の動揺を少しでも鎮しずめたかった。

　部屋を出ると、インターホンに手を伸ばした。だが、宗そう太たが出るよりも早く、外から鍵かぎが開けられる音が聞こえてきた。

　この家の鍵を持っているのは、宗太とひなた、それから隣となりに住む京みやこの三人だ。

　脱力しながらも、宗太は来訪者に文句を言ってやろうと玄げん関かんに足を向けた。

　ドアは外から開かれ、予想した通り、京が立っていた。

　手には旅行用のバッグを下げ、憮ぶ然ぜんとした表情をしている。その迫力に一いつ瞬しゆんで怯ひるみ、宗太は口にするつもりでいた文句を吞のみ込むはめになった。

「はい、これ、お土産みやげの温泉饅まん頭じゆう」

　和紙で包装された箱を押しつけられる。

　宗太が状況を把は握あくし切れずにいるのもお構いなしに、京は無む造ぞう作さにサンダルを玄関に脱ぬぎ捨てた。それから、とんでもないことを口にして、部屋に上がり込んだ。

「悪いんだけど、今日からしばらくここに泊めてね」

「あ、はい……って、ええっ!?　ちょ、何、言ってるんですか!?」

　京の背中を追う前に、宗太はひっくり返ったサンダルを揃そろえて置き直した。

　すると、今度は視界に黒のヒールが飛び込んできた。

「待ちなさい、京！」

　顔を上げれば、目を吊つり上げて、ものすごい剣幕をした巴ともえの姿があった。

「話は最後まで聞きなさい！」

「お姉ねえちゃんと話すことがあたしにはないの」

「私にはまだあると言っているのよ」

「何度話しても無む駄だ。あたしは特課の任務を降りるつもりはないから！」

「だから、少し様子を見るだけだと言っているでしょ！」

　自分を挟はさんで突とつ如じよ始まった姉妹の喧けん嘩かに、宗太は完全に置いてけぼりを食らった。

　巴がしゃべれば巴を見て、京が反論すれば京を見る。テニスの試合でも見ているように、宗太は左右に首を動かすことしかできなかった。

「そうやって現場から遠ざけようって魂こん胆たんなのはわかってるよ。本当に駄だ目めだと思ったときはあたしが自分から言うから」

「何かあってからでは遅いのよ！　どうしてわからないの！」

「お姉ちゃんこそ、どうしてあたしの言ってること、聞こうとしてくれないのよ」

「あなたのその判断が冷静ではないと思うからよ」

　ぴしゃりと巴が言い切ると、京は言葉を失った。奥歯を嚙かみ締め、鋭い目つきで巴を見み据すえている。

「お姉ちゃんに相談するべきじゃなかった。そうすれば、黒くろ田ださんにもアルテミスコードの能力が弱まっているのを、知られずに済んだのに」

「元から黒くろ田だ課長は時期を見て、京みやこを現場から遠ざけるつもりでいたわ。あの人が気づかないとでも思っていたの？」

「さすが、黒田さんのことなら、何でもわかるんだ」

「京、あなたね」

「とにかく、この話はもうしたくないの。これ以上、お姉ねえちゃんの顔を見てたら本当に嫌きらいになりそうだから」

　巴ともえが何か言いかけたところで、携帯が鳴った。こんなときにと悪態を口にしてから、巴は電話に出た。

　回れ右をして、宗そう太たたちに背中を向ける。

　その間、床ゆかを見つめたまま動かなくなっている京を、宗太は横目に映していた。

「はい。わかりました。すぐに課長と合流できるようにします。その……京のことでお話したいこともありますので。では、失礼します」

　通話を終えると、巴は携帯を握にぎったまま京を振り向いた。

「急ぎの仕事なら早く行った方がいいよ」

　先ほどまでの険けわしい表情は消え、京は穏おだやかな調子で巴を促うながした。

「……勝手にしなさい」

「そうするよ」

　巴は宗太にだけ聞こえるように、お願いねとだけ言って立ち去った。

　ドアから顔を出して、巴の後ろ姿を見送った後、宗太はゆっくりとドアを閉じ、鍵かぎをかけてから京を振り向いた。

　京は作り笑いを浮かべて、宗太の質問をかわそうとしている。

　だから、宗太は小さくため息を吐ついて、京の隣となりをすり抜ける。

　ひなたが何事かと部屋から顔を出していた。

「今日からしばらく京先せん輩ぱいが泊まることになったから」

「ここにですか？」

「ああ。ここにだ」

「なら、京先輩とたくさん一緒にいられるんですね！」

　宗太にとっては複雑な話でも、ひなたにとっては嬉うれしいことだったらしく、バンザイをして喜んでいた。

「あのさ、宗太君？」

　怪け訝げんそうな顔をして、京が自信なさそうに語りかけてきた。

「なんですか？」

「何も聞かないの？」

「京先輩の能力が低下しているのと、それを理由に、黒田さんと巴先生が現場から遠ざけようとしているのは、さっきのやり取りでわかりましたから。それに、道理として話すべきだと思うことは、京みやこ先せん輩ぱいが自発的に話してくれると思ってるんで」

「……あたしってば、随ずい分ぶんと信頼されちゃってるんだ」

　自じ嘲ちよう的に京が笑う。だが、それもわずかな時間に過ぎなかった。気分を入れ替えるように一度伸びをすると、いつもの京に戻っていた。

「ありがとね、宗そう太た君」

「どういたしまして」

　京が大きなあくびをする。

「せっかくの打ち上げ旅行なのに、幹事までしてたから疲れちゃった。今日はもう寝るね」

　そう言って、京はひなたの部屋のドアを閉じた。

　取り残された宗太とひなたは、きょとんとした顔で見守るしかない。

「ちょっと、京先輩！　ひなたを忘れてますよ！」

　ドアが開いて、京が顔だけ出してくる。

「あれ？　ふたりは宗太君の部屋で一緒でしょ？」

　何を当たり前のことを聞くんだという顔をしている。

「な、なんでそうなるんですか！」

「だって、その様子だと、途と中ちゆうだったんじゃないの？」

　京の視線の先には、ひなたがいる。宗太が外したボタンはそのままにされていて、鎖さ骨こつのラインまではっきりと見えていた。

「あ、ちなみに、聞き耳を立てたりはしないから安心してね。このマンション、壁も厚いから平気だと思うよ」

　返す言葉をなくした宗太に微笑ほほえみかけ、京は再びドアを閉じてしまった。

　早速、京を泊めることに後悔しつつ、宗太は肩かたを落とした。

「はあ……ひなたは僕の部屋で寝てくれ」

「宗太さんはどうするんですか？」

「僕はソファで寝るから」

「で、でも」

「さすがに一緒にってわけにはいかないだろ。そうしようって話にしたんだし」

　当然、こうなってはさっきの続きなどと言っている場合でもない。

「ご、ごめんなさい」

「ひなたが謝る必要ないって。全部、京先輩のせいだから」

「ですけど……」

　少し強引に、ひなたを部屋に押し込んだ。

「じゃあ、おやすみ」

「は、はい。おやすみなさい」

　外からドアを閉じて、宗そう太たは床ゆかに座り込んだ。

「なにやってんだかな、僕は……」

　その独り言は、やけに宗太に重く圧のしかかってきた。
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「はあ……」

　教室の片かた隅すみで、宗太は何度目になるかもわからないため息をもらした。

　週が明けると同時に、試験休みも終わりを迎え、夏休みまでの短い期間ではあるが、学校が再開されたのだ。

　風か邪ぜを引いていたひなたも、週末には完全に復調し、今け朝さは宗太と一緒に登校している。

　そのひなたの隣となりには、京みやこの姿もあった。

　二、三日もあれば、巴ともえと仲直りをすると思っていたのだが、京は一向に出て行く素振りを見せなかった。

　それどころか、日にちが進むに連れて、巴との関係は悪化の一いつ途とを辿たどっている。玄げん関かん先さきや学校の廊ろう下かですれ違っても、お互い目も合わせようとしない。

　完全な冷戦状態だ。

　片かた桐ぎり姉妹の温度が下がるに連れて、部屋の中には、見慣れない物が増えていった。

　二本しかなかった歯ブラシが三本になり、キッチンには京のお気に入りのマグカップが置かれていた。当然、洗せん濯たく物ものの中にも、京の衣服は交ざっている。

　昨日きのうに至っては、風ふ呂ろ場ばで京専用のシャンプーがボトルで用意されているのを見つけ、もう笑うしかなかった。

　完全に長期戦の構えになっている。

　今朝も、帰りに夕食の買い物に付き合うように言われてしまった。

　別に京に不満があるわけではない。軽率ではあったかもしれないが、泊めることを許したのは自分自身でもあるのだ。

　だが、そのせいで、ひなたとふたりきりになる時間が減ったのも事実である。

　京がいる前で、甘あまい雰ふん囲い気きになれるはずもない。

　せっかく付き合い出したのに、何もできないのだ。

　宗太の憂ゆう鬱うつは募つのっていくばかりだ。

　ひなたはひなたで、風邪が治ってからも、どこか元気がない。原因は、はっきりしていて、海に行けなかったショックを未だに引きずっているからだ。時々、思い出したように、ひなたもため息を吐ついている。

　二時間目が終わり、休み時間になると教室内は一いつ瞬しゆんにしてざわついた空気になった。前の授業で返へん却きやくされた答案を見せ合うクラスメイトもいれば、早くも夏休みの予定を話し合っている生徒もいる。

　そんな中にいて、ひなたは机に突っ伏して、無気力な姿を晒さらしていた。

　気づいたクラスの女子たちが、心配した様子で話しかけている。彼女たちにとっても、元気のないひなたを見るのは初めてのことなのだろう。それでも、思い当たる節ふしでもあったのか、女子のひとりが、恋こい煩わずらいだと結論を出して勝手に盛り上がっていた。

「これはお互い重症だな……」

「何がだよ？」

　独り言に返事があるとは思っていなかったので、宗そう太たは全身をびくつかせて驚いた。顔を上げると、すぐ側そばに、髪かみを短く切り揃そろえた長身の男子生徒が立っていた。

「なんだ、浅あさ井いか」

「おいおい、いいのか、俺おれをそんな邪じや険けんに扱って」

　にやりと下品な笑みを浅井が浮かべる。何らかの企たくらみがあるのは明白だった。

　浅井は宗太の真後ろの空席に座ると、ますます楽しそうに表情を崩くずした。

「もったいぶってないで、用件を言ったらどうだ？」

「そう急せかすなって」

　言いながら、浅井は手の中に隠かくしていたデジカメを机の上に置いた。まだ真新しい光こう沢たくが残っている。

「別に、写真なんて撮とってくれなくていいぞ」

「誰が宗太の写真なんか撮るかよ……それより、ほれ。親友のよしみで、お前にだけは見せてやろう。このお宝画像を」

　背面のダイヤルを回して、浅井がモードを切り替えた。撮った写真のプレビュー画面が、液晶に映し出される。それを宗太の顔の前に差し出してきた。

　最初は、近すぎて視界に飛び込んできたものが何であるか判別できなかった。少し離れて焦しよう点てんをあわせる。

　目に映ったのは、里さと見み千歳ちとせの水着姿だった。

　許可なく撮ろうとしたのだろう。千歳の体は横を向いた状態で、途と中ちゆうで浅井に気づいたのか、顔だけで振り向いている。目は威い嚇かくするようにこちらを睨にらんでいた。

「このあと、データを消せと脅おどされて、大変だったんだからな。どうにか、この一枚だけは死守してきた。感謝しろよ？」

「それ以前に、どうして浅井が実行委員の打ち上げ旅行に参加してるんだよ」

　千歳の奥には、大学所有の研修施設の建物が写っている。

「そりゃあ、体調崩くずしてぶっ倒れた宗太の代打で、実行委員の仕事を手伝ったからだろ」
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「たったの二日間だけな」

　千歳ちとせが参加するのはわかる。昏こん睡すい状態に陥おちいり、一週間以上も学校を休んだひなたの代わりを務めてくれたのだから。

「いや～、キョウ先せん輩ぱいってやさしいよな。たった二日手伝っただけの俺おれにも声をかけてくれるなんて」

「そうだな」

　素っ気無く相あい槌づちを打つ。

「さて、前置きはいいとして、商談といきましょうか？　で、いくらで買う？」

　時代劇に出てくる子悪党のように、手でごますりをしながら浅あさ井いが期待に満ちた顔で身を乗り出してきた。

　宗そう太たの言う額がくに夢を抱いだいているのがよくわかる。だが、宗太との間に、埋うめがたい温度差があることには気づいていないようだ。

　写真から目を背そむけると、宗太は素そっ気け無く言い放った。

「買わないよ」

「ほう、買わない……」

　顔を合わせたまま、浅井がぱちぱちとまばたきを繰り返した。宗太が口にした言葉を、脳内で処理している最中なのだろう。

「な、なんだってっ!?」

　たっぷり、五秒ほど思案してから、浅あさ井いは大きくのぞけった。

「……そんなに驚くことじゃないだろ」

「お前は、馬鹿か！　いや、馬鹿だ！　大馬鹿野や郎ろうだね！」

「……どちらかというとそれは浅井の方だと思うぞ」

「だって、あの、鉄壁のガードを誇ほこる里さと見み千歳ちとせの水着写真だぞ!?」

「こ、声がでかいって！」

　周囲にいた男子が、反射的に数名振り向いた。興味深そうにこちらを見ている。逆に女子からは軽けい蔑べつの眼まな差ざしで見られた。

　少し前までなら、浅井に千円札の一枚くらいは差し出したかもしれない。だが、今はもうそういう気分にはならないし、なってはいけないことは自覚していた。

「じゃあ、他のやつに持ちかけるか……」

　落らく胆たんした様子で、浅井がぽつりとこぼして席を立つ。

　無意識にその肩かたに手が伸びた。

「ちょっと待て」

　腕うでに力を込めて、浅井を座らせる。

「さすがお代官様、お目が高い」

「他のやつに売るつもりか？」

「だって、宗そう太たいらないんだろ？」

「いらないけど、売るのはやめろ」

「お前、何言ってんだ？」

　浅井は難しい試験問題に挑いどむような顔を宗太に向けてきた。その目は、難問に対する解説を求めている。

　だからと言って、宗太は今の感情を一から説明する気にはなれなかった。ひなたのことを言えば、浅井はさらに大おお騒さわぎするに決まっている。時期を見て言うにしても、それは今ではない。

「わかった……いくらだよ」

「宗太にだけ売るってことなら、これくらいはもらわないと」

　そう言って、浅井が指を三本立てた。

「二千」

「他のやつに買ってもらうからいいや。俺おれ、ほしいＣＤがあるんだよね」

　再び、浅井が立ち上がる。

「わかった。出すよ。出せばいいんだろ」

「まいどあり」

　にんまりと笑って浅井が席につく。差し出された両手が、早速代金を要求してくる。

　宗そう太たはしぶしぶ財さい布ふの中から千円札を三枚取り出して、浅あさ井いに手渡した。

「では、後ほどデータはメールにて送りますんで」

　三枚の千円札を、わざわざ指で弾はじいて数えている。

「送んなくていいから、ここでデータを消してくれ」

「はい？」

　幽ゆう霊れいにでも遭そう遇ぐうしたかのような、信じられないという表情で浅井は驚いた。

「お前、頭でもおかしくなったか……」

　今度は真剣な目で宗太の顔を覗のぞき込んでくる。

「別に、正常だよ」

　宗太は隙すきを見せた浅井からデジカメを奪うと、千歳ちとせの水着姿が映し出された画像データを消去した。念のため他にもないか確かめたが、浅井が言ったように本当に一枚しかなかった。

「お、おい。お前、正気か？　金は返さないぞ？」

「わかってるよ」

「まじで、脳が病んでしまったのか？」

「僕は極めて正常だ」

「あれか……千歳に冷たくされすぎて、おかしな趣味に目覚めちまったのか？　もう痛いのが気持ちいい的な。お前、かわいそうなやつだな」

　本気で哀れんだ目を向けてくる。

「宗太、自や棄けになるなよ。人生はまだ長いんだぜ。女だって他にもいるんだ。わざわざ、難しいところを攻こう略りやくする必要なんてないんだ。ほら、他の写真も見せてやるから元気出せ」

　そう言って、浅井は選えりすぐりの写真を液晶画面に表示させた。

　最初の一枚は、三年の先せん輩ぱいである甘あま粕かすつばめだった。完かん璧ぺきなカメラ目線で、グラビア写真でしかお目にかかれないようなポーズを取っている。見ている方が恥ずかしくなってくるような写真だった。

「つばめ先輩はサービス精神旺おう盛せいで最高だったぜ」

　夢でも見ているかのような顔をして、浅井が鼻の下を伸ばしている。撮影時のことでも思い出しているんだろう。

　次に出てきたのは、一年生の三人組だった。体育祭の準備で一緒になることが多かったので、よく覚えている。少し俯うつむいて、はにかんだ表情で写っていた。

　他にも、二年の別のクラスの女子や、三年生の写真が続いた。途と中ちゆう、浜辺に寝そべった巴ともえの姿には思わず口をあけて反応してしまった。さすがに生徒だけで旅行に行けるわけもなく、宗太のクラス担たん任にんでもある片かた桐ぎり巴が引いん率そつとして同行していたのだ。

「もう、巴先生はさすがとしか言いようがないな。で、次が最後だな」

　浅井は自信満々の様子で、画面を切り替えた。その瞬しゆん間かん、宗太は眉まゆを引きつらせた。

　後ろに手を組んで、カメラを覗のぞき込むように前かがみになった女子生徒が映っている。トップスは青のビキニで、下にはロングのパレオを巻いていた。

「真ま琴こと先せん輩ぱい、最高だよなあ」

「……これ、やっぱり、そうなのか」

　苦笑いは隠かくしようがない。生徒会の書記をしている人物で、苗みよう字じは秋あき月づき。実行委員をしているときも、殆ほとんど接点がなかったために話をしたことはないが、名前と顔は辛かろうじて一致している。

「なあ、浅あさ井い」

「なんだよ。お前、まさか真琴先輩の魅み力りよくにけちをつける気か？」

「だって、この人、男だろ……いいのか？」

「あれだけ可愛かわいければ、男でもいい！」

「そうか。浅井が決めたことなら、別に止めはしないけど……」

　お宝画像の披ひ露ろうも終わり、浅井も満足したのか、乗り出していた身を後ろに下げた。

　だが、見せられていた側の宗そう太たには、今ひとつ釈しやく然ぜんとしない気持ちが残った。

　肝かん心じんな人物の写真がなかったのだ。

「なあ、浅井……京みやこ先輩はどうしたんだよ？」

　欲望に忠実に動く浅井が、京を見逃すなどあるはずがない。

「よくぞ、聞いてくれた！」

　浅井の長い両手が伸びてきて、宗太の肩かたを摑つかんだ。興奮しているらしく、かなり力がこもっている。

「それが惜おしいことに、キョウ先輩、海にこなかったんだよ」

　今にも泣き出しそうな声だった。

「この際、はっきりと言わせてもらうが、俺おれはキョウ先輩の水着姿を拝おがむために、旅行に行ったと言っても過言ではない」

「そんな告白されても、僕は困るんだが……」

　隣となりの席の女子は、完全に引いている。

「はあ……おかげで、俺は海に後悔を残してきた」

「なあ、浅井」

「なんだよ」

「頼むから、そろそろどっか行ってくれ」

「寂しいこと言うなよ～。傷心の俺を慰なぐさめてくれ」

「それこそ、気持ち悪いだろ……」

　それもそうだと納得したのか、浅井は自分の席へと戻っていった。

　空からっぽになった椅い子すを、宗太は浅井がいなくなった後も、ぼんやりと眺ながめていた。そこは、本来、里さと見み千歳ちとせの座席だ。

　今日は体調不良で休みだと、朝、担たん任にんの巴ともえが話していた。

　誕生日の約束を破ってから約一週間が経過している。メールを一通送っただけで、それ以来何も話していない。

　何にしても、約束を守れなかったことだけは、きちんと謝りたいと思っていた。

　日にちが空あけば空くほど、言葉にできなくなることがある。

　三時間目の開始を告げるチャイムが鳴った。

　宗そう太たはもう一度ひなたの様子を窺うかがった。今もまた、大きなため息をついている。よく観察してみると、唇くちびるが小さく動いている。声にはなっていないため、何を言っているのか、最初はわからなかった。

　だが、ひとつの単語を繰り返しているのだということに、しばらく見ていて気づいた。

　海。

「ほんとに、重症だな……」

　宗太も独り言を口にして体を前に向けた。

　窓の外には広い空がどこまでも繫つながっている。

「海か……」

　空に向かって、小さく言葉を投げた。

　あの日、ひなたと交わしたやり取りが思い起こされる。

　夏休みに海に行けばいい。時間はいくらでもある。

　あれを約束だとは思っていないだろうが、口に出したことくらいは守りたい。単純に夏休みになったらどこかへ遊びに行きたいとも思っている。

　付き合い始めてから、まだデートらしいデートもしていないのだ。

「その手があったか……」

　口の中で言葉を転がした。口元がゆっくりとにやけていく。

　今ある問題のすべてを解決できる妙みよう案あんが思い浮かんでいた。

　そう、ふたりで海に旅行に行けばいいのだ。

　たった、それだけのことで、宗太の願いも、ひなたの願いも同時に叶かなえることができる。

　そして、その考えを後押しするように、夏休みは目前に迫っている。

　宗太は遠くの空を見み据すえた。山のような積乱雲が、これからの季節を感じさせた。

　まだ、夏は始まったばかりだ。




　　　　　　　　５




　海に行こうと決心を固めたまではよかった。

　だが、計画を立て始めると、それはなかなか進展を見られず、日付だけがずるずると前に進んでいた。

　今日は七月二十四日。一学期の最終日だ。

　体育館の壇だん上じようでは、校長が昨さく年ねんも聞いたような夏休みの注意事項を並べている。三年生は受験もあり、勝負の夏になるだとか、一年、二年は浮かれて夜遊びなどをしないようにだとか言っている。

　三分もあれば終わる内容を、校長はきっちり十五分かけてしゃべった。

　おかげで、全校生徒を集めた体育館の中は、蒸むし暑くなる一方で、倒れて保健室に運ばれる生徒もいた。

　そんな中、宗そう太たは暑さに対する苛いら立だちを覗のぞかせることもなく、ただ、床ゆかの一点を見つめてじっと考え事をしていた。

　頭に中にあるのは、どうやってひなたと海に行くかということだけだ。

　一緒に海に行くだけなら簡単だ。日帰りで近場の海水浴場にでも行けばいい。だが、これには大きな落とし穴がある。この時期、メジャーな海水浴場は、どこも人がいっぱいで、目の見えないひなたにとっては危険な場所になってしまう。

　人ごみがどれほど厄やつ介かいかは、六月の誕生祭のときに、宗太も体験している。

　それに日帰りでは意味がない。何も海にいる時間だけ、ひなたとふたりきりになりたいわけではないのだ。

　ここは、泊りの旅行にしたい。

　だが、遠出をするとなれば、当然先立つものが必要となってくる。資金調達の問題を回かい避ひするために、当初、宗太は大学の研修施設を使えないかと考えた。京みやこに相談したところ、予約で埋うまっているから無理だろうと聞かされた。体育祭実行委員の打ち上げ旅行の予定は、一年も前に入れていたらしい。

　実際、学生課にも尋ねてみたが、夏休みの期間は、大学の部活やサークル、研究室の合宿で利用されるために、今から押さえるのは不可能だと言われた。唯一の望みはキャンセル待ちだが、期待はできそうにない。

　仕方なく旅行ガイドを眺ながめてみたりもしたが、どうしたってお金がかかる。

　それに、学校関係の施設に宿泊するならまだしも、そうでない場所に泊まりで旅行にいくともなれば、さすがに黒くろ田だや巴ともえに一言伝えておかなければならないだろう。

　あとで説教を受けるくらいなら、先に言っておいた方がいい。どうせ付き合っていることもすでにばれているのだし。

　そうした様々な問題点に阻はばまれて、結局何も進まずに今日まで来てしまった。

　明日あしたから夏休みという状況になっても、ひなたに「海に行こう」と言い出せずにいる。

　問題は山済みで、突破の糸口は何も見えていなかった。

　周囲のざわつきに気づいて、宗そう太たは顔を上げた。どうやら、終業式は終わったらしい。生徒がぞろぞろと教室に戻っていく。宗太はその流れに身を任せることにした。余計なことを今は考えたくなかった。




　教室に戻ると巴ともえから成績表を順次手渡された。中の数字に一いつ喜き一いち憂ゆうしているクラスメイトの姿を、宗太はぼんやりと視界に収めていた。

　全員が思い通りの成績を取れたわけではない。それでも、明日あしたからの夏休みに希望を抱いだいているせいか、暗い顔をしているクラスメイトはいなかった。

　すでに教室内には、夏休みのはしゃいだ空気が混ざっている。誰もがこの夏休みは遊ぶつもりなのだろう。来年にはそうも言っていられないのだから。

「はいはい。全員席につく」

　成績表の見せ合いをしていた生徒たちが、素直に巴の指示に従う。

「注意事項がひとつだけある」

　教きよう卓たくに両手をついて、巴が教室を見回した。

「遊び回るのはいいけど、問題を起こして、私に面めん倒どうだけはかけないように」

　その言葉に、どっと教室が沸いた。調子のいい返事を何名かが巴に返す。

「返事だけはいいんだから」

　そう言って巴が呆あきれて見せる。それから、また九月に会いましょうと話を締め括くくり、日直に一学期最後の挨あい拶さつを促うながした。

　さようならの声を聞き届けた後、一いつ瞬しゆんにして教室は騒さわがしくなった。

　開いたドアの向こうから、すでに解散していたクラスの声が響いてくる。

　その喧けん騒そうの中にいて、宗太は真っ先にため息を吐ついた。

　日付としては、夏休みは明日からだが、事実上、今この瞬しゆん間かんから始まったのも同然だ。まだ、ひなたを海に連れて行く算段は何もまとまっていないというのに。

「宗太さんは、夏休みが嫌きらいなんですか？」

　机から体を起こすと、隣となりにひなたが立っていた。帰りの身み支じ度たくも済ませている。

「好きに決まってるだろ。なんたって学校に来なくていいんだから」

「けど、元気ないですよね？」

「気のせいだって」

　無理して明るい声を出した。

　ひなたは納得し切れていないような顔をしている。これ以上、この話題が続くのを避けるために、宗太は別の話を持ち出した。

「あ、悪いけど、今日は先に京みやこ先せん輩ぱいと帰ってくれるか？」

　人間とは便利なもので、時間さえあれば、どんな環境にもある程度は慣れるものらしい。京が同室で暮らしていることを受け入れている自分の発言に、宗そう太たは心の中で苦笑した。

「宗太さん、何か用事ですか？」

「まあ……そんなとこだ」

　大学の学生課に研修施設利用のキャンセルがないかを聞きに行くのだ。

「え、えと、それはよかったかもしれません。わたしも京みやこ先せん輩ぱいに相談したいことがありまして、少し寄り道をする約束をしているんです」

「相談？」

「べ、別に変なことではないですよ？　何も企たくらんでないですからね！」

「僕は何も言ってないけど」

「な、なら、いいんですけど……で、ではっ！」

　宗太の追及を逃のがれるように、ひなたは勢いで会話を打ち切った。ひなたは回れ右をして、机の間を器用にすり抜け、廊ろう下かへと消えていった。

　完全に後ろ姿が見えなくなるまで見送ると、宗太は椅い子すを斜めにして天を仰あおいだ。

　今のところ、ひなたとは上う手まくやれている。やれてはいるが、現状を維持しているだけで、前にも後ろにも進んでいない。

　そのことに、焦あせりともどかしさが募つのっていく。

　だから、何としても海旅行は実現させたい。

　それにはまずは海に行ける状態を整えなければならないのだ。

　宗太はよっと掛け声を上げながら立ち上がった。

　大学の学生課までは距離もある。

　キャンセルが出ていることを願いながら、宗太は教室を出た。




「ありませんね」

　宗太の顔を見るなり、学生課の事務のお姉ねえさんは淡白にそう言った。その後で、例年の状況から見て、夏休みの期間は、遅くても半年前の予約が必ひつ須すだとアドバイスをくれた。

　それほど期待していたわけではない。だが、最後まで何が起こるかはわからないと思っていた時点で、やはり望みを託たくしていたのだろう。現実を突きつけられると、それはどうしてもショックと言わざるを得なかった。

　これで最も確率の高そうだった希望は潰ついえた。

　宗太は高等部の校こう舎しやに向かう途と中ちゆうで、ズボンの後ろポケットから財さい布ふを取り出した。お札さつは千円札が数枚あるだけ。

　あとはレシートに混ざって、福引の券が三枚ある。

　日頃から宗太が食品の買い出しに使っている月つき乃の宮みやアーケード街のものだ。

「当たるわけがないよな」

　口ではそう言いながらも、捨てずに残しておいた。福ふく引びきは、ガラガラを使った形式のもので、一等は沖おき縄なわ旅行のペアチケットなのだ。

　券には、福引の開かい催さい期間が記されている。

　期限は今日の六時までだ。

　今が一時を少し回ったところなので、あと五時間ほどしかない。それでも、宗そう太たは焦あせっていなかった。元々、今日の夕方ぐらいに行くつもりだった。

　最終日まで券を使わずにいたのには理由がある。

　開かい催さい期間の最初に行ったところで、どうせアタリ玉は入っていないのだ。どれだけ強運の持ち主でも、ないものを出すことはできない。

　時間を潰つぶすために戻ってきた高等部の校こう舎しや内は、静寂に包まれていた。

　やけに響く自分の足音を聞きながら、宗太は通い慣れた教室まで戻った。

　教室には誰もない。

　開きっ放しの窓から、風が吹き込んでくる。煽あおられたカーテンが激しく揺れていた。

　グラウンドの方からは、運動部の掛け声が聞こえてくる。金属バッドがボールを捉とらえる音が響くと、強烈に今が夏であることを感じさせられた。

　しばらく教室で風に当たっていると、後ろのドアが勢いよく開かれた。突然のことに、身をすくめながら、宗太は振り向いた。

「あっ」

　その驚きは、ふたりの口から同時に零こぼれ落ちた。

　教室に入ってきたのは里さと見み千と歳とせだった。

　一いつ瞬しゆんだけ目が合って、すぐにお互い顔を背そむける。

　それでまた余計に気まずさが蓄積されて、肩かたにのしかかってきた。

　先に立ち直ったのは、千歳の方だった。

「……そんなに驚かなくてもいいのに」

　上うわ目め遣づかいに宗太を見ながら、千歳は咎とがめるように口を尖とがらせている。宗太が返答に困っていると、それには少し満足したのか、小さく微笑ほほえんだ。

　それから、窓際に立っていた宗太の隣となりまでやってくる。

「そろそろ何か言ってくれてもいいと思うけど」

「あ……いや……」

　前に千歳とまともに話したのはいつだっただろうか。

　恐らく、二週間は経過した。だが、三週間は経たっていないだろう。それでも、随ずい分ぶんと久しぶりに宗太には思えた。

　試験休み明けの初日、千歳は休みでいなかった。

　それ以降は、毎日のように登校してきた。席も前と後ろなのだから、意識しなくてもいることはわかる。

　だが、あの日以来、会話らしい会話はできていなかった。宗そう太たが話しかけようとすると、千歳ちとせは決まって席を立って逃げ出した。そこまで露ろ骨こつな態度を取られれば、誰でも避けられているのだとわかる。

　そのせいか、言葉が出てこない。言いたいことはあったはずなのに。

「あまり、じろじろ見ないで……」

「いや……なんていうか、ずっと避けられてたから、つい」

　宗太のストレートな言い方に、千歳の顔が不ふ機き嫌げんに歪ゆがんだ。

「ごめん……原因は僕の方にある」

　それに対して、千歳は小さく首を左右に振った。

「違うよ。私、人を許すのが苦手なの。だから、謝られるのも苦手……」

「そ、そっか」

「だって、謝るくらいなら、最初から約束なんてしなければいいんだから」

　言葉がぐさりと胸に突き刺ささる。特に強い口調でもないのに。

「やっぱり、怒ってたんだ」

「怒ってはいないよ」

　言葉とは裏うら腹はらに、声こわ音ねには少し棘とげがある。

「それを怒ってるっていうんだと思うけど？」

「怒ってない」

　ムキになった千歳と目が合った。その瞳ひとみは、鏡のように宗太の姿を映していた。一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、自然と宗太は口を開いていた。

「……ごめん。約束破って」

　不意打ちとも思える宗太の返しに、千歳は顔を背そむけた。すぐには何も言ってこない。

「うん」

　それがどういう意味の「うん」だったのか、宗太にはわからなかった。許してくれたのか、ただの相あい槌づちだったのか。それでも宗太は意味を問おうとは思わなかった。

「真さな田だ君が言いたかったのはそれだけ？」

「ああ」

「ねえ……ひとつだけ聞いてもいい？」

「ん？」

「付き合うの？」

　その質問は明らかに言葉足らずだった。それでも宗太には意味がよくわかった。

　真意を見逃さないようにと、眼鏡めがねのレンズ越しに、千歳の瞳ひとみが宗太を見ている。

　宗太は小さく深呼吸をしてから、ゆっくりと頷うなずいた。

「そっか……」

　それ以上は、何も言ってこなかった。表情も殆ほとんど変えなかった。だから、千歳ちとせが何を思い、何を感じ、何を考えたのか、宗そう太たはまったくわからなかった。

　沈ちん黙もくが訪れ、しばらくふたりとも窓からの風にただ吹かれていた。

「そうだ……これあげる」

　そう言って、千歳は手に何か握にぎって、宗太の胸に押しつけてきた。

　受け取って手のひらを見ると、そこには白くて小さな貝かい殻がらが乗っていた。

　視線を上げたことで、千歳と目が合った。

「打ち上げ旅行のお土産みやげ。誕生日プレゼントの代わりだと思って。あの日、用意してたのは捨てちゃったから」

「僕に返せるものがないんだけど……」

　鞄かばんの中にも机の中にも、プレゼントと呼べるようなものは入っていない。

「なら、ひとつだけ、お願いを聞いてくれる？」

　千歳は目を逸そらさない。そのせいで、宗太も逃げることができなかった。

「何をすればいい？」

　真剣な瞳ひとみに吸い込まれそうになるのを、表情には出さないように抑おさえ込んだ。

「そのまま、動かないで」

　千歳の方は、宗太に一歩近づいてきた。肌はだに気配を感じるほどの距離だ。

「さ、里見!?」

　急接近に、思わず声が裏返った。

　足が半歩下がろうとする。

「動かないで」

　その言葉に力でもあるのか、宗太の足はそこで止まった。いや、単に机の脚あしが邪じや魔まで、それ以上後ろにいけないだけだ。

「何をするつもりか聞いてもいいか？」

「プレゼントをもらうだけだよ」

「それって……」

「いいから、黙だまって」

　静かな迫力に負けて、宗太は口を閉ざした。

　千歳の両りよう腕うでが宗太の頰ほおに伸びてくる。

　触ふれた肌から、体温が乗り移ってきた。千歳の指先は、不思議と冷たかった。

　さらに、千歳が身を乗り出してくる。

　宗太の視線は千歳に釘くぎ付づけにされた。

　これ以上はまずいと思ったところで、両頰に痛みが走った。

「いっ！」

　見れば、千歳ちとせは涼しい顔をしている。だが、指には渾こん身しんの力が込められ、宗そう太たの頰ほおをつねっていた。

「キスでもされると思った？」

　宗太を見る千歳の瞳ひとみは笑っている。

「お、思ってないって」

　そこでようやく千歳の指から力が抜け、宗太は解放された。

　大きく息を吐はき出した。

　その瞬しゆん間かん、千歳の手のひらの冷たさを、宗太は再び頰で感じることになった。

「え!?　里さと見み……」

　名前は最後まで音にならなかった。

　口が塞ふさがれていた。

　千歳の唇くちびるによって。

　宗太の中で時間が停止した。風の音も、部活の掛け声も耳に入らない。

　時間にして、わずか二秒ほどの出来事に過ぎなかった。

　一切の余よ韻いんを残さずに千歳は宗太から離れた。

「また、二学期に」
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　それだけ言って、千歳ちとせは机から鞄かばんを拾い上げると、振り向きもせずに教室から出て行った。

　宗そう太ただけがぽつんと取り残された。

　思考が停止して、何も考えられそうにない。今のが現実の出来事だったのかも、宗太には自信を持てなかった。
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　宗太が学校を出た頃には、西の空が赤く染まり始めていた。それまで自分が何をしていたのか、あまりよく覚えていない。

　教室の戸締まりにやってきた巴ともえに見つかり、半ば強制的に外に追い出された。

　それでどうにか我に返ることができた。

　やるべきことがまだ残っているのも思い出し、急ぎアーケード街にやってきた。

　未だに脈は激しく、胸の中には、巨大な何かが巣す作づくっている。

　福ふく引びきの抽ちゆう選せん所じよは、商店街の一角に設置されていた。白い大型のテントで、手前と奥は折りたたみ式の長テーブルで区切られている。

　列に並んで七分ほど経たつと、宗太の順番が回ってきた。団扇うちわで扇あおぎながら、扇せん風ぷう機きにも当たっているおじさんに券を三枚差し出す。

「はい。三回ね」

　宗太は奥に置かれた景品を、ガラガラに手を伸ばす前に確かめた。目に映るのは、一等の札ふだが付けられた沖おき縄なわのポスターだけだった。

「ほら、早くやっておくれ」

　係りのおじさんに急せかされて、宗太はガラガラの摘つまみを握にぎった。軽く回しただけで、白い玉がぽとりと落ちた。

「はい、残念賞」

　ポケットティッシュがテーブルにひとつ置かれる。

「じゃあ、二回目ね」

　今度は勢いよく回した。先ほどとは違って、すぐには玉が出てこない。おかしいなと思った頃に、またしても白玉が転がった。

「はい、またしても残念賞」

　もうひとつポケットティッシュが積まれる。

　これで、あとがなくなった。

　一いつ旦たん、ガラガラから手を離した。

「これ、アタリ玉ってあるんですよね？」

　宗太の質問に、おじさんの顔がわずかに曇った。

「君、高校生だろ？　今から世の中疑ってかかっちゃろくな大人おとなにならないよ」

「すみません。こういう性格なんです」

「ま、今日は入れてあるから、安心していいよ」

　昨日きのうまではなかったんですねという言葉を、宗そう太たは口には出さなかった。やはり、読みは当たっていたのだ。

　再度、おじさんの背後に並べられた景品を眺ながめる。

　当たれと念を送る。

　最後の悪あがきが終わると、宗太は黙だまってガラガラに手を伸ばした。

　力りきまずに自然な調子で回してみた。

　すでに諦あきらめが半分以上を占めている。もしかしたら、などという淡い期待を抱いだいてやってきたが、世の中はフィクションのように上う手まくはいかない。

　劇的なラストなど用意されていないことを、宗太くらいの年ねん齢れいになれば誰だって知っている。無難な結末が待っているだけだ。

　だから、皿さらの上に、別の色の玉が落ちてきても、即座に脳は反応しなかった。

　パイプ椅い子すに腰こしをかけたおじさんが、はっと息を吞のみ込む。

　背後から様子を覗のぞき込んでいたおばさんはおしゃべりをやめていた。

　妙みような静けさが、福ふく引びきの会場を支配していた。

　皿の上を玉が転がる。その音だけが、はっきりと聞こえた。

　やがて、受け皿の隅すみっこで、玉は止まった。

　金。

　それが、出てきた玉の色だ。

　周囲が驚きの歓声を上げる。後ろのおばちゃんが、背中をばんと叩たたいてきた。それで、ようやく現実を把は握あくした。

「え、これ、ほんとに!?　……よっしゃ！」

　無意識にガッツポーズを取っていた。

「大当たり～！」

　おじさんがベルを振る。注目を集めるのは、恥ずかしかったが、今は周囲の視線など、どうでもよかった。

　これでひなたと海に行ける。

　その確たる事実で、宗太の胸はいっぱいだった。

　あとは、黒くろ田だと巴ともえから、旅行の許可さえ取ればいい。問題の大半は片付いたのだ。

　だが、当然といった様子で告げられた次の言葉が、宗太を再び現実に引き戻した。

「はい。特賞のお米一年分ね」

　言っている意味がわからず、宗太は口を開けたまま、二度、三度とまばたきを繰り返した。その宗そう太たの目には、愛あい想そ良くにこやかな笑みを浮かべたおじさんがひとり。特賞と書かれた目録を宗太に差し出している。

「え？」

「はい。だから、特賞のお米一年分」

　使い慣れた日本語が、今だけは別の言語に思えてならなかった。

　何か悪い冗じよう談だんを見せられているような気がする。

「ほら、喜んでないで受け取った」

「……はあ、どうも」

「では、次の人どうぞ」

　後ろに並んでいたおばさんに押しのけられ、宗太は福ふく引びきのテントから外に出された。

　手には特賞の目録が握にぎられている。何度見ても、米一年分と記されていた。

　やり場のない苛いら立だちに、一度は目録を地面に投げ捨てようとした。だが、もったいないという理性が働いて、振り下ろしただけで手放さなかった。

　それで熱が一気に冷めて、テンションまでがた落ちした。立っている気力もなく、道みち端ばたにしゃがみ込む。

「こんなの冗談だろ……」

　目の前が暗くなる。しばらく立てそうにない。

「一等は何色なんだよ……ったく」

　恨うらみ言を福引のテントに向けて飛ばしてから、宗太は何とか立ち上がり、商店街の出口に向かってとぼとぼと歩き出した。

　これで、海に行く計画は、またしても白紙に戻ってしまった。

　残された手段はひとつだけ。日ひ雇やといや短期のバイトで資金を調達して、正せい攻こう法ほうで旅行を実現させるだけだ。

　重い足取りで、宗太はバイト情報誌と履り歴れき書を購こう入にゆうするためにコンビニに足を向けた。

　ふたりだけの甘あまい時間を過ごすのは、まだまだ先になりそうだった。




　帰り道、宗太はぺらぺらとバイト情報誌をめくりながらゆっくりと歩いた。

　目ぼしいものには、その場で連絡を入れる。

　高校生を日雇いしてくれるところは少なく、条件を満たせるバイトはなかなか見つからなかった。それでも、家に到着するまでには、三件ほど履歴書を持ってくるようにと言ってもらえた。

　途と中ちゆう、履歴書用の証明写真のことを思い出し、駅まで戻ったおかげで、宗太が家に着く頃には、すっかり日も沈んでいた。

「ただいま」

　中に向かってそう言って、玄げん関かんの様子を確認した。子供靴ぐつにしか見えないひなたのローファーが揃そろえて置かれている。

　室内からは、どたどたと足音が近づいてきた。

　宗そう太たが靴を脱ぬいでいる間に、玄関までひなたがやってきた。

「おかえりなさいませ！」

　何かいいことでもあったのか、ひなたはやけに上じよう機き嫌げんだ。その瞬しゆん間かん、針はりでも刺さされたかのような痛みが胸に走った。脳のう裏りには、千歳ちとせとのキスがフラッシュバックしていた。頭を左右に激しく振って、生々しい記き憶おくを外に追い出した。

「宗太さん、海ですよ！　海！」

「え？　あ、ああ。海か」

「海に行くんですよ！　海に！」

「いや、待て……それは、だめだったんだよ」

「え？　そ、そうなんですか？」

「それよか、どうして知ってるんだ？」

「京みやこ先せん輩ぱいが八月になったら特課のみんなで合宿旅行に行くって言ってましたよ？　それ、なくなっちゃったんですか？」

「合宿旅行？」

　自分で口に出して、ようやく言葉を日本語に変換できた気がした。

「はい！　なんでもつばめ先輩のご家族が所有している別荘があるそうでして、そこに行くんだそうです！　海も温泉もあるって言ってました！」

「合宿？　僕はそんな話聞いてないぞ？」

「でも、京先輩が言ってましたよ！」

　これは事の真しん偽ぎを確かめる必要がある。

「京先輩は帰ってきてないのか？」

「行き先は聞いてませんが、一時間くらい前に出かけちゃいました」

　宗太は携帯を取り出すと、京の番号を呼び出した。

　ワンコールで電話は繫つながった。どこか楽しげな京の声が聞こえてくる。

「ん？　宗太君、どうしたの？」

「どうしたの、じゃないですよ！」

　無意識に、宗太の声は低くなっている。

「なんで、黙だまってたんですか!?」

「え～、何の話かなあ？」

　明らかにわざととぼけた態度を取っている。

「特課の合宿旅行のことです！　別に昨日きのうの今日で決まったわけじゃないですよね？」

「うん。二週間前くらいにはわかってたかな」

　しれっと京みやこは白状した。

　二週間前と言えば、丁ちよう度ど、体育祭実行委員の打ち上げ旅行があった頃だ。

「教えてくれればよかったじゃないですか」

「そうは言うけど、宗そう太た君は、自分でひなたちゃんを海に誘いたかったんじゃないの？　そのやる気を削そぐようなことは言わない方がいいと思って、黙だまってたんだけどな」

「本当にそれだけですか？」

「ううん。なんか足あ搔がいている宗太君を見てるのが楽しくて」

「そっちが本音ですよね」

「そりゃあ、もちろん」

　勝ち誇った顔をしている京の表情が頭に思い浮かんだ。

「それに、ふたりだけの旅行じゃないと、宗太君には意味がないんじゃないかと思ってさ」

「まあ、それはそうですけど。目下、最大の問題点である京先せん輩ぱいには言われたくないです」

「あらま、あたしとしたことが迂う闊かつな発言だったか」

「それで、日程はどうなってるんですか？」

「五日から七日の二泊三日だよ。場所はまだ秘密だけど、打ち上げ旅行で行ったところより、もっとすごいとこなんじゃないかな。つばめの別荘だっていうくらいだから」

　それほどの別荘を持っているということは、つばめの家族はさぞお金持ちなのだろう。

「他に質問は？」

「いつになったら、仲直りをするんですか？」

「そういう質問はなしにしてほしかったのになあ」

「要するに、まだ時間がかかるってことですね」

「ごめん」

　たったの一言が、宗太の言葉を詰まらせた。

「ふたりの邪じや魔まをして心苦しいとは思ってるんだけどね。上う手まく自分をコントロールできなくてさ。ちょっと空から回まわりしちゃってるの。だから、もうしばらく家に置いてね」

「そんなこと言われて、駄だ目めだなんて言えるはずないじゃないですか」

「ま、あれだよ。障しよう害がいがあった方が恋は燃え上がるってね。抑圧された分、宗太君の欲望ゲージは振り切れる寸前でしょ？」

「だから、それを京先輩が言わないでくださいよ！」

　おかしそうに電話の向こうで京が笑っている。

　確かに、これほどにひなたを意識している最大の原因は、何もできずにいることにある。冷静に考えたくはないが、それは事実だ。旅行にこだわっていたのも、すべてそこに起因している。

　憮ぶ然ぜんとした態度で、京みやこに帰りの時間だけ確認すると、宗そう太たは電話を切った。

　話が終わるのをじっと待っていたひなたが、勢い込んで口を開く。

「海、行くんですよね！」

「ああ、どうやらほんとらしい」

　宗太の返事を聞いて、ひなたが両手を上げて喜びを表現する。夏服の裾すそが持ち上がり、白いお腹なかとおへそが顔を見せた。

　とっさのことに、宗太は視線を逸そらした。

「宗太さん？　どうかしました？」

　ひなたが首を傾かしげる。いや、体ごと傾いている。

「何でもないよ」

　部屋に上がると、宗太はソファに寝転がって天てん井じようを見上げた。

　この二週間の苦労を考えれば、色々と思うところもあった。

　それでも、旅行を楽しみにしているひなたの姿を見ているうちに、全部がどうでもいいことのように思えてくるから不思議だ。

　自然と体も軽くなっていく。

「ま、いっか」

　無理にでも結論付けるために、宗太は天井に向かって言葉を飛ばした。

「何がですか？」

　ひなたがソファの脇わきまでやってきて、床ゆかに座り込んだ。

「なんでもない」

　自分の力でもなければ、ふたりきりでもない。それでも旅行に行けるのなら今はそれでいい。ひなたに海を見せてあげることはできるのだ。

　目を閉じるとインターホンの音が耳に飛び込んできた。

　どうせ京だろうと思って、宗太は動かなかった。

　もう一度、インターホンが鳴った。

　鍵かぎを忘れて出たのだと勝手に判断し、勢いをつけて起き上がると、小走りに玄げん関かんに向かった。

　ドアをゆっくりと開いた。京に文句のひとつも言ってやるつもりだった。

　だが、言葉は音にならなかった。

　口を半開きにしたまま、宗太は目に映る人物を呆ぼう然ぜんと見み据すえた。

　京ではない。それでも、見覚えのある人物。

　最初の印象は黒。

　上下揃そろいの黒のスーツに、黒のネクタイ。目の位置は高くて、宗太が見上げる格好になった。黒の瞳ひとみが驚きに支配された宗太の表情を映している。

　感情が言葉にならず、金魚が呼吸をするように、宗太は口を開けたり閉じたりを繰り返しただけだった。

　全身が見えない力に縛しばられている。

「なんでここに……」

　どうにか、搾しぼり出した声は、酷ひどく掠かすれていた。

　体が息苦しさを訴えてくる。なのに、上う手まく呼吸ができない。極度の緊きん張ちようが、体内の器官を狂わせていた。視界がやけに狭せまい。やっと男がひとり収まっているだけだ。使い慣れたはずの肉体を、別人のもののように感じた。

「その反応からすると、私のことを知らないわけではないようだね」

　口調はゆったりとして、男性にしては高い声だった。

「福ふく島しま礼れい司じ……」

「最近の若者というやつなのかな。年配者には、さん付けをするものだろう？」

　福島礼司の物もの腰ごしはとても穏おだやかで、それが宗そう太たを余計に混乱させた。逃亡者らしい切迫した印象はどこにもない。声にも態度にも余よ裕ゆうがある。ないのは、宗太の方だ。

　反応らしい反応もできずに、ドアノブを強く握にぎった。血管が浮かび上がり、痛々しい赤色に染まる。

　そんな宗太を、福島礼司はじっと観察していた。

「ひとつ、君の疑問に答えよう。私は君とかぐや姫ひめに会うためにここを訪ねてきた」

「僕とひなたに？」

　礼司が深く頷うなずく。

「君も知っておくべきだろう。八月の満月、かぐや姫に迎えが来ることを」

「迎え？」

　礼司の瞳ひとみの中に、宗太は一いつ瞬しゆんだけ深い哀かなしみを見た気がした。それは、絶望と表現した方が相応ふさわしいのかもしれない。

　そこに、聞き慣れた声が割り込んできた。

「下がって、宗太君！」

　宗太と礼司は同時に声の主ぬしを探した。

　瞬しゆん時じに空気がざわついた。

　エレベーターホールの前には、京みやこの姿があった。両手にはひとつずつの手て錠じよう。即座に、アルテミスコードが展開される。円形の文字式が、京の足元と頭上に浮かび上がった。鋭い眼光が標的を捉とらえる。その瞬しゆん間かん、ふたつの手錠が消えた。

　直後、手錠がひとつコンクリートの床ゆかに落ちて、乾いた音を鳴らす。

「くっ」

　同時に、焦あせりを伴った呻うめき声を聞いた。

　礼司が玄げん関かん先さきから大きく飛び退のく。京が瞬間移動させた手錠が、左の手首を拘こう束そくしている。もう片方は空からっぽだ。それがマンションの外壁を擦こすり、耳みみ障ざわりな金切り声を上げた。

　着地を狙ねらって、京みやこは再度アルテミスコードを発動させた。いつのまにか、右手には手て錠じようが握にぎられている。確信を秘めた京の目が礼れい司じを射抜く。

　だが、刹せつ那なの後、京の瞳ひとみが揺らいだ。足元に展開していた文字式が、突とつ如じよ統制を失い形を崩くずす。能力は発動せず、手錠は未だに京の手の中だ。

「言うことを聞きなさいよ！」

　京の𠮟しつ咤たに、アルテミスコードが脈動した。崩れた模様を瞬しゆん時じに修復し、高級絨じゆう毯たんのような綺き麗れいな文字式を描く。完成と同時に、京の手から手錠が消えた。

　体勢を崩くずしながらも、福ふく島しま礼司は床ゆかに転がって手錠から逃れた。わずかなタイムラグが明暗を分ける形となった。

　悔くやしそうな表情を京が浮かべる。それはすぐに驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

　礼司を見ていた宗そう太たも、同様に驚きを隠かくせなかった。

　視線は一点に集中する。礼司の額ひたいだ。現れたのは、アルテミスコード。

「まだ使えるのかよ!?」

　目が礼司の持つ文字式を捉とらえたと思った瞬しゆん間かん、その能力が解放された。

　宗太の言葉が終わる前に、礼司の体が空間に溶とけ込んでいく。礼司の体を通して、廊ろう下かの向こうが透すけて見えている。その驚きを表現するより早く、礼司の体は完全に透明化され見えなくなった。

「宗太君、気をつけて！」

　京の警告に、宗太は身構えた。視線を左右に走らせる。傘かさ立てから傘を抜き、玄げん関かん前に振り下ろした。だが、空くうを切るだけで何の感かん触しよくもない。

　足音がコンクリートの床を蹴ける。走っている。それが遠ざかっているのに気づいたときには、もう聞こえなくなっていた。

　数秒前の記き憶おくを辿たどる。足音は非常階段の方へと逃げていった。

「京先せん輩ぱいは、下に先回りしてください！」

　そう叫んで、宗太は足音を追って駆かけ出した。

　一階ごとに周囲を警戒して、耳を澄すませる。だが、福島礼司の息いき遣づかいは聞こえない。六階まで下りたところで、宗太は追つい跡せきを諦あきらめた。

　階下を見下ろす。それから、見えない相手に感情をぶつけた。

「迎えってどういうことだよ！」

　返事はない。

　息を整えてから、宗太は仕方なく十階まで戻った。すると、京もエレベーターから出てきた。

　一階まで行ったのはいいが、途と方ほうに暮れて引き返してきたのだろう。標的の姿が見えなければ、京の能力も役には立たない。

「宗そう太た君、大だい丈じよう夫ぶ？　何もされてない？」

　駆かけ寄ってくると、真っ先に京みやこは宗太の肩かたに手を置いて、安否を気き遣づかってくれた。それで、少し張り詰めていたものが緩ゆるんだ。苦しかった呼吸が、だいぶ楽になった。

「大丈夫ですよ。怪け我がはないです……」

　手すりを摑つかんで再び階下を見下ろす。福ふく島しま礼れい司じの姿はない。まだいるのかもしれないが、目には映らなかった。

「京先せん輩ぱいも知ってたんですね。あの男のこと」

「少し前に黒くろ田ださんからね。見つけても手を出すなって言われてたんだけど」

「……それは能力低下が理由で？」

「そういうこと。はあ～、現場でミスをしてたんじゃ、言い訳のしようもないな」

　ばつが悪そうに京は力なく笑った。

「でも、どうして、国際指名手配中の男が、宗太君のところに？」

「そんなの僕が知りたいですよ」

　福島礼司は宗太とひなたに会いに来たと言っていた。

　それともうひとつ……。

「八月の満月、かぐや姫ひめに迎えがくるって……何か心当たりはありませんか？」

　床ゆかに落としていた視線を、宗太は京に向けた。

　それを受けて、京は口を尖とがらせて考え込む。

「そうねえ。確か竹取物語のかぐや姫が月に帰ったのが、八月の十五夜だったと思うけど。それくらいかなあ」

　言われてもぴんとはこなかった。かぐや姫の物語は漠ばく然ぜんと把は握あくしているが、中身を正確に覚えているわけではない。

「わけわかんないし、なんなんだよ」

　むしゃくしゃして、宗太は両手を壁に叩たたきつけた。

　そこへ、玄げん関かんのドアが開き、ひなたが顔を出してきた。

「物音がしましたけど、どうかしたんですか？」

　無む垢くなその姿を見て、宗太は京に目配せを送った。

　福島礼司のことは、ひなたには話さないでおきたい。今、この場所に姿を見せたこともそうだが、その存在も含めて。

　片目を瞑つむって、京が了りよう承しようのサインを返してきた。

　京は何でもないと言って、ひなたの背中を押した。それから、合宿旅行の話題を持ち出し、ひなたの注意を完全にひきつけてくれた。

　ふたりの楽しそうな声が閉じかけのドアの向こうから聞こえてくる。

　せっかく海に行く算段もまとまり、これから楽しい時間が宗太を待っているはずだった。福ふく島しま礼れい司じの存在は、浮かれた気分に水を差した。

　かぐや姫ひめを殺した男。

　その肩かた書きが、宗そう太たに不安を運んでくる。

　先ほど、京みやこには言わなかったが、福島礼司が訪ねてきた理由には、ひとつだけ思い当たる節ふしがあった。

　かぐや姫の殺害。

　口に出さなかったのは、その考えを宗太の無意識が拒こばんだからだ。

　それに加え、福島礼司が馬鹿正直に姿を晒さらしたことに違和感が残ったからでもあった。透明人間になる能力があるのなら、かぐや姫を殺す手段はいくらでもあったはずだ。

「何が目的だよ。福島礼司」

　それで晴れるほど、宗太の頭上に広がった雨雲は、薄うすっぺらなものではなかった。
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　黒くろ田だの運転する車は、市街地を抜けて五分ほど走ると高速に入った。

　エンジンが低音の呻うめき声を上げ、一気に加速していく。窓の外の景色けしきは、瞬しゆん時じに後方へと流れていった。

　京みやこの提案で二列ある後部座席のシフトを変更することになった。前列を進行方向と逆に向ける。おかげで、そこに座るふたりと向かい合わせの形になった。

　今、黒田のミニバンには、全部で六人の男女が乗っている。

　運転しているのは黒田で、後部座席の一列目には、京とつばめが座っている。それと膝ひざを合わせる形で、宗そう太たとひなたが並んで座り、そこにもうひとり、黒田の元妻であり、現在は月つき乃の宮みや大学付属病院で研究医をしている吉よし川かわ菜な々な子この姿があった。

　巴ともえの姿はない。仕事で手が離せないと理由を聞かされたが、やはり、京との冷戦が尾を引いているのだと宗太は思っていた。

　菜々子はというと、先ほどから、ひなたの長い銀ぎん髪ぱつを、アップにしたり、おさげにしたりして遊んでいる。途と中ちゆうから京も参加して、ひなたで色々な髪かみ型がたを試していた。

　しばらく続いた髪型いじりも、ネタが尽きたのか、お団だん子ご頭あたまを最後に落ち着いた。ひなたの頭には、ふたつのこぶができていて、そこから残りの髪が垂れ下がっている。

「ほら、宗太君、何か感想は？」

　悪戯いたずらっぽい笑みを覗のぞかせながら、京が聞いてきた。

「お、おかしいですか？」

　すぐ隣となりに座ったひなたが下から見上げてくる。

　若じやつ干かん、子供っぽい髪型には見えたが、それはそれでひなたによく似合っている。

「おかしいことはないけど……漫画とかに出てきそうな感じだな」

「他にはありませんか？」

「え、ああ。寝ね癖ぐせをごまかすにはいいかもしれないな」

「そ、そうですね……」

　一いつ瞬しゆんだけ、しょぼくれたような顔を見せ、ひなたはお団子頭をほどいていった。

　それから、思い出したように、宗太は再度菜々子の様子を窺うかがった。すると、視線がぶつかった。

「今さらですけど、どうして菜々子さんがいるんですか？」

「さっきから私に熱い視線を送っていたのはそのせいなのね」

「誤解を招くような言い方はしないでください。しいて言えば、疑惑の視線ですよ」

　宗太はわざとらしく目を細めた。

　それを受けて、菜な々な子こは怯ひるむどころか、楽しそうに微笑ほほえんだ。

「う～ん、そうねえ」

　首を傾かしげながら、菜々子が唇くちびるに指を当てる。

「今日から私も夏休みなのに、遊びに行く予定がまったく決まっていなかったから……かしらねえ？」

　わざと空気を読めないふりをしているのは明白だ。

「それは随ずい分ぶんとさびしい人生ですね」

　はぐらかされた分、存分に嫌いや味みを込めて返した。

　すると、ますます菜々子は楽しそうな顔をする。

「君は本当にいい性格してるわねえ」

「あなたのような大人おとなと多く接しているせいか、性格が歪ゆがんだみたいです」

「早く大人になりたいくせに、大人が嫌きらいなのね。青少年は矛む盾じゆんだらけなんだから」

　膝ひざに肘ひじを立て、手であごを支えた姿勢で、菜々子が下から覗のぞいてくる。少女のような仕し草ぐさではあったが、不思議と菜々子がしても違和感はない。どこか、無む邪じや気きさを残した性格のせいだろうか。

「子供のままじゃ、何もできないってことはわかってますから」

「ふ～ん、可愛かわいくない意見だこと。そんな風ふうに思うのは、守りたい彼女ができたからかな？」

　その話題が来ることは、予想の範はん疇ちゆうだった。だから、取り乱さずに冷静に受け止めることができた。

　正面に座った京みやこは、その宗そう太たの反応を、少し感心したような目で見ている。

　隣となりでは、ひなたが背筋を伸ばし、硬直していた。

「で、ふたりはどこまでいったの？」

　興味津しん々しんといった顔をして、菜々子が身を乗り出してくる。

「夏休みもスタートしたばかりですから、どこにも行ってませんよ」

「君は本当にひねくれていて、面おも白しろいわねえ。今回の旅行に参加して正解だったわ」

　にっこりと菜々子がやわらかい表情を作る。それから、一いつ旦たん休きゆう憩けいと口にして、シートに背中を預けた。

「宗太君がそうだから、菜々子さんにからかわれるんだよ」

「ま、おかげでウチらは退屈せえへんで、助かりまっさかいに。みゃーこかて、そうでっしゃろ？」

　黙だまっていても、会話は聞いていたらしく、突然、つばめが割り込んできた。

「まあねえ」

　宗太の注意が逸それたところを見計らって、再び菜々子が揺さぶりをかけてきた。

「ねえ、ファーストキスの感想を聞かせてくれない？」

　飲みかけていたペットボトルのお茶を、宗そう太たは噴ふき出だす寸前で、どうにか我が慢まんした。キャップをはめ、気持ちを落ち着かせてから、抗議の視線を菜な々な子こにぶつけた。

　だが、それに菜々子は取り合わない。

　横からひなたに抱だきついて、ねえねえと甘あまえた声を出している。ひなたは顔を赤くして、手をじたばたとさせるだけだ。

「え、えっとですね！　その！　と、とても言葉では表現できそうにありません……」

「なら、いつ？　どんなシチュエーションで？」

「そ、それはですね、その、なんと言えばいいか……」

「答えなくていいぞ、ひなた」

　きっぱりと言い切り、菜々子の手からひなたを解放して、自分の方へと引き寄せた。

「減るものじゃないから教えてくれてもいいのに」

　菜々子が頰ほおを膨ふくらませる。

「減るとか減らないとか、そういう問題じゃありません！」

「ふ～ん、なら仕方ないわね」

　予想外のタイミングで菜々子が引き下がった。

「あ、あの……そ、宗太さん？」

　その声は自分の胸の辺りから聞こえた。

「ねえ、宗太君。いつまであたしたちに見せつけているつもり？」

　宗太は慌あわてて、抱き寄せていたひなたを放した。

　すぐ隣となりで、ひなたは小さく縮こまる。宗太は窓の外に視線を逃がした。

「なるほどね～。思い切りがいいのやら、悪いのやら。どっちつかずと言ったところかしら？　その上、過保護。これは苦労しそうだわ」

　ひとりで納得したように、菜々子が独り言をもらす。

　それに、京みやこがそうなんですよと、乾いた笑みで答えている。

「何の話ですか？」

「さあ、何の話だと思う？」

「到着までまだ時間もあるし、トランプでもしてようか」

　それで話題を打ち切られてしまった。

　トランプで遊んだことのなかったひなたのために、ばば抜きのルールを教え、宗太のアルテミスコードで視力を補った。うそが苦手なひなたは、ジョーカーが回ってくるたびに、顔をひきつらせては、ごまかすために、これは演技ですよなどと言って強がっていた。

　途と中ちゆう、菜々子がお腹なかが減ったと言い出し、持ってきたお菓か子しが広げられた。

「黒くろ田ださんも食べます？」

　黙々と運転する黒田へのフォローも京は忘れない。

「甘あまいもんはいらないよ」

「なら、飲み物だけ」

　器用に体をひねって、京みやこが運転席と助手席の間に体を滑すべり込ませる。一度キャップをあけたペットボトルを黒くろ田だに手渡していた。

　それを見ていた菜な々な子こが感心した声をあげた。

「キョウちゃんは本当によくできた子ねえ。これならいつお嫁よめに出してもいいくらいだわ」

「お嫁って、あたしまだ十七ですよ」

「日本の法律ではねえ、女の子は十六歳さいから結婚できるのよ。実際、私が十七のときには、もう結婚を考えていたもの」

「ほ、ほんとですか？」

　信じられないといった顔を京がする。

「ええ。事実、その人と一度は結婚したもの。ね？」

　菜々子の目は、ハンドルを握にぎった黒田の後頭部に向けられている。

「いくつで結婚したんですか？」

「黒田が二十四で、私が十九のときよ」

「若っ！」

　宗そう太たと京の驚きが重なった。ひなたはぽっかりと口を開けている。

「あれ？　キョウちゃんも知らなかったんだっけ？」

「初耳です」

「なら、前にこの話をしたのは巴ともえちゃんの方だったのね。私もキョウちゃんくらい気が利けば、離婚なんてしなくて済んだのかしらねえ？」

　声をかけられた黒田は無反応だ。先ほどから話題に一切参加してこない。

　いまいち、ふたりの関係がわからず、宗太は口を挟はさめずにいた。ひなたもおろおろした様子で、成り行きを見守っている。京は困ったような顔をして、つばめは興味なさそうに、猛もうスピードで隣となりを通り過ぎた車を目で追っていた。

　黒田と菜々子が夫婦だったことは以前に聞いて知っている。菜々子の話では、離婚の原因は黒田の浮気だ。

　ルームミラー越しに黒田と目が合った。黒田は走行中にもかかわらず、ハンドルから手を離し、助手席においてあった煙草たばこの箱から一本抜き取り火をつけると、ため息でも吐つくように、煙けむりを吐はき出した。

「馬鹿なこと言ってないで、お前も男でも探したらどうだ？　別れた男と一緒に、ガキの引いん率そつやってる場合じゃないでしょうよ」

「あら、あなたにだけは、そんなこと言ってほしくないわね。さっさと自分は次の相手見つけたからいいかもしれないけれど」

「はいはい、そりゃあ、悪うござんしたね」

「誠意が足りないわ。もっと反省なさいな」

　ふたりのやり取りは軽快で、トゲのある言葉にも、なぜかあたたかみがある。よくわからないが、お互いが嫌きらいになって離婚したわけではなさそうだ。

「そろそろ、高速も終わりだな。降りたら、三十分くらいでつくはずだ」

　くゆらせていた煙草たばこを黒くろ田だが灰皿でもみ消す。

　京みやこが窓を開けて、車内にたまった煙草のにおいを風で吹き飛ばした。

　車は料金所を抜けると、螺ら旋せん状じように繫つながった道路を駆かけ下りていく。

「海までもう少しだね」

「海、楽しみです！」

　ぐっと両手を握にぎって全身で期待感を表現するひなたを微笑ほほえましく思いながら、宗そう太たは進行方向の空を見上げた。

　胸の中心を、漠ばく然ぜんとした不安が蝕むしばんでいる。

　楽しい時間が壊こわされるのではないかと、胸むな騒さわぎがする。

　すべては福ふく島しま礼れい司じが訪ねてきた日から始まった。

　あの男が、自分たちに何をもたらす存在なのかがわからない。わからないから、悪い方向にばかり想像が膨ふくらみ、心が不安定になる。

　その苛いら立だちを表に出さないようにするだけで、宗太は精一杯だった。

　旅行を楽しむだけのゆとりがあるとは言えない。

　それでも、ひなたを不安から遠ざけるためには、自分を誤ご魔ま化かしてでも、旅行を楽しむしかないのだ。

　さすがに、旅先にまで、福島礼司が現れるということもないだろう。

　そう自分を納得させると、少しは気持ちが楽になった。

（この三日間だけは、遊ぶことに専念しよう）

　やがて、車は最後の曲がり角を左折して停車した。

「ここで、間違ってないよな？」

　到着を告げる黒田の声は、幾分怪け訝げんな印象を含んでいた。
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「すごいな……」

　車から出て、宗太は最初にそう口走った。

　目の前に現れたのは、別荘という言葉からイメージしていた建物とは違い、老舗しにせの温泉旅館を思わせる大きめの建物だった。

　とても個人が所有する次元のものとは思えない。

　辺り一帯は物静かで、敷き詰められた石を踏み締める音も、静せい寂じやくに溶とけ込んでいく。歴史を感じさせる入り口は、ドラマなどで政治家役が密談に使っている高級料亭の趣おもむきがあった。周囲は清せい涼りよう感かんのある竹林になっており、遠くの方から小川のせせらぎと、時折、ししおどしの音が響いてくる。

　高校生が海に遊びにきて宿泊する場所としては、あまりに不ふ釣つり合あいだ。

　京みやこも面食らったような顔をして、別荘の様子を見ていた。

「こいつは、予想以上だな」

　黒くろ田だも苦笑いをしている。

「あら、素す敵てきじゃない」

　状況を素直に受け入れたのは菜な々な子こだけだ。

　きょとんとした顔をしているひなたのために、宗そう太たはアルテミスコードを使った。

　これで、自分たちの置かれた状況が、ひなたにも伝わったはずだ。

「こういうのを別荘っていうんですか？」

　口を半開きにしたまま、ひなたは放心している。

　つばめは一足先に、トランクから自分の荷物を下ろしている。

「そないに不思議そうな顔しはって、どないしたんです？」

「いや、だって、ここ、つばめ先せん輩ぱいのご家族が所有している別荘って聞いてましたけど……どう見ても、温泉旅館とか、そういうのですよね？」

「今は違います。経営が悪化して、潰つぶれたんを買い取って、別荘にしたそうですから」

　一体、どこの世界に温泉旅館を買い取って、個人の別荘にする人間がいるというのだろう。

「つばめ先輩って、何者なんです？」

「女に秘密はつきもんです」

　これほど豪ごう華かな別荘を持っている資産家の娘むすめというのも初耳だった。

　そこに、別の声が飛び込んできた。

「お待ちしておりました。つばめお嬢じよう様」

　声に引き寄せられ、旅館の入り口を見ると、ひとりの女性が視界に飛び込んできた。

　女性の服装は、白と黒の二色で完結している。足首まである長いスカート。そのスカートの上からはエプロンが下がっていた。ぱっと見たところでは、ふたつは一体構造になっているように見える。

　目の前に現れた女性の服装が、何のためのものか、宗太にも知識はあった。以前、クラスメイトの浅あさ井いから、メイドとエプロンドレスについて熱く語られたものだ。

　それがこうして目と鼻の先にいる。慎つつましく両手は前に揃そろえ、大人おとなしく控えめな印象を漂ただよわせながら。

　年ねん齢れいは二十代半ばから後半くらいだろうか。宗そう太たの担任を務つとめる巴ともえと同じか、少し上くらいに見えた。

「お出迎えが遅れ、まことに申し訳ございませんでした」

　派は手でさはないが、丁てい寧ねいな物もの腰ごしで、女性が頭を下げる。その先には、呆あきれた表情のつばめが立っていた。

　顔を上げたところで、宗太と目が合った。

「皆様方も、道どう中ちゆう、お疲れ様でした。わたくしはつばめお嬢じよう様のお世話をさせていただいております甘あま粕かす家けのメイドで、色いろ部べ璃り子こと申します。皆様方がご宿泊中は、なんなりとお申し付けください」

　色部璃子と名乗った女性は、今度は、全員に向けて深々とお辞じ儀ぎをしてきた。

「これはご丁寧にどうも。お世話になりますよ」

　代表して黒くろ田だが、璃子の言葉を受け取る。

「璃子さん、久しぶりですね」

「こちらこそご無ぶ沙さ汰たしております。京みやこ様は、大変お綺き麗れいになられまして」

「あたしにまでそういう態度を取るのやめてくださいよ」

「そうは申されましても、京様はつばめお嬢様の大切な……」

「おしゃべりはそこまでさんです。くたびれてまっさかいに、早う部屋に案内しとうおくれやす」

　会話を中断させたつばめは、どこか不ふ機き嫌げんそうに見えた。

「これは失礼いたしました」

　一度は地面に置いた荷物を、つばめが拾い上げようとする。だが、それよりも先に、荷物は璃子が持ち上げていた。

「荷物くらい自分で運ばせてくれへんやろか」

「そうはいきません。つばめお嬢様とお連れ様のお世話をするのがわたくしの務めでございます。皆様方もどうかお荷物はそのままに。後ほどわたくしがお部屋までお運びいたしますので」

　そうは言われても、女性に荷物を運ばせるのは気が引ける。

「あ、僕はすぐに着替えたいんで、自分で持っていきます」

　もっともらしいことを言って、璃子を納得させる。それに京も賛同してくれた。

「そうね。一秒でも早く、海にも行きたいしね」

「そ、そうですね！」

　ひなたも自分のバッグをぎゅっと胸に抱だいている。

「なら、部屋行って着替えたら、早さつ速そく海やな」

「あの、お嬢様。大変申し上げにくいのですが、お嬢様にはご予定がございまして」

「こないな場所まで来て、予定もへったくれもあらしまへん」

「それは重々承知しておりますが、ご家族の集まりですので、必ず連れてくるようにと仰おおせつかっております」

　それを聞かされて、つばめは大きなため息を吐ついた。それから、宗そう太たが見たこともないような冷たい目を一いつ瞬しゆんだけ見せた。

「まことに申し訳ございません」

「璃り子こが謝る理由はないやろ……。顔を出すだけでええねんな？」

「はい。それで十分かと思います」

「誰もウチになんぞ、会いたないくせに……」

　つばめが吐はき捨てた言葉には、明確な悪意が含まれていた。

「つばめ先せん輩ぱいは海に行けないんですか？」

「すぐに帰ってきまっさかいに、安心しおし」

「では、ひとまずお部屋の方にご案内いたします。こちらです」

　璃子が先頭になって、旅館の敷地内に宗そう太たたちを招き入れた。

　板張りの長い廊ろう下かを進んでいると、途と中ちゆうでひなたの手を取って歩く京みやこが振り向いた。

「部屋に荷物を置いたら、すぐに海集合ね」

「それはいいですけど、ここから海ってどうやって行けば」

　宗太の疑問には璃子が答えてくれた。

「それでしたら、当館の西側出口から出れば、おわかりいただけるかと思います」

「あ、どうも、ありがとうございます」

　それから、先に宗太と黒くろ田だが部屋に案内された。外観も相当のものだったが、部屋の造りにも落ち着いた趣おもむきがあり、逆に宗太は落ち着かない気分にさせられた。

　同室の黒田は特に気にした様子もなく、早速お茶を入れてくつろいでいる。それを見ていると、緊きん張ちようしているのも馬鹿らしくなって、宗太も足を伸ばして座った。

　短い沈ちん黙もくの後、意図的な視線を黒田に向けた。黒田は気づいていないのか、気づいていながら無視しているのか、宗太の方を見ようとはしない。仕方なく、言葉を投げることにした。

「黒田さん、僕に隠かくし事してますよね？」

「どれのこと言ってんだ？」

　悪びれた様子もなく黒田が答える。

「福ふく島しま礼れい司じのことですよ。僕とひなたのところに来るのを、本当は知ってたんですよね？」

　湯飲みを傾けたまま、黒田が目だけを向けてくる。

「まさか、堂々と正面からお前さんの家を訪ねるとは思わなかったけどな」

「言ってくれれば、準備して捕つかまえることもできたかもしれないんですよ」

「いつ現れるかもわからない相手を待ち続けるってのは、疲れるでしょうよ。子供は子供らしく、学校に行くのがメインのお仕事なんだからな」

「それは、そうかもしれませんけど……」

「それに、さっきも言ったが、直じかに接せつ触しよくを図ろうってのは、予想外もいいところだったんだよ。ある時期になると、決まってかぐや姫ひめの近くに現れるのはわかっていたんだが、当人のもとを訪ねたのは今回が初めてなんでね」

「その、ある時期っていうのは、八月の満月が近づくと、ですか？」

「ああ」

「八月の満月に迎えが来る。これって、どういう意味なんです？」

　黒くろ田だは答えない。

「あの男で三人目ですよ。かぐや姫に迎えが来るって言ったのは」

　最初は柿かき崎ざき瑞みず希き。次が上うえ杉すぎ杏あん奈な。最後が福島礼司。

　そして、八月の満月は、明あ日すへと迫っている。

「お前さんは、どう思ってるんだ？」

「真っ先に考えたのは、どこかの研究機関が迎えに来ることですけど、今はこの可能性はないと思っています」

「ほう、それはどうしてだ？」

「わざわざ、八月の満月である必要はないでしょ。それに、ひなたが色々な研究所をたらい回しにされてきた上で、特課にいるのは知ってますから。正直、どうして特課なのか、という点に関しては疑問が残りますけど」

「もう少し世の中を信じた方が、お前さんも楽に生きられるのになあ」

　煙草たばこを取り出して、黒田がふかし始める。

「疑ってかかるのは当然ですよ。ひなたが特別な存在であることは、菜な々な子こさんから聞かされていますし、上杉杏奈を除のぞけば、唯一、生き残っているかぐや姫なんでしょ？　研究機関が放っておく今の状況の方が不自然だし、不ぶ気き味みです」

「ま、そうだな。各方面には色々と恨うらみも買ってるよ。それを含んだ上で、宗太の読み通り、特課で預かることになったのにも、当然理由はある」

　半分は残っている煙草を、黒田が灰皿に押しつける。それから、ゆっくりと煙けむりを吐はき出した。

「でも、その理由は教えてくれないんですよね？」

「なんとなくはわかっているんだろ？」

「ろくでもない内容だってことくらいは想像がつきます。だから、その件はもういいです。ただ、知ってるなら、教えてください。八月の満月に、ひなたに何が起こるんですか？　迎えってたぶんそういうことでしょ？　また昏こん睡すい状態になるだけならいいですけど……」

　静かに目を閉じると、黒田は一度低く唸うなった。

「今度は黒田さんが話す番ですよ」

「……悪いが、今はまだ話せない。明日あしたまで待ってくれないか」

　何を考えているかわからない瞳ひとみが、宗そう太たの方に向けられた。悩んでいるようにも、試しているようにも見える。

「……それって、迎えの意味を知ってるってことですよね？」

「知っていると言い切れるほど、はっきりしたことがわかっているわけでもないんだが……」

「煮え切らない言い回しですね。黒くろ田ださんらしくもない」

「らしくない……か。ま、それも仕方ないな。ありのままを口にすると、どうしても曖あい昧まいな表現になっちまうんだよ。菜な々な子こからも少しは聞いてるだろ？　かぐや姫ひめの研究は、殆ほとんど進んでないのが実状だってことは」

　宗太は目で頷うなずいた。

「わかっている部分に関しても、正直、にわかには信じがたいものだしな」

「なら、これだけは今聞かせてください。ひなたは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「……そのための準備はしているつもりだ」

「この時期に、月つき乃の宮みやを離れたのも、その準備のためですか？」

「まあ、半分はそうなるな」

「もう半分は？」

　そこで黒田の表情があからさまに崩くずれた。

「海、来たかったんだろ？　少年少女のささやかな夢くらいは叶かなえさせてくれよ」

　話はもう終わりということだろう。

「本当にそれが理由だとは思えませんけど、今はそれで納得しておきます」

「そうしておいてくれ。ほれ、さっさと用意をして、海にいった方がいいんじゃないか？　京みやこにどやされるぞ」

「そうですね」
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　部屋で着替えを済ませると、宗太は京の指示に従い、すぐに海に向かうことにした。

　出る前に、念のため黒田に確認を取る。

「黒田さんは、いかないですよね」

　畳たたみの上に仰あお向むけに倒れた黒田に反応はない。寝息も深く、完全に寝てしまっている。日頃の激務に加え、ここまでひとりで運転してきた疲れが出たのだろう。

　せめて起こさないようにと、宗太は静かに部屋を出た。

　すると、廊ろう下かの向こうに璃り子この姿が見えた。

　璃子の方も宗太に気がつくと、小走りで近づいてくる。大きな荷物を肩かたから下げている。

「丁ちよう度どよかったです。真さな田だ様、どうかこれをお持ちください」

「これは……」

　見ればわかるのに、思わず声に出してしまった。

「パラソル、ビニールシート、それからクーラーボックスです」

　嫌いやな顔をひとつせず、璃り子こが説明してくれた。

「それと京みやこ様からのご伝言がございます」

「伝言……ですか」

　宗太が警けい戒かいしたのがわかったのか、璃子が少し困ったように表情を曇らせた。

「……先に行って準備を済ませておくこと、だそうです。その、申し訳ございません」

「京先せん輩ぱいに使われるのは、いつものことですから」

「いえいえ、本来でしたら、わたくしがお持ちすべきなのですから。ですが、今からつばめお嬢じよう様に同行しなければならないものでして、ご了りよう承しようくださいませ」

　ここまで丁てい寧ねいに対応されると、それはそれでむず痒がゆい気分になる。しかも、相手が年上の女性だと思うと、どうするのが正しいのか、わからなくなってしまう。

「そないに宗太はんと一緒にいたいんやったら、無理についてくることあらへんよ」

　廊ろう下かの奥から、その声は響いてきた。

　視線を送れば、退屈そうな顔をしたつばめが立っていた。その服装を見て、宗太は思わず口を開けた。

　先ほどまでは、ショートパンツに白の半はん袖そでブラウス姿だったのが、涼しげな色合いの和服に着替えている。化け粧しようこそしていないが、髪かみを結い上げているせいか、普段にも増して大人おとなっぽく見えた。

「わざわざ着替えるんは面めん倒どうやったけど、宗太はんのあほ面づらも拝おがめたことやし、まあ、よしとしますわ」

　滑すべるような足取りで、つばめは宗太の側そばまでやってきて、そのまま物音を殆ほとんど立てずに脇わきをすり抜けていった。

「璃子、早はようしおし。あほくさいことはさっさと片付けるに限ります」

　振り返りもせずに、そのまま旅館の正面入り口の方へと歩いていった。

「では、わたくしも失礼いたします」

　ふたりがいなくなってから、宗太は館内の案内に従って、西側の出口を目指した。

　わかりやすい矢印の指示のおかげで、迷うこともなかった。

　外に出ると、最初の一歩で足を砂に取られた。見れば、地面はさらさらの砂で埋うめ尽くされている。まさか、出てすぐに砂浜が待ち構えているとは思わなかった。

　真まっ直すぐに一本の道が、その先にある海へと続いていた。

　左右には青々とした竹が茂っている。

　その竹林も五分ほどで終点となった。

　空気に海のにおいを感じた。耳を澄すませば潮しお騒さいも聞こえてくる。

　西から出ればわかると言っていた璃り子この言葉の意味を、宗そう太たは全身を使って理解することとなった。

　綺き麗れいな砂浜と、青い海、広い空がどこまでも続いている。

　部屋に移動する際に璃子から聞いた話では、この砂浜も別荘の一部なのだという。今この瞬しゆん間かんは宗太が独り占めしているということだ。

　それを証明するように、見渡す限り人の姿はない。

　胸の奥から湧わき上がる興奮を抑おさえきれず、宗太はビーチサンダルを脱ぐと、わけもなく砂浜を駆かけ出した。

　足の裏が焼けるように熱い。だが、今はそれすらも気持ちよかった。

　くたびれた流木の側そばで立ち止まると、肩かたからクーラーボックスを下ろした。早速、パラソルとシートを設置する。

　終わる頃には、額ひたいから汗あせが垂れていた。クーラーボックスの中から氷水に浸されたペットボトルを出して喉のどを潤うるおした。

　渇かわきが満たされると、旅館の方から近づいてくるふたつの人影に気づいた。

　ひなたと京みやこだ。

　向こうも宗太の姿を確認できたらしく、まずは京が手を上げた。それから、京に言われたからなのか、ひなたも力いっぱい手を振ってきた。

　京に手を引かれたひなたは、砂に足を取られながらも、それ自体が楽しいらしく、はしゃいだ雰ふん囲い気きだった。

　ひなたの頭には大きな麦わら帽ぼう子しが乗っかっている。風を警けい戒かいしてなのか、片手で押さえていた。肩かたからはジップアップの薄うす手でのパーカーを羽は織おり、開いた正面の隙すき間まからは白いお腹なかと、先月買ったばかりの水着が顔を覗のぞかせていた。

　髪かみは首の後ろで二本に結っている。ひなたが歩くたびに、二本の尻尾しつぽが大きく揺れていた。

　やがて、ふたりが宗太の側までやってきた。

「璃子さん、ちゃんと伝えておいてくれたみたいね」

　開いたパラソルを見て、京が満足そうに頷うなずく。海で遊ぶ気がないのか、京は先ほどまでと同様、ミニスカートにＴシャツというラフな格好をしている。胸元に透すけて見える水色は、水着ではなく下着のようだ。

「どうしたの？　人のことじろじろと見て」

「いや、京先せん輩ぱいは泳がないのかなって思っただけですよ」

　視線の先まで追及される前に、宗太は京の目を見た。

「ふ～ん、宗太君はそんなにあたしの水着姿を楽しみにしてたんだ」

「ち、違いますよ」

　まったく考えになかったかと言われればうそになるが、今回はそのためにやってきたわけではない。

「うっ、宗そう太たさんは……京みやこ先せん輩ぱいにしか興味がないんですね……」

　露出したウエスト回りが心細いのか、ひなたは低い位置で自分の体を抱だくようにしている。

「違うぞ、ひなた。僕はだな……」

　その続きをどう説明したものか悩んで、宗太は口を噤つぐんだ。ひなたにしか興味がないと口走るわけにもいかない。

「い、いいんです。自分でもよくわかっていますので。京先輩はすばらしい方です。わたしなんて足元にも及びません。で、でも、これから成長するかもしれませんので、寛かん大だいな心で、待っていてもらないでしょうか……その、がんばりますのでっ！」

「そうか……えっと、ほどほどにな」

　ひなたの勢いに押されて、自分でも意味不明な返事を宗太はしていた。

「とまあ、ふたりの甘あまい時間を邪じや魔ましちゃ悪いから、あたしは遠えん慮りよしておこうって思っただけだよ？」

「今さら、邪魔をしちゃ悪いと言われてもですね」

「京先輩を邪魔だなんて、わたしは絶対に思いません」

「うんうん。ひなたちゃんは本当にいい子だ」

　麦わら帽ぼう子しの上から、京がひなたの頭を撫なでている。

　それから宗太に向き直ると、日焼け止めの容器を差し出してきた。

「今日のこの天気じゃ、ないときついでしょ？　特にひなたちゃんは肌はだ弱そうだからね」

　京の言葉に先導されて、真っ白なひなたの肌を視界に収めた。今は水着姿ということもあって、普段以上にその白さが目を引く。

「宗太君、目がえっちぃわよ」

「だ、誰もそんな目で見てませんよ！」

「そ、それはそれで、ショックです……」

　ごまかすように京から日焼け止めを受け取る。

「ちゃんと塗ってあげるのよ？」

　にんまりと京が笑う。

「はあ？」

　何を言われたのか、一いつ瞬しゆん意味がわからず、宗太は反射的に疑問を返していた。

「さ～て、あたしは温泉にでも入ってくるかなあ」

　やることは済んだとばかりに、京が来た道を戻ろうとする。

「ちょっ！　待ってください！」

　振り向いた京はさも意外そうな顔をしている。

「まだ何かあるの？」

「だって……その……」

　横目でひなたを見る。それだけで言いたいことは伝わったはずだ。

「いいんじゃない。彼氏彼女なんだし。誰も見てないんだし。公然とおさわりできるんだよ？　したくないわけないよね？　他に言いたいことは？」

「……ありますけど……ないです」

「うん。よろしい」

　手に持った日焼け止めが、やけに重たく感じる。

「あ、そだ、ひなたちゃん」

「は、はい！」

　突然、声をかけられて、ひなたが驚いた顔をする。

　その耳元に唇くちびるを寄せると、目線は宗そう太たの方に向けながら、京みやこが何か囁ささやいていた。またよからぬことをひなたに吹き込んでいるのだろう。

　ひなたの顔が徐じよ々じよに真まっ赤かに染まっていく。

「が、がんばります！」

「うん、がんばって。じゃあね」

　それだけ言うと、京は手をひらひらとさせながら、旅館の方へと歩いていった。

　パラソルの下には宗太とひなたのふたりだけがぽつんと残った。

　これだけ広い砂浜と海を目の前にしていると、この世界に他の人間などいないのではないかという錯さつ覚かくが襲おそいかかってくる。

「どうかしましたか？」

　何か言うと声が裏うら返がえりそうだったので、宗太は無言でひなたの手を握にぎった。そして、太陽の下に連れ出した。

　刺さすような陽射しに一いつ瞬しゆん顔を顰しかめ、それでも海に向かって小走りに進む。

「そ、宗太さん、どうしたんですか、急に？」

　あえて返事をしないでおいた。

「なんですか？　何をするんですか？」

　困こん惑わくしたように、ひなたが不安の声を上げる。

　宗太は波打ち際を目前にして止まった。

　ひなたを海の正面に向けて立たせ、何の合図もなく、アルテミスコードを使った。左手の甲こうが熱くなり、そこに不思議な文字式が浮かび上がる。

　能力の発動と共に、宗太は真まっ直すぐに海を見た。

　最初、ひなたは小さな肩かたを大きくびくつかせた。感動も感激も口にはしない。

　数秒が経過すると、今度は体が小刻みに震ふるえ出した。宗太の手の平に、それがはっきりと伝わってくる。

　それから、殆ほとんど聞き取れない声で何か言っていた。意識を耳に集中しても、何を言っているのかはわからなかった。

　恐らく、言葉になっていないのだろう。ただ、感情だけが音になって外に零こぼれたに過ぎないのだ。

　それから長いこと、ふたりは波と風に耳を傾けた。

「海……」

「そうだよ」

「これ、全部、そうなんですか？」

「ああ。途と切ぎれて見えなくなっている向こうも海だ」

　短いやり取りを終えると、ひなたはまた何も言わなくなり、海を正面から受け止めていた。

「すごいです……海ってすごいです！」

「そうだな」

　普段はそんなことを特別に意識したりはしない。だが、ひなたの言葉を聞いていると、そうなのかもしれないと本気で思えた。

　少なくとも今ここにいる少女の感動は本物なのだ。

　やがて、ひなたがゆっくりと回れ右をして、宗そう太たと向き合った。

「宗太さん、ありがとうございました！」

「……感謝なら、黒くろ田ださんとつばめ先せん輩ぱいにしないとな」

「そ、それはもちろんしますよ。でも、海を見せてくれたのは宗太さんですから！」

　宗太は適当に頷うなずくだけでやり過ごした。それから、すでに赤くなっているひなたの肌はだを見て、日焼け止めのことを思い出した。

　手を引いて、パラソルまで連れて戻る。

「んじゃ、脱ぬいでくれるか？」

「え！」

「帽ぼう子しとパーカーのことだからな」

「そ、そうですよね。初めてが……白はく昼ちゆうの砂浜でなんて……」

「理由はもちろん、日焼け止めを塗るためだ」

「わ、わかってましたよ？　なんか、ちょっと変な想像とかしてないですからね？」

　パラソルの下で、ひなたは麦わら帽子を脱ぐ。それからパーカーを肩かたから落とした。

「こ、これでいいですか？」

　水着を買うときに一度は見ているとは言え、そうそう慣れるものではない。とっさに、宗太は視線を足元に敷いたビニールシートに向けた。

　それから日焼け止めの説明をした。日焼け止めのボトルを渡すと、ひなたは器用にキャップを開き、手のひらにクリームを垂らした。

「どれくらい塗ればいいんでしょうか……」

「説明によれば、よく滑すべる程度と書いてあるが……」

　適量がわからず、とにかく塗ってみる。

　真剣な顔をして、ひなたも肩かたの辺りから触さわり始めた。片かた腕うでが終わると、逆の手の作業に移行する。それも済むと、今度はぺたぺたと胸元に両手を当てていた。

　視線を感じたのか、はっとした様子で、ひなたが顔を上げた。

「宗そう太たさん……こっち見てます？」

　とっさに、視線を逸そらして、宗太はごまかした。

「ん、どうかしたのか？」

「み、見てないならいいんです」

　それでも何か恥ずかしいことでもあるらしく、ひなたは宗太に背中を向けて作業を再開した。足首から太ももにかけて両手を滑すべらせ、やがて、宗太にも見えないスカートの中にひなたの指先は消えた。また指摘を受け、うそをつくのも気が引けるので、宗太もやるべきことに専念した。

「これ、全部塗らないといけないんですよね？」

「ああ。でないと、夜に温泉で痛い目を見ることになるぞ」

「痛い目？」

「肌はだが日に焼けたあとに、お風ふ呂ろに入ると、とんでもなく痛いんだよ。そうなったら温泉どころじゃないからな」

「そ、それは重大な情報です。あ、でも……」

「どうかしたか？」

「え、えっと、だとするとですね……その、背中の方が上う手まく塗れなくてですね……ど、どうしたらいいんでしょうか？」

　ひなたの声こわ音ねは明らかに助けを求める者のそれだった。

「お、お願いしてもいいですか？　温泉で痛いのは困ります！」

　日焼け止めのボトルをひなたが真剣な顔をして差し出してくる。

「……わ、わかったよ」

　ひなたが背中を近づけてくる。二本に結った髪かみは、手に一本ずつ握にぎられ、体の前に持っていかれた。

　目の前には白い肌があった。首の後ろと、胸の背中側だけが、わずかに水着で隠かくされているが、殆ほとんどが素肌だ。

　いざやろうと思うと、なかなか踏ん切りがつかない。これまでにだってひなたの肌に触ふれたことはある。手を握るくらいならなんてことはない。だが、他の部分に触れたのは、どれも突発的な事故だったことが多く、今日のように目的を持って行動に移すのは初めての経験だった。

　そう意識すればするほど、宗そう太たの緊きん張ちようは高まり、気がつけば左手が震ふるえていた。

　それでも、勢いに任せて宗太は手のひらに日焼け止めのクリームを垂らした、先延ばしにすれば余計に自分を追い詰めるだけだとわかったのだ。

　自分に迷う間も与えずに、ひなたの背中に触ふれた。

「ひゃあっ」

「ご、ごめん！」

　突然、上がった悲鳴に、宗太はすぐに手を引っ込めた。

「ち、違うんです。ちょ、ちょっとびっくりしただけですから、だいじょうぶです！」

「わ、悪かった。合図すればよかったな」

　今度は、行くぞと断りを入れてから、ひなたの背中に触れた。

　少し汗あせばんだ背中は、宗太が想像した以上に、しっとりとしていて、やわらかさが吸いついてくる。

　その上を、日焼け止めを塗るために手を滑すべらせていく。

　時折、ひなたの肩かたが揺れ、そのたびに、宗太の心臓は痛いほどに跳はね上がった。

「はうっ……！」

「こ、今度はなんだ？」
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「腰こしの辺りは、くすぐったくて……宗そう太たさんの指が触ふれると、どうしても……その……」

「温泉のためだと思って我が慢まんしてくれ」

　ウエストのラインを宗太の指がなぞると、ひなたが声を押し殺すために体を震ふるわせる。鼻から抜けるような声こわ音ねはしばらく止まる気配がなかった。

　声だけを聞いていると別のことをしているようにも思えてくる。余計な想像を消し去るために、宗太は作業に専念した。

　極度の緊きん張ちようを強しいられながらも、時間の経過と共に、指先はきちんとひなたの素す肌はだの感かん触しよくを記き憶おくしていく。今まで経験したことのない触さわり心地の良さに、手を離すタイミングを失っていた。

　もうとっくに、日焼け止めは塗り終わっている。過か剰じようなくらいだ。それがまた宗太を視覚的にも魅み了りようしてくる。きらきらと輝く柔やわ肌はだの上を、何の抵抗もなく指が滑すべり降りていく。ウエストに向けてのなだらかな曲線は、最も激しく宗太の脳を刺激していた。

　知らず知らずのうちに、生なま唾つばを飲み込んでいた。

「あ、あの、宗太さん!?」

　ひなたの上うわ擦ずった声に、一いつ瞬しゆんで我に返った。

「な、なんだ？」

「そ、そろそろ、だいじょうぶなのではないでしょうか？」

　膝ひざを立てて座ったまま、ひなたが全身を真まっ赤かにしている。

　顔を上げることもできないようで、じっと下を向いていた。

「わ、悪い。そ、そうだな。うん、これでばっちりだ！」

　宗太もまた夢中になっていたことを自覚し、日に焼ける前から顔を赤く染めた。

「そ、そういえば聞いてなかったけど、ひなたって泳げるのか？」

　話題を変えるために、宗太は素そ朴ぼくな疑問をぶつけた。

「はい！　泳げると信じています」

　例によって、質問の返答になっていない答えが戻ってきた。

「ちなみに、信じていれば泳げるというものでもないぞ」

　よくよく考えてみれば、ひなたは海を見たこともなかったのだ。当然、来たこともない。宗太との共同生活が始まるまでは、研究所での生活がずっと続いていた。そこでわざわざ水泳までは教えてくれないだろう。

「いえ、まずは信じることが大切ですよ！」

「……なるほど、要するに泳いだことがないんだな」

「きっと泳げます。そんな気がするんです！」

「その根こん拠きよはどこにある……」

「えっと……この辺、でしょうか？」

　根こん拠きよは体の一部にあるらしく、ひなたは左胸を両手で押さえた。

「随ずい分ぶん、小さな根拠だな……」

「はい？」

「なんでもない。今のは失言だった」

「あっ、も、もしかして！　ち、違いますよ！　胸の大きさが根拠なわけではないですからね！　た、確かにそれだとしたら、ないに等しいようなものですし……でも、好きでこうなわけではなくて、できればわたしだって京みやこ先せん輩ぱいみたいになりたいんですから……」

「僕はそこまで言ってないぞ」

　うっとうなりながら、ひなたはそこで押し黙だまった。それから、まだまだこれから成長するのだとか、そのためにがんばって牛乳を飲んでいるのだとか、できれば聞かずにおきたかった独り言をぶつぶつと呟つぶやいていた。

　宗そう太たは少し強引にひなたの腕うでを摑つかんで引っ張り起こした。

　驚いたような顔をひなたが向けてくる。

「海で遊ぶんだろ？」

「は、はい！」

　ぱっと明るさを取り戻したひなたと手を繫つないで、宗太は波打ち際まで移動した。

　最初の波がひなたの足元に押し寄せてくる。

「きゃあっ」

　半分笑い声になっている悲鳴が上がる。

　そして、波が引いていく際に、もっと大きな声を出した。

「うわっ、うわっ！　宗太さん！　足の下に何かいます！」

「それは波が砂をさらってるだけだって」

「そ、そんなはずはありません！　謎なぞの生物がわたしを誘ゆう拐かいしようとしてるんです！　ほら！　また来ました！　わっ、わっ！　助けてください！」

「だったら、自分で確かめてみな」

　アルテミスコードを使って、足元を見せた。

　だが、ひなたはすぐには納得せず、しばらく飛び跳はねるなどして色々な方法で確かめていた。

　納得した頃には、ひなたは息を弾はずませていた。

　最初からこれでは先が思いやられる。そう思いながらも、宗太も十分楽しい気分に浸っていた。

　波にも慣れてくると、ひなたは自分から波打ち際に座り込んだ。足を外に投げ出した格好で、寄せては返す波に太ももやお尻しりをくすぐられている。そのたびに、悲鳴交じりの笑い声を上げていた。

「海ってすごいですね！　生き物みたいです！」

　そこに、一ひと際きわ大きな波が押し寄せてきた。

　宗そう太たが注意を促うながそうと思ったときには遅かった。

　ひなたは頭から水をかぶった。海水が鼻に入ったのか、痛そうにさすっている。口からは砂を吐はき出して、何とも情けない顔をしていた。

「しょっぱいです……」

　濡ぬれた髪かみが肌はだにまとわりつき、波が巻き込んだ砂がところどころについていた。頰ほおについた砂だけは宗太が指で払った。

　次の波を警けい戒かいして、ひなたが立ち上がる。完全に今の不意打ちで腰こしが引けている。

「海は手て強ごわいです。でも、今のはちょっと油断しただけですから」

　力強く言い切ると、何かに気づいたように、ひなたが表情に疑問を浮かべた。

　右を向いて、それから左に体を捻ひねった。最後に眉まゆ根ねを寄せて、首を傾かしげた。

「ＵＦＯでも召しよう喚かんする儀ぎ式しきか？」

「いえ、なんとなく誰かに見られているような気がしたんですけど……」

　今度は前後左右を宗太が確かめる。アルテミスコードを使って、ひなたにも見せてあげた。見渡す限り人の姿はない。

「誰もいないぞ」

　そう言った矢先に、パラソルに近づく人影を発見した。

「あれ、菜な々な子こさんだな」

　大人おとなっぽい黒の水着を身につけている。海に入る気はさらさらないらしく、さっさとサマーベッドを設置してくつろぎ始めた。

　挙あげ句く、ビールと思わしき缶かんを手に、宗太に向かって乾杯までしてきた。

「ま、あの人のことは無視しよう」

「だったら宗太さん、もうちょっと先まで行きませんか？」

「ん、それはいいけど、泳げないのに……大だい丈じよう夫ぶか？」

　胸を張ってひなたが大丈夫だと主張する。

　これまでの経験から、これは駄だ目めになるパターンだと思いながら、宗太は苦笑した。

「あ、宗太さん、今、馬鹿にしましたね！　ほんとに泳げたらどうするんですか？」

「そうだな。そのときは褒ほめてやろう」

「あとで後悔しても遅いんですからね」

　そう言って、ひなたはひとりで先に行こうとする。だが、三歩ほど前に進んですぐに立ち止まった。

「そ、宗太さんが溺おぼれたときのために、手を繫つなぎませんか？」

「そうだな。溺れたときは頼むよ」

　差し出してきた小さな手を、宗太は力強く握にぎった。念のため、注意だけはしておく必要がある。宗そう太た自身は泳ぎに自信を持っているが、溺おぼれた人間を助けた経験はさすがにない。

　何かあった場合、目の見えないひなたはパニックに陥おちいることも考えられる。そうなれば、泳ぎの上う手まい人間でも一緒に溺れることもあるのだ。

　少し進むと、深さはひなたの腰こし辺あたりまでになった。

　ここからはアルテミスコードを使うことにした。

　見えるようになった途と端たん、ひなたが足を止めた。空あいている方の手で、水の境界線を確かめている。

「もうやめとくか？」

「まだまだ、だいじょうぶですよ」

　強がって見せるひなたを微笑ほほえましく思いながら、宗太はもう少しだけ進むことにした。

　やがて、ひなたは胸の上まですっかり海に浸つかってしまった。波が通りすぎるたびに、その力でひなたの体が上下に揺れる。その浮遊感が楽しいのか、ひなたは波が来るたびに声を上げていた。

　それで完全に宗太も油断していた。

　次の一歩を踏み出した途と端たん、急に深みにはまり、宗太の肩かたまで海に沈んだ。

　ひなたは完全に頭まで見えなくなっている。

　握にぎった手に力がこもる。

　とっさに宗太は腕うでを取り、ひなたを引き上げ、自分の胸に抱だき寄せた。海中から出てきたひなたは、真っ先に水を吐はき出した。それから二度、三度と咽むせる。

　まだ状況が把は握あくできていないらしく、手足をじたばたとさせ、体を大きく揺すった。

　それを押さえつけるために、宗太はひなたの腰の後ろに腕を回して体を支えた。

「だいじょうぶだ、ひなた！」

　声をかけるがすぐには正気に戻らない。

「ほら、肩かた摑つかまって」

　空あいた方の手でひなたの手を導き、自分の肩に摑まらせる。それだけでは安心できないのか、ひなたは首にしがみついて来た。

「もう平気だ。ほら、僕が支えてるから」

　パニックから解放されると、ひなたは鼻を大きくすすった。

「うっ、うっ」

　泣くのを我が慢まんするように呻うめき声だけがもれてくる。

　ひなたの言葉にならない声を聞きながら、宗太は浅い場所に移動した。ここなら、ひなたでも足がつくはずだ。

「ひなた？」

「ううっ、宗太さん、こわかったです。急にずぼって、前も後ろもわからなくなって」

　目の見えない状態で海中に放り込まれれば、誰だってそれを恐ろしいと思うだろう。だから、宗そう太たは下へ手たに言葉をかけず、ひなたの嗚お咽えつが止まり、落ち着くのを黙だまって待っていることにした。

　ひなたが冷静さを取り戻すに連れて、今度は宗太の方が落ち着きをなくしていった。誰にも見られていないとはいえ、ふたりは殆ほとんど抱だき合ったままの状態にある。

　助けたときには気にならなかったが、今、ふたりの肌はだは胸元から、太ももの辺りにかけて、ぴたりと密着しているのだ。

「ひなた、もう、ここなら立てるだろ？」

　気恥ずかしくなって、宗太はそう声をかけた。それですべてが解決すると宗太は思っていた。

　ひなたが足元を探っているのか、太ももが擦こすれ合う。

　ただ、地面に足をつくだけのはずなのだが、ひなたはなかなか自分で立てない様子だった。

　最初、腰こしでも抜かしたのかとも思ったが、どうやらそうでもなさそうだ。

「ひなた？」

「え、えっと……その、だ、だめみたいです」

　目の前にあるひなたの口がそう言ってきた。その意味を、宗太は取り違えた。

「いや、ほら、もう平気だって。ここ浅いから、全然、余よ裕ゆうで足つくから……」

　さらに促うながした宗太に対して、ひなたは何も言ってこない。

　見えてはいないはずだが、じっと宗太の方を向いている。

　触れ合った胸元に、ひなたの鼓こ動どうを感じた。それが時間の経過と共に高鳴っていく。

　ふたりは押し黙だまり、熱を持った吐と息いきが絡からみ合う。

　今さらのように、宗太はひなたがうそをついていることに気づいた。とっくに足は地面についている。

　ひなたの頰ほおが、見る見る朱色に染まっていく。

　何かを期待している顔だ。

　小さな唇くちびるに、宗太の目は釘くぎ付づけになっていた。そこからもう目を離せない。

　自然とふたりの距離が縮まっていく。見えない力に引き寄せられるように。

　だが、あと数ミリとなったところで、わずかに残った脳の冷静な部分が、ひとつのことを宗太に思い出させた。

　誰かの存在を忘れていないかと。

　振り向くと砂浜には、双そう眼がん鏡きようを構えてこちらを見ている菜な々な子こがいた。

　宗太が躊躇ためらったところに、頭から大きな波が覆おおい被かぶさってきた。

　その拍ひよう子しに、宗太はひなたを引き離した。

「平気か？　また水飲んでないか？」

「は、はい。もう慣れちゃいました」

　屈くつ託たくなくひなたが笑う。

「少し休きゆう憩けいにしよう」

　素直に頷うなずいたひなたの手を引いて、宗そう太たは砂浜に上がった。

　菜な々な子こに言う文句を考えながら、パラソルの下に戻った。
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　日も傾きかけてきた頃合を見計らって、宗太とひなたは別荘に引き返した。

　部屋に着替えだけ取りに行き、シャワーの代わりに温泉に向かった。

　ひなたのことは海で一緒だった菜々子に任せてある。

　貸切の温泉は、この上なく贅ぜい沢たくな時間となった。

　すっかり堪たん能のうしてから上がり、割り当てられた部屋に戻ろうとしていると、途と中ちゆうの廊ろう下かで璃り子こに遭そう遇ぐうした。

　宗太が温泉でのんびりしている間に帰ってきていたようだ。

　璃子は誰かを探しているのか、きょろきょろとしている。

　声をかけると宗太に気づいて、ぱたぱたと近づいてきた。

「これは真さな田だ様。そのご様子だと、湯上がりですね？　温泉はいかがでしたか？」

「最高でしたよ。海もそうでしたけど、完全に貸切ですもんね」

「ご満足いただけたようで、それは何よりでした」

「それより、誰か探しているんですか？」

「そうでした。つばめお嬢じよう様をお見かけになりませんでしたか？」

「いえ、見てませんけど」

「そうですか……」

　困りましたと言いながら、璃子が考え込む。

「つばめ先せん輩ぱい、何かあったんですか？」

「いえ、それは……」

　話していいものか迷うように、璃子が口を噤つぐんだ。

「家族に会いに行ったにしては、戻りも随ずい分ぶん早かったみたいですし。夕食くらい食べてくるのかと思ってましたけど」

　つばめと璃子が出て行ったのは昼過ぎで、先ほど脱衣場で時計を見たら、六時になったばかりだった。

　璃子がますます困こん惑わく顔がおをする。

　別の話題を探して宗太は視線を逸そらした。すると、観葉植物の陰に、猫ねこの尻尾しつぽを見つけた。

「あの、失礼ですが、真田様もアルテミスコードをお持ちなのですよね？」

「そうですけど」

「つばめお嬢じよう様の力のこともご存知で？」

「ええ、動物を操あやつるアルテミスコードですね」

　深々と璃り子こが頷うなずく。

「それが、何か？」

「真さな田だ様も経験がおありかもしれませんが、つばめお嬢様は、アルテミスコードのことが原因で、ご家族からよく思われてはいないのです」

「……そう、ですか」

　宗そう太たは無意味な相あい槌づちを打つだけだった。

　それでおおよそのことは繫つながった。

　だが、逆に根本的な矛む盾じゆんも浮かび上がる。

　行けば嫌いやな思いをするとわかっていながら、どうしてつばめは出掛けたのだろうか。理由は思い浮かばない。

「以前は違ったのですよ。つばめお嬢様はとても優秀な方なので、ご家族からも将来を期待されておりました。大旦だん那な様からも、親しん戚せき一同の中で特別に可愛かわいがられておりました」

「それがアルテミスコードのせいで、全部壊こわれたってわけですか」

「はい」

　いまどき、珍めずらしい話でもない。

　宗太自身も、死に別れた父親と友好的であったとは言い難い。仕事で遅くなることも多く、家で顔を合わせる時間が少なかったおかげで、ムーンチャイルドである息子むすこを持った父親の感情を、目まの当たりにする機会がなかっただけだ。

　だから、どう思われていたのか、宗太は知らずにいる。もしかしたら、仕事は口実で、関わりを持たないように避けられていたのかもしれない。

　今日までに何度も想像はした。だが、真実を知る術すべは、父親の死と共に失われた。だから、考えても無む駄だだと思って、なるべく考えないようにはしている。

「申し訳ございません。真田様の事情にまで踏み入るような不用意な発言をいたしました」

「気にしてませんから」

「それでは、わたくしはこれで。つばめお嬢様を見かけましたら、教えてくださいませ」

「わかりました」

　慎つつましく一礼を残して、璃子はつばめを探しに行った。

　完全に姿が見えなくなるのを待って、宗太は深く息を落とした。

「盗ぬすみ聞きはよくないと思いますよ」

　廊ろう下かの隅すみに置かれた観葉植物の陰から、一匹ぴきの三み毛け猫ねこが出てきた。

　宗太に答えるように、やけに低い声で鳴く。

「つばめ先せん輩ぱいですよね？」

　それにも、三み毛け猫ねこが鳴いて返事をした。

「何を言っているのか、わからないんで、案内してもらえますか？」

　三毛猫は起き上がると、宗そう太たに尻しりを向けた。それから一度振り向いて、ついてこいとばかりに合図をくれる。

　それに、宗太は素直に従った。




　三毛猫に案内されてたどり着いたのは、宗太と黒くろ田だが使っている部屋だった。テーブルの上には、黒田の書き置きがあって、行き先は告げずに、ただ出てくるとだけ記されていた。

　最初は遊ばれたのかと思ったが、縁えん側がわを抜けた庭先に、つばめの後ろ姿を見つけた。

　土星の輪のように展開したアルテミスコードがつばめをぐるりと一周している。

　窓を開けてやると、三毛猫は役目を終えて外に逃げ出していった。

　その姿が見えなくなってから、宗太も庭に出た。

　そこはちょっとした庭園になっていて、植木は丁てい寧ねいに整えられ、小さな池には錦にしき鯉ごいが泳いでいる。

　和服姿のつばめが立っていると、まるで別世界のようにも見えた。

「なんや、用でもありましたやろか？」

「知ってると思いますけど、璃り子こさんが探してましたよ」

「へえ、確かに知ってます」

　池の縁ふちに立って、つばめと並んだ。

　つばめが手にした鯉のエサを無感動に投げる。

　錦鯉がエサを取り合うように暴れ、水しぶきが上がった。

「まあ、品のないこってすわな」

　見下ろすつばめの目は、どこまでも冷ややかだった。

　だが、焦しよう点てんは鯉に定まっているようには見えない。

　今の言葉も、別の誰かに対して向けられたものなのかもしれない。

「で、なんでしたやろ？」

「だから、璃子さんが探してましたって」

「そん話でしたら、もう聞こえましたわ。わざわざ来たっちゅうことは、なんや他にもありまっしゃろ？」

「ま、一応、お礼は言っておこうと思いまして」

「お礼？」

　つばめの大きな黒目が、不思議そうな光を宿して宗太に向けられる。

「別荘と、海と、温泉ですよ。主に、海ですけど」

　おかげで、完かん璧ぺきと言ってもいい形で、ひなたに海を見せることができた。

「そないに感謝してくれはると、貸しにでもしときたくなりますなあ」

「僕に返せることであれば返しますよ」

「どないなことでも？」

「常識の範囲内でお願いします」

　警けい戒かいしてきっぱりと言い切ると、つばめは吹きだすようにして笑った。

「本気にせんでええよ。こん別荘かて、ウチが買うたもんと違いますし」

「だとしても、つばめ先せん輩ぱいのおかげなのは確かですから」

「律りち儀ぎなこって。そこまで言いはるんでしたら、覚えときますわ。ウチがピンチのときは、宗そう太たはんに助けてもらうことにしましょ」

　再度、大量のエサをつばめは池に放った。大きな錦にしき鯉ごいが奪い合いを始める。

「で、お礼を言うためだけに、わざわざ来はったんと違いますやろ？」

「そう見えますか？」

「今は面めん倒どうな言葉遊びに付き合う気分じゃあらしまへん。知りたいことあるんでしたら、率そつ直ちよくに聞いとぉくれやす」

「先輩はどうして、特課にいるんですか」

「そん質問の意図は？」

　恐らく、聞き返さなくても、つばめなら理解しているはずだ。だが、それを指摘することなく、宗太は素直に質問に答えた。

「一般人の感覚で言えば、お金持ちのお嬢じよう様がいるような場所じゃないからですよ」

　宗太は身寄りをなくし、黒くろ田だに引き取られるような形で、特課を自分の居場所にした。ひなたの場合は宗太よりもさらに複雑だ。研究所を転々としてきて、たどり着いたのが公安特課だった。

　巴ともえと京みやこも似たような境きよう遇ぐうだということは知っている。

　全員が何らかの普通ではない事情を抱かかえて特課にいる。

　その中にいて、つばめの存在は異質としか言いようがない。

「宗太はんは大きな見落としをしてはりますなあ」

「見落とし？」

「ウチは甘あま粕かすつばめである前に、人から嫌きらわれもんのムーンチャイルドなんでっせ」

　たったそれだけで、血の繫つながった家族からも孤立する。

　何をしたわけでもないのに。

「でも、それが特課にいる理由にはならないと思いますけど」

「そら、そうです。元々、家族言うても、たいして顔も合わさんような家でしたからなあ。そん連中に何を思われたところで、ウチは痛くも痒かゆくもあらしまへん」

　池の鯉こいを凝ぎよう視しするつばめの横顔からは、一切の強がりを感じなかった。それどころか、家族を鼻で笑い飛ばすような雰ふん囲い気きすら宿っている。

「それなのに、今日は家族の呼び出しに応じたんですね」

　話題が逸それることを承知で、宗そう太たは口を挟はさんだ。

「今の話を聞く限りだと、行く理由なんてないように思えますけど」

　つばめが真意を探るように、横目で宗太を見てきた。

「原因は璃り子こさんですか？」

　一いつ瞬しゆんだけ、つばめが目を見開いた。それでもすぐに普段の表情を取り戻す。

「はて、何の話でっしゃろか。ウチようわからしまへん」

　とぼけたようにつばめが唇くちびるを突き出す。

「いい人ですよね。僕がムーンチャイルドだと知っても態度を変えないんですから」

　横目でつばめを促うながすと、観念したようにため息を吐ついた。

　それから、静かにアルテミスコードを発動させる。周囲にいた小鳥が、一本の木に集まってくる。

「璃子はお馬鹿さんなだけです。ずる賢がしこく生きな、損するだけの世の中やのに、何の得にもならんウチの面めん倒どうばかり見て。来なくてええゆうてますのに、ウチが関西の方に手伝いに行ったときもついてきてしもうて、ほんに困った子ぉなんですわ」

「今も、一緒に住んでるんですか？」

　呆あきれ顔でつばめが頷うなずく。その様子から、何度も説得を試みたことが窺うかがい知れる。

「要するに、そこまで尽くしてくれる璃子さんが心配で、迷めい惑わくもかけたくないから、つばめ先せん輩ぱいは顔を出しに行ったわけですか」

　璃子の本来の雇やとい主ぬしは、甘あま粕かすの家であって、つばめ個人ではないはずだ。その家から、つばめを連れてくるように指示をされたのであれば、璃子には従うほかにない。

　仮に、つばめが拒否した場合、役目を果たせなかったとして、璃子の立場が悪くなる。それを回かい避ひするために、つばめはしぶしぶながら承しよう諾だくしたのだろう。

「心配なんてしてへんよ。ただ、少し気になってるだけですわ」

「それを心配してるって言うんだと思いますけど？」

　苦笑交じりの宗太を、むっとした顔でつばめが睨にらみつけてきた。

　それがおかしくて、宗太は笑い声を上げた。

「宗太はんは、いけずうやなあ。あんま、女の本音を穿ほじくり返すもんじゃあらましまへんえ」

「すみません。気が利かなくて」

「ま、ええけどな。宗太はんに気ぃなんぞ遣つかわれても、気味悪いだけですわ」

「少し安心しましたよ」

「なんの話でっせ？」

「つばめ先せん輩ぱいにも人間らしい感情があったんですね」

「ほんに一ひと握にぎりだけですけどなあ」

　そこで普段の調子を取り戻したつばめが、不適な笑みを浮かべる。

　怪しい光を放つ目に射すくめられ、宗そう太たは背筋を震ふるわせた。

「なあ、宗太はん」

「なんですか？」

「なんで、宗太はんは生まれてきはったん？」

「……質問の意味がよくわからないんですけど」

　つばめは答えてくれない。ただ、いつものように、自分の言いたいことを、自分のペースで続けるだけだった。

「こん世界がこないに退屈な場所やと知っとったら、ウチは生まれてくるんを拒否したと思います」

「つばめ先輩らしくないですね。もしもの話をするなんて」

「そう、宗太はんの言う通り、こん話は無意味です。今さら、生まれは選ばれへん。こん国に生まれたんも、甘あま粕かすの家に生まれたんも、何ひとつ自分では選んでへんのになあ。それでも、こん世の中のルールにウチらは合わせて生きていかなあきまへん。アルテミスコードを使ったらあかんゆう契約書に、サインした記き憶おくもないのに。理り不ふ尽じんやと思うたことはあらしまへんか？」

「あるに決まってるじゃないですか。けど、そうだとしても、ルールは守らないといけない。そこから外れた者は、それを理由に世界や社会から徹底的に攻こう撃げきされるんです。それこそ、世界の思う壺つぼですよ。僕はその方が癪しやくですね」

「だから、世の中に合わせて生きていくしかないと、宗太はんは言わはるつもりですか？」

「そうですよ」

「つまらん、男やなあ」

「だったら、つばめ先輩の言う面おも白しろい答えを聞かせてください」

「そうですなあ。ウチやったら……」

　そこで言葉を切ると、つばめは宗太を振り向いた。

　黒い瞳ひとみが真まっ直すぐに宗太を見つめてくる。真剣そのものだった。

「まずは、つまらん世の中を作らはった人らに責任取ってもらって、そん上で、面白おかしい社会に作り直します。今の世の中かて、ほんの一握りの人らにとって、都合よく作られてまっさかいに」

「世界征服でもするつもりですか？」

「それも、ええなあ。せやけど、それはそれで面めん倒どうも多いやろし、別のことにしときます」

　どこまでが本音で、どこからが冗じよう談だんなのか、つばめの口調からは判断できなかった。すべてが冗じよう談だんの可能性もあれば、すべてが本音ということも十分に考えられる。

　だからこそ、宗そう太たは普段と同じ調子で言い返すことにした。

「面めん倒どうを起こしてもいいですけど、僕の目が届かない場所でやってくださいね。巻き込まれるのはごめんです」

「それは約束できまへん」

　含みを満たせてつばめが笑みを作る。整った顔立ちなだけに、そういう表情は型にはまっていて、妙みように迫力があった。

「で、確か、璃り子こが探してるゆうてはりましたな？」

「あ、ええ」

「しゃあないから、行くとしますか」

　落ち着いた足取りで、つばめが縁えん側がわに上がる。

　そこで立ち止まると、意図的な視線で宗太を振り向いた。

「ああ、ひとつ、言い忘れてましたわ」

「何ですか？」

「黒くろ田だはんがどこに出かけはったか、知りたないでっか？」

　誘さそうような目が、宗太を見ている。

「さっき、車ですれ違ちごうてなあ。人里離れた山ん方に曲がって行きよるんで、少し気になりまして。鳥さんつこうて後をつけさせてもろうたんですわ」

「……それで行き先は？」

「今はあっこでっせ」

　つばめの瞳ひとみは、宗太の背後に連なる山の稜りよう線せんを映していた。綺き麗れいな緑に彩られた山の一部には、不ふ釣つり合あいなコンクリートの建物がある。二階建てのアパートくらいの大きさだ。丁ちよう度ど中腹辺りにあり、ここからだと山が口を開けているようにも見えた。

　続きの説明を求めて、宗太はつばめに向き直った。

「驚いたことに、巴ともえちゃんも一緒でっせ」

　予想外の情報に、宗太の表情が曇る。

「あれは、何の施設なんですか？」

「アルテミスコードの研究所みたいでしたけど、山ん中にあるにしては、セキュリティが厳げん重じゆうで、中の様子までは確認できひんかったんですわ」

「……怪しいですね。こんな場所に研究所があること自体」

「こないに人目につかない場所やからこそ、都合のええこともありまっしゃろ？　アルテミスコードの研究ゆうたら、その被験者のムーンチャイルドが必要やさかいに。それに、黒田はんと巴ちゃんの会話ん中に、銀の箱はこ舟ぶねの名前があがってはったえ」

「銀の箱舟が？」

　ますます宗そう太たの表情は曇っていく。

「とりあえず、知り得た情報は今ので全部ですわ。こん旅行になんや裏があるんは、間違いない思います。あとは宗太はんの好きにするがよろしいわ」

「それは、わざわざどうも」

「ああ。それともひとつあったわ」

「なんです？」

「たぶん、宗太はんに出会うためでっせ」

「え？」

「ウチが特課におる理由です。尋ねはったんは、宗太はんでっしゃろ？　忘れんといてほしいわあ」

「話が飛ひ躍やくしすぎて頭から飛んでましたよ。それに、うそを教えられてもですね」

「ま、そういうこってすわ。ほな、さいなら」

　それだけ言って、つばめは部屋から出て行った。

　ひとりになると、清流のせせらぎが、涼しさを運んできた。日も傾き、少しは過ごしやすい気温になってきている。

　気持ちをリセットしようと、宗太はしばらく景色けしきを眺ながめてから室内に戻った。

　再度、黒くろ田だの書き置きを確認する。何度見ても、愛あい想そのかけらもない一言のメモだった。それをテーブルに戻したところで、違和感が生じた。

　テーブルには湯飲みがふたつ置いてある。

　両方とも使った形けい跡せきがあって、底にはお茶の葉が張りついていた。

　ふたつとも黒田が使用したという可能性もある。だが、わざわざ飲むたびに別の湯飲みにするだろうか。

　和室の静けさが、妙みように恐ろしく思えてきた。

　嫌いやな想像はさらに進み、昼間にひなたが感じた視線のことまで気になってきた。あのときは、菜な々な子この姿が目に入ったので納得していたが、別人のものであったとするなら、どうなるだろうか。

　宗太は直立不動のまま、視線だけを左右に走らせた。

　あの男なら、誰にも気づかれずに、この場に存在することができる。

　透明化が可能な福ふく島しま礼れい司じなら。

「いるのか？」

　壁を背にして、周囲を警けい戒かいする。

　息いき遣づかいを求め、気配を探ってみる。だが、何も見つからない。

「……そんなわけないよな」

　自分を安心させるために、宗太は声に出して言い聞かせた。

　その瞬しゆん間かん、携帯が鳴った。

「おわっ！」

　深呼吸をしてから、携帯を確認する。メール着信の報告が表示されていた。

　文句を言おうとした口は、相手の名前を見た瞬間に閉ざされた。

　差出人の欄らんには、ひなたの名前が記されている。

　──おさんぽ、いきませんか？

　短い文章でそう綴つづられていた。

　了りよう解かいの返信を即座に送る。

　すると、廊ろう下かの方から、別の着信音が聞こえてきた。同時に、わっ、と驚きの声が上がる。

　部屋を出て廊下を覗のぞき見た。

　柱の陰から、銀色の尻尾しつぽが飛び出している。

　声をかけようとしたところで、ひなたが必死に返信の文章を考えているのに気づき、宗太は部屋に戻って、待つことにした。

　だが、少し待っても、返事はこない。我が慢まんができなくなって、一度部屋から出た。すると、今もまだ、ひなたは柱の陰に隠かくれて携帯をいじっている。悪戦苦闘している様子で、何か言ってやりたい気持ちになったが、それは胸に押し込めた。

　部屋に戻って、五分が経過すると、やっと携帯が着信音を鳴らした。

　──今からおむかえに上がってもいいですか？

　またしても了りよう承しようの返事を送る。

　それと同時に、外に出て、ひなたに話しかけた。

「で、何をやってるんだ？」

「わっ、そ、宗そう太たさん!?　ど、どうして？」

「ひなたこそどうした？」

「わたしは、い、今からお迎えにあがろうと……」

「すぐ側そばにいるなら、直接言えばいいじゃないか」

「え、えっと……これはですね。菜な々な子こさん直じき伝でんの必勝作戦でして……」

「今度は菜々子さんか……で、何を吹き込まれた？」

「あ、いえ、違いました。これは口止めされていることでして……あ、あれ？　ち、違いますよ。わたしときたら、何をうっかりほんとのことを口走っているんでしょ……え、あれ？　また？　と、とにかく、違うんです！」

「はいはい。もう違っていいから」

「な、なんだか、宗太さんに馬鹿にされているような気がしますけど、わかってくれたのならいいんです」

「で、結局のところ何をしてるんだ？」

「こ、これはですね、趣向を凝こらしてですね、いつもとは違うアプローチで、刺激的な瞬しゆん間かんを演出してみようとか、そういうことを考えていたわけではないんですよ？」

「なんだ、違うのか。正直、ドキッとはしたんだけど」

「え？　ほ、ほんとですかっ!?」

「ああ」

　やったと小さく口に出して、ひなたがぐっと両手を握にぎる。

　携帯電話をひなたが持つようになって、二ヶ月くらいは経過しただろうか。その間、電話をすることはあっても、メールを使うことはなかった。

　音声案内があるとはいっても、話をするのと、文章を打つのでは、明らかに後者の方がひなたの負担も大きいからだ。

　思い返してみれば、今のが初めてのメールのやり取りだった。

「あ、あの！　またメールしてもいいですか？」

「もちろんいいけど」

　すると、ひなたは目の前で携帯を開いて、文字を打ち始める。しばらく黙だまって観察していると、宗そう太たの携帯が鳴った。

「宗太さん、メールですよ！」

　内容は見なくてもわかる。音声案内が全部教えてくれたのだ。

「使い方がおかしくないか？」

「そ、そうですか？　そ、それより早く返事をください！　待っているときのどきどきで、心臓が爆発しそうなんです！　さ、さっきも断られたらどうしようかと思うとですね！」

「わかったわかった」

　素早くメールを打ち込んで、ひなたに送った。すぐに着信音が鳴り、ひなたが嬉うれしそうにメールを開く。宗太の送った文面を、音声案内が読み上げた。

　──どこに行こうか？

「それでしたら、いい場所があると璃り子こさんから聞いています！」

　そう言って、ひなたが手書きの地図を差し出してきた。

　璃子が書いてくれたものなのだろう。

　旅館の正面から出て、外の敷地の海辺を散歩するコースがわかりやすく書かれていた。

　特に景色けしきの綺き麗れいなオススメのポイントには、チェックまで入っている。隅すみっこに描かれた謎なぞのマスコットは気になったが、璃子の遊び心だろうと思って気にしないでおいた。

　宗太はひなたの手を取ると、地図を眺ながめながら歩き出した。




　　　　　　　　５




　璃り子こオススメの散歩コースは、どこもすばらしい景観に溢あふれていた。

　海辺の松林をゆっくりと進んで行くと、ちょっとした丘に繫つながっていた。そこからは、真まっ赤かに染まった夕焼け空を一望できた。

「空が真っ赤ですよ、宗そう太たさん！」

「そうだな」

　のどかな田園地帯では、蛙かえると虫の合唱がふたりを出迎えてくれた。

「どの方向からも、鳴き声がしますよ、宗太さん！」

「そうだな」

　月が顔を出す頃には、防波堤に沿って夜の海を眺ながめながら、旅館へと引き返した。

「同じ波の音なのに、昼間とは全然違うんですね。静かで、とても落ち着きがあります」

　繫いだ手をひなたが楽しそうに揺らす。

　宗太はぼんやりと深い紺こん色いろをした海を見み据すえ、返事を忘れた。

「宗太さん？」

　耳にはひなたの声は届いている。

　それでも、頭は別のことを処理していた。

　ひとつは黒くろ田だの行動のわけ。それからもうひとつ。

　ありえないと思いながらも、福ふく島しま礼れい司じの存在を、宗太は疑っていた。一度、疑念を抱いだくと、簡単には払ふつ拭しよくできそうにない。

　いることを証明するのも難しければ、いないことを証明するのも、また同じくらい困難なことなのだ。

　突とつ如じよ、手を引っ張られて、宗太は転びそうになった。

　隣となりを見れば、先に立ち止まっていたひなたが宗太の右手を両手で引っ張っている。

「ん？　どうした？」

　その宗太の反応に、ひなたが口を尖とがらせる。

「何でもないですよ」

　そう言って、再び歩き出した。

「おい、ひなた。急いで歩くと危ないぞ」

「宗太さんこそ、ぼ～っとして危ないですよ」

「え？」

「全然、わたしの話、聞いてくれていませんでした」

　どうにか、少し前のことを思い返してみる。

「聞いてたよ。昼間とは全然違うって話だろ？」

「……そうですけど」

　言い当てられたことが釈しやく然ぜんとしないのか、ひなたはますます不満そうだ。

　その後も似たようなやり取りを繰り返しながら、宗そう太たとひなたは旅館に戻った。




「おかえりなさいませ」

　入り口では璃り子こが出迎えてくれた。

「お散歩はいかがでございました？」

「すごくよかったです！　高台からの夕焼け空がとても印象的でした」

　璃子の笑みに、ひなたが勢いよく答えた。

　宗太はというと曖あい昧まいに返事をするだけだった。

「真さな田だ様、お気に召めしませんでしたか？」

「…………」

「真田様？」

「あ、いえ、そんなことはないですよ」

「どうかされましたか？」

「何でもないですから」

　璃子は納得しかねるような顔をしていたが、それ以上は詮せん索さくするべきではないと思ったのか、追及はしてこなかった。

「すぐに夕食の用意をいたしますが、お二ふた方かたはそれまでいかがなさいますか？」

「また、温泉に入りたいです」

　特に予定も決めていなかった宗太は、ひなたの提案に乗ることにした。

「先ほどは松の湯をお使いになられたのですよね？」

「松の湯？」

　靴くつを脱ぬぐと、何も言わずに璃子が下げ駄た箱ばこに片付けてくれた。

　自然な動作でスリッパを差し出してくる。ひなたに対するフォローも完かん璧ぺきだ。

「室内の大きな温泉のことです」

「あ、そこです」

　璃子の背中を見ながら、宗太は温泉のことを思い出していた。

「でしたら、おふたりには、梅の湯をオススメしたいのですが」

「他にも温泉があるんですか？」

　ひなたが表情を輝かせている。

「はい。梅の湯は、海が望める露ろ天てん風ぶ呂ろになっておりまして、今晩などは綺き麗れいな月も楽しめると思いますよ」

　どうするか、質問しようと宗そう太たはひなたを見た。それで用件は済んでしまった。

　今、ひなたの頭の中は露ろ天てん風ぶ呂ろでいっぱいになっているようだ。

　大きく開いた口は、期待の大きさそのものなのだろう。

「よろしければ、このままご案内いたしますけど？」

「あ、でも、着替えを」

「それでしたら、わたくしが用意しておきますので」

　にっこりと笑顔で振り向かれ、その目に見つめられると、璃り子この提案を断るのも悪いような気がしてきた。

「それなら、お言葉に甘あまえさせていただきます」

「はい。かしこまりました」




　璃子に案内された梅の湯は、旅館の奥まった場所にあった。

　宗太は男と書かれたのれんをくぐって中に入った。

　ひなたの誘導は璃子に任せてある。

　脱だつ衣い所じよはこぢんまりとした造りで、着替えを入れる籠かごも、五つしか用意されていない。その中には、タオルが丁てい寧ねいにたたまれていた。

　誰が来てもいいように、璃子が事前に用意しておいてくれたのだろう。

　さっさと衣服を脱ぬぎ捨てると、宗太は前も隠かくさずに温泉の扉とびらを開けた。

　独特のにおいが潮風に混ざって運ばれてくる。

　周囲は目線の高さほどまでは竹の柵さくで覆おおわれているが、天てん井じようは一面の星空だ。

　その開放感に、宗太はぽっかりと口を開けた。

　対照的に、温泉の方は四、五人がゆっくり入れる程度の大きさだ。だが、それが逆にこの温泉を贅ぜい沢たくな空間にしていた。

　湯船の縁ふちに座って、空を見上げる。

「これ、最高に気持ちいいな～」

　アルテミスコードの使いすぎで疲労した体にぬくもりが染み込んでくる。

　自然とまぶたが落ちてきた。

　だから、突然、後ろから聞こえた物音には、心臓が飛び出るほどに驚いた。

　何事かと思って振り向くと、ありえない映像が目に飛び込んできた。

　開いた扉とびらのところに、ひなたが立っていた。

　胸から下を隠かくすように、バスタオルを巻いている。

　その後ろには、にこやかな笑みを浮かべた璃子の姿があった。

「それでは、真さな田だ様、あとはよろしくお願いいたしますね」

　返事を待たずに、璃子はぴしゃりと扉を閉めた。どたどたと足音が遠ざかっていく。着替えを用意しに戻ったのだろう。

　取り残されたひなたは、バスタオルが落ちないように胸元をぎゅっと摑つかんでいる。

　それを宗そう太たは呆ぼう然ぜんと見ていた。

　ただ、まばたきだけを繰り返す。

　これは何か悪い冗じよう談だんなのだろうか。

　露ろ天てん風ぶ呂ろ。ふたりきり。

　それ以上のことが思い浮かばない。完全に脳がショートしている。

　それでも、人間の体は反射的には動くもので、とりあえず、宗太は最優先でタオルを腰こしに巻いた。

「ひなた……だよな」

「は、はい……そ、そうです」

「そ、そりゃ、そうだよな……」

「あ、あの……宗太さん、あんまり見ないでくださいね」

　とっさに顔を背そむけた拍ひよう子しに、宗太の視界をふたつの扉とびらが掠かすめた。ひとつは宗太が出てきた扉で、もう一方はひなたが出てきた扉だ。

　脱だつ衣い場じよは別だが、中身はひとつということになる。

　璃り子こは何も言っていなかったが、先ほどの態度からして、宗太とひなたをすでにそういう関係と思い込んでいたのだろう。

　そうでもなければ、この温泉に連れてきたりはしないはずだ。

「あ、あの？　宗太さん？」

　片手でバスタオルを押さえて、ひなたが周囲を探るように手を前に出す。

　それから、足元を確かめながら、少しずつ前に進み出した。

「ちょっと、ストップ！　あ、いや、別に止まらなくてもいいけど、そ、そうだな。とにかく僕は出て行くから」

　どうするべきか結論が出たときには、ひなたはもうすぐ側そばまで来ていた。

「わ、わたしと一緒だと嫌いやですかっ!?」

「その逆だけど、さすがにこれはまずいって」

　元々はこうなることを望んでいたはずだが、心の準備もなしにこの状況に放り込まれると、素直に喜んでもいられなかった。

「だ、だけど、その……恋人同士なら、おかしくはないですよね？」

「そうかもしれないけど、関係の進展具合によるというかだな」

　ひなたを直視することもできない。

　鏡を見なくても、自分が真まっ赤かになっているのはわかる。

「わ、わたしは……いいですよ。一緒でも……」

　そう言ったひなたの足は小刻みに震ふるえていた。

　寒いからではない。そんなの見ればわかる。

「けど、僕……さすがに、この状況だと、何するかわかんないぞ」

「な、何をするんですか!?」

「頼む……聞かないでくれ」

　途と切ぎれた会話の間をもたせることもできないので、宗そう太たはアルテミスコードを使って誤ご魔ま化かすことにした。温泉全体の様子をひなたに見せたあとで、夜空の星と月、それから夜の海を視覚に焼きつける。

「お、思っていたよりも、狭せまいんですね……」

　景色けしきの美しさに反応するだけの余よ裕ゆうがひなたもないらしい。

「やっぱりまずい。これは絶対にまずいって。僕は出るから」

「そ、それだと、こ、困ります！」

「え？」

「家のお風ふ呂ろではないので、ひとりだと、その……色々と場所もわからないので」

「だったら、誰か連れてくるし……京みやこ先せん輩ぱいでも」

「京先輩は、つばめ先輩とお出かけをしていて、まだ戻ってないそうです。璃り子こさんが言ってました」

「なら、菜な々な子こさんは」

「お出かけ中です」

「だったら、璃子さんだ」

「璃子さんは夕食の準備があるので忙しいと思います」

「うっ……」

「ご、ごめんなさい。ご迷めい惑わくをおかけしまして」

「迷惑なわけじゃなくて。なんていうか、僕の中の天使と悪あく魔まの戦いの話だから、気にしないでくれ」

　自分が残るのにも問題はある。だからといって、ひなたをひとり置いていくわけにもいかない。今、ひなたを助けられるのは自分しかないのだ。悪魔は自制心で撃げき退たいすればいい。

「ひなた、手、出して」

「は、はい」

　差し出された手を、宗太は軽く握にぎった。それだけで、心臓が大きく跳はねた。今さら、手くらいは触ふれ慣れているはずなのに。

　緊きん張ちようで体を硬くしながらも、温泉にひなたを導く。ヒノキの仕切りの前でしゃがませて、肩かたからお湯をかけた。

　日に焼けた肌はだにしみたらしく、両りよう肩かたを持ち上げて少し痛がっていた。よく見れば、焼けて少し赤くなっている。

　宗そう太たが先に温泉に両足を入れ、ひなたを温泉の中に誘導した。

　無言のまま、ふたりは肩かたまでしっかりと白く濁にごった湯に浸つかった。

　ひなたが気持ちよさそうに、息が抜けるような声を出す。

　時間の経過にあわせて、白いひなたの肌はだが、桜さくら色いろにゆで上がり、額ひたいや鼻の頭には、汗あせの粒つぶが浮かんだ。

　知らず知らずのうちに、宗太の視線は、タオルから覗のぞくひなたの胸元に集中していた。水すい滴てきをつけた鎖さ骨こつのくぼみを、右から左へと視線でなぞる。

　気づいて、目を背そむけても、本能には逆らえずに目を離せなくなっていた。

　何度も顔を洗って、頭を冷やせと脳内で𠮟しつ咤たする。だが、生身のひなたを前にすれば、その程度の行為は、何の気休めにもならない。

　膝ひざを曲げたままの体勢が辛つらくなり、宗太は慎しん重ちように足を伸ばそうとした。

　すると、指先にやわらかい抵抗を感じた。

「ひゃうっ！」

「うわあっ！」

　宗太とひなたの悲鳴が同時に上がった。

「悪い！　わざとじゃないんだ！」

　足を引っ込めて必死に言い訳をする。

　ひなたはますます赤い顔をして小さくなった。

　宗太も辛い姿勢のまま、我が慢まんして押し黙だまっていた。

　その沈ちん黙もくにも耐え切れなくなり、宗太は距離を置く作戦に出た。

「僕は、体を洗ってくるな」

　タオルが落ちないように気をつけて立ち上がる。

　だが、それを阻はばむように、ひなたが言葉を続けた。

「そ、それなら、わたしがお背中流します！」

　言って勢いよくひなたが立ち上がった。

　その瞬しゆん間かんに、事件は起きた。

　ひなたの胸に巻かれていたバスタオルがはらりと落ちた。

　何が起きているのかわからず、宗太はとっさに反応できなかった。

　状況を脳が理解すると、今度は逆に視線を逸そらせなくなった。

　理解が追いついていないのか、ひなたはバスタオルを拾おうとはしない。

「あっ、あっ、あれ？」

　ようやく生まれたままの姿を晒さらしている自分に気づいたのか、わなわなとひなたが体を震ふるわせた。
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「あ、あう……あ」

　悲鳴を上げるのだと宗そう太たは思った。

　だが、その想像は意外な形で裏切られることになった。

　ひなたの体が、わずかに前に傾いた。お湯に足を取られてバランスを崩くずしたのだ。

　そのすべてをスローモーションの出来事として、宗太は見守っていた。

　視界の中で、ひなたの体が近づいてくる。

　夢でも幻まぼろしでもない。

　一秒後には、宗太は裸はだかのひなたに抱だきつかれていた。

　胸の辺りに腕うでを回され、肌はだと肌が直じかに触ふれ合っている。

「ちょっ、ひなた！」

「わ、わざとじゃないんですっ！」

「それはわかってるけど。おい、だからって！」

　密着した肌に感じるのは、ひなたの体温だけではない。その滑なめらかさと一緒に、やらわらかさが浸透してくる。

　お腹なかの辺りに、ボタンか何かを押しつけられたような感かん触しよくがふたつある。それが擦こすれて、肌の上を滑すべる。鼓こ動どうが高鳴り、血液が沸ふつ騰とうしていく。全身が熱くたぎるようだった。

「と、とにかく、離れてくれ」

「で、でも、離れたら、見えちゃいますよ……」

　今にも泣きそうな声が返って来た。

　下を向けば、顔を真まっ赤かに染めたひなたがいる。

　その肩かた越ごしに、水を吸って沈んだバスタオルが見えた。この体勢からでは、手を伸ばしても絶対に届かない。

「僕的には、この方がやばいから！」

　きめの細やかな肌はだは、ほんのりと色づき、しっとりと濡ぬれている。背中に手を回したい衝しよう動どうを、宗そう太たは必死に抑おさえ込んだ。

　自制心などとっくに吹き飛んでいるというのに。

「ほ、ほんとにまずいって。さすがに、我が慢まんの限度が……」

「そ、宗太さんなら、そ、それでもいいですよ」

「え？」

「わ、わたし……」

　宗太が続きの言葉を待っていると、ひなたの腕うでから力が抜けた。

「ひなた？」

　ゆっくりとひなたが上を向いた。

　強こわ張ばった表情を必死に笑顔にしようとしている。

　だが、そこまでだった。

　糸の切れた人形のように、その場でひなたが崩くずれ落ちた。

　温泉に水しぶきが上がる。

「おい、ひなた!?」

　はっと我に返り、宗太は気を失ったひなたを抱だき上げた。裸はだかであることなど気にはしていられない。

　慌あわてて脱だつ衣い所じよに連れて行き、長椅い子すの上に寝かせた。ひとまずバスタオルで体を覆おおう。

　どうすべきか迷ったが、宗太はアルテミスコードに頼ることにした。

　目を瞑つむり、旅館の敷地内を射程として、自分の視覚を他人へと繫つなぐ。全部で六人の感覚を捉とらえた。その中から、京みやこ、つばめ、それから菜な々な子こだけを残し、他とのリンクは解除した。残った三人に横になったひなたの映像を送った。

　真っ先にやってきたのは京とつばめだった。

　京の瞬しゆん間かん移動能力を使い、ふたりで飛んできたのだ。

「京先せん輩ぱい、ひなたが！」

「まずは落ち着きなさいって」

「けど」

「そうですなあ。宗太はんも服は着てきた方がよろしんと違います？　焦あせっても、なんもいいことあらへんよ」

　淡々と指摘され、宗そう太たは自分が裸はだかであることに気づいた。それで、唐とう突とつに冷静さが体に舞い戻ってきた。

　宗太はこの場を京みやことつばめに任せて、まずは着替えに戻った。




「大だい丈じよう夫ぶ。ただの貧血よ」

　部屋から出てきた菜な々な子こは、安心させるようにそう言ってきた。

　宗太は背中を壁に預けてそのまま座り込んだ。

「移動の疲れに、海であれだけ遊んでいたんだから、無理もないかもしれないわね」

　大丈夫だと聞かされても、宗太の気持ちは簡単には晴れそうになかった。

「もう目も覚ましているわよ。話をしたいなら入ってもいいけど、手は出さないようにね」

　菜々子の冷やかしに反応する気にはとてもなれなかった。

　無言のまま、菜々子の横を通り過ぎて、部屋のドアを開ける。

　一組だけ敷かれた布ふ団とんに、ひなたは寝かされていた。

「宗太さん……ですか？」

　足音で気づいたのだろう。

「ああ」

　短く返事をして、宗太は側そばに腰こしを下ろした。

「ご、ごめんなさい。なんだかご迷めい惑わくをおかけして」

「それはいいんだけど。こっちこそ、ごめんな。疲れてるのに気づいてやれなくて」

「……宗太さんのせいではないですよ」

　ひなたが寝返りを打つ。体を横に向けて、宗太からは顔が見えなくなってしまった。

「いや、ほんとにごめん」

　それにはもうひなたは何も言ってこなかった。これでは、ひなたを守るどころではない。自分も一緒に舞い上がってしまっていた。冷静にならなければ、肝かん心じんなことを見落としてしまうというのに。

「とにかく、今日はゆっくり休んで」

　長居すべきではないと思い、宗太は立ち上がった。

　それを呼び止めるように、ひなたが小声で何か言ってきた。

「……わたしって……ないですか」

「ひなた？」

「わ、わたしって……魅み力りよくないですか？」

　どうして今そんな話になるのかがわからなくて宗太は言葉を失った。

「少し前から、宗太さん、何か悩んでいるみたいで……」

　針はりが刺ささったような痛みが胸を走った。まさか、気づかれているとは思わなかった。

「一緒にいても、前みたいに、楽しくないときがあって……」

「ひなた……」

「でも、そんなの嫌いやだから、今日はがんばってみたんです……」

　移動中の車の中、海でのこと、それから散歩に温泉。一日がフラッシュバックしていた。

「自分なりにも考えて、でも、やっぱり、わたしなんかでは全然駄だ目めみたいですね……宗そう太たさんを誘ゆう惑わくできませんでした」

　笑い交じりのひなたの声が、宗太の胸に次々と突き刺さってくる。

「ご、ごめんなさい。今のは忘れてくださいっ！」

　掛かけ布ぶ団とんを引っ張って、ひなたは頭から被かぶってしまった。

　かける言葉も、かけるタイミングも見失い、宗太は呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

「今日はもう寝ますので……その……ひとりにしてくれませんか？」

「あ、ああ。ごめん」

　何に謝っているのかもわからず、宗太は操あやつられたように部屋を出た。

　後ろ手に扉とびらを閉める。

　外で待っていた菜な々な子こが何か言っていたが、宗太の耳には入らなかった。

　頭の中では繰り返し、ひなたの言葉が再生されていた。
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　今ので何回目の寝返りだろうか。

　わざわざ数えてはいないのでわかるはずもない。

　横に向けていた体を仰あお向むけに倒す。

　暗くら闇やみにもすっかり目が慣れて、板張りの天てん井じようの境さかい目めまではっきりと見えた。

　荷物と一緒に頭の上に置いた携帯に手を伸ばす。

　デジタル表示の時計は、深夜二時を回っていた。

　ひなたを見舞い、夕食を済ませ、特にやることもないので、布ふ団とんに潜もぐり込んだのが十一時を過ぎたくらいだった。

　それから、三時間もこうして眠ねむれずにいる。

　体は十分に疲れている。昼間は海で遊んだのだ。それに加えて、移動の疲れもある。何より、アルテミスコードの使用の疲労は大きく、全身に気けだるさが覆おおい被かぶさっていた。

　それなのに、脳の活動は一向に休まる気配がない。

　温泉でのこと。目を覚ましたひなたに言われたこと。自分がしたかったこと。アルテミスコードのこと。福ふく島しま礼れい司じという人物と八月の満月のこと。それに、かぐや姫ひめのこと。

　色々な情報が絡からみ合あって、思考の連れん鎖さから抜け出せずにいる。

　我が慢まんも限界に来て、宗そう太たは掛け布団を跳はね除のけて起き上がった。

　喉のどの渇かわきでも潤うるおそうと、湯飲みに手を伸ばしかけたところで、物音を聞いた気がした。廊ろう下かの方からだ。

　気になって廊下を覗のぞくと、人影が遠ざかって行くのが見えた。

　背格好からして、京みやこだろうか。

　気分転換もかねて、宗太は部屋を後にした。

　廊下の角を何度か曲がったところで、砂浜へと続く西側の出口に行き当たり、そのまま外に出る。

　昼間とは違って、足の裏に感じる砂は冷たい。

　空にはまん丸の月が浮かんでいる。

　昼間の印象とはまるで違い、ダークブルーの夜の海には寂さびしさを感じた。それと、同時に、少し不ぶ気き味みにも思えた。

　それでも今は月明かりのおかげで、暗くら闇やみに飲み込まれずに済んだ。

　見渡す限り誰もいない。

　人影は見間違いだったのだろうか。

　そうだと納得しかけた頃に、宗太の視界に探している人物が映った。

「京みやこ先せん輩ぱい……」

　宗そう太たの視線の先には漆しつ黒こくの海が波打っている。

　そこに、仰あお向むけになって浮かんでいる京がいた。

　波に揺られるままに、海に身を預けている。

　その目は真まっ直すぐに星空を見つめていた。

　何も言えず、宗太は幻想的な光景に見み惚とれてしまった。

　無意識に踏み出した足が、砂のせいでもつれ、思わず転びそうになる。

　両手を地面について、無ぶ様ざまな転倒だけは回かい避ひした。

　そこで、大きな水しぶきが上がった。

　気づいたときには、腰こしの辺りまで海に入った京と目が合っていた。

　最初、京は真剣な顔をしていたが、すぐにごまかすように笑みを作った。それから、宗太のいる砂浜に上がってきた。

　距離が近づくに連れて、宗太は自然と京から視線を外した。

　今、京は水着姿だ。

　白地に黒の花はな柄がらが入った大人おとなっぽいデザインのビキニで、ボトムはかなりローライズされている。京が歩くたびに、胸は弾はずみ、太ももの辺りも揺れ動いた。

　滴したたる水が、さらに京を悩ましく見せていた。

「こんな時間に海に入るのは、危ないですよ」

「宗太君、そのまま、こっち見ないでくれる？」

　返ってきたのはまるで違う言葉だった。

　聞き返そうと顔を向けたところで、京が驚いたように小さな悲鳴を上げた。

「す、すみません」

　京は自分の肩かた口ぐちを宗太から隠かくすようにしている。

　普段であれば、宗太をからかって見せつけてくるはずなのに。

　それが大きな違和感となった。

　手で隠された肩に、思わず視線が集中した。

　そのせいで、気づいてしまった。

　宗太の顔が見る見る険けわしくなる。

　対照的に、京は気づかれたとわかると、諦あきらめたようにため息を吐ついた。それから、宗太にすべてを見せるように背中を向けた。

　肩から背中にかけてまで、大きな火傷やけどの痕あとがある。

　艶つややかな肌はだから一転して、その部分は爛ただれて変色していた。

　心に芽生えた感想の類たぐいは、すべて吞のみ込んだ。そんなことを京に対して言ったところでなんにもならないのはわかっている。

「さすがに、ひくでしょ？」

　京みやこの声は明るい。いつもの笑みも添えられている。

　どちらも宗そう太たを気き遣づかって作られたものだ。それを理解できるくらいには、片かた桐ぎり京という人物を、宗太は知っていた。

「そんなことないですよ」

　一度は逸そらした視線を、宗太は京に戻した。

　普段と何ら変わらない表情で、京が迎え入れてくれる。

　傷ついているのは自分なのに、他人に配はい慮りよすることを忘れない。

　そういう人物だからこそ、京は人前で水着姿になるのを避けたのだろう。今日もそうだし、体育祭実行委員の打ち上げ旅行でもそうだったのだ。

「それ、いつの事件ですか？」

「去年の夏だよ。あたしが入院したのは覚えているでしょ？」

「忘れるはずがありませんよ」

　黒くろ田だの要よう請せいで出動した京は、犯人逮たい捕ほに成功しながら、その代だい償しようとして肋ろつ骨こつ三本を折られて病院に運ばれた。

　楽しいはずの夏休みを、病院のベッドの上で過ごすはめになったのだ。

　そのときは、気づかなかった。

　これほど痛々しい傷きず痕あとを、京が背負わされていることになど。

「なんで、言ってくれなかったんですか？」

「あのねえ……こんなの人に見せたいわけないじゃない。特に、男の人にはさ。知らないかもしれないけど、この際だから言っておくと、あたしも女の子なんだよ」

「京先せん輩ぱいが、僕を男として見てくれているとは意外でした」

「宗太君だって、あたしを女の子だとは思ってなかったでしょ？」

「別次元の人だとは思ってましたよ。高たか嶺ねの花ってやつです」

「あたしって、そんな風ふうに見えるんだ？」

「少しは自覚してくださいよ。今も、そんな格好で側そばにいられるだけで、気が気じゃないんですから」

「ふ～ん……そうなんだ」

　唇くちびるに指を当てて、京が悪戯いたずらっぽく笑う。

　前かがみになって、下から顔を覗のぞき込まれると、宗太は我が慢まんができずに顔を背そむけた。

「照れちゃってかわいいんだから」

「そんなことして、僕の理性が飛んでも知りませんよ？」

「なんなら、今ここであたしを押し倒してみる？」

「その瞬しゆん間かん、アルテミスコードで僕を沖おきの方に飛ばすんでしょ？　頭を冷やしなさいとかなんとか言って」

「あ、それもいい手ね」

「他に何を考えていたんですか」

「知らない方がいいと思うよ。今なら抵抗しないかもしれないなんてね」

「今は冗じよう談だんに付き合う気分じゃないんですよ」

　意味深しんな笑みを京みやこが向けてくる。それから、その場で回れ右をした。

　嫌いやでも背中の火傷やけどに視線が行ってしまう。

「たまにあるでしょ？　酷ひどく自分を傷つけたいって思うこと」

　先ほどまでの雰ふん囲い気きとは打って変わって、京の声音は沈んでいた。

「京先せん輩ぱい？」

「……冗談だよ。聞き流して」

　その言葉には素直に従うことにした。

　代わりに、沈ちん黙もくを恐れて、別の話題を投げかけた。

「京先輩は、そんな傷まで背負って、どうして特課に居続けるんですか？」

「知ってるでしょ？　あたしの父親が刑務所にいることは」

「……ええ、まあ。けどだからって、京先輩が罪の意識を感じて、危険に飛び込む理由にはならないと思いますけど」

「宗そう太た君の言う通りだよ。罪の意識なんて感じてない。罪滅ぼしでもない。あえて言葉にするなら、犯罪者になった父親の影から逃げ出したかっただけ……。犯罪者と間ま逆ぎやくの立場に身を置くことで、あたしは自分の体に流れる汚けがれた血から逃げ出したかっただけなの」

「その言い方だと、今は違うみたいに聞こえますよ」

　口にすべきかどうか迷ったが、宗太はあえて踏み込むことにした。聞いてもいいから、恐らく京はそう感じさせる表現を使ったはずだから。

　宗太の指摘に、ゆっくりと京が振り向く。

「細かいこと気にしすぎだよ」

　その返事は、宗太の指摘を肯定していた。

「けど、これだけは絶対に教えてあげない」

「どうしても？」

「そう、どうしても」

「そうですか」

「……だって、特課にいる理由を知ったら、宗太君はあたしを軽けい蔑べつするもの」

　京の声は途と中ちゆうから小さくなって、最後は殆ほとんど波の音で聞こえなかった。

「はい、ここでこの話はおしまい」

　タオルで濡ぬれた髪かみと体を拭ふくと、京は水着の上からブラウスを着た。下から透すけて見える水着が、さらに京みやこを色っぽく見せる。

「で、宗そう太た君は？　やっぱり、ひなたちゃんのことが気になって寝られないわけ？」

「そうですよ。悪いですか」

「な～に、居直ってるんだか」

　おかしそうに京が笑う。

　ふてくされたように、宗太は顔を背そむけた。それでも、京が正面に回り込んでくる。

「宗太君は、ひなたちゃんのこと、好き？」

　面と向かって聞かれると、素直には答えにくい。

　それでも、頷うなずいて京に返した。

「その気持ちはちゃんとひなたちゃんに伝わってる？」

「それは……」

「宗太君はひなたちゃんとどうなりたいの？」

「どうって……まあ、デートしたり、普通に恋人同士がすることは、したいですけど……」

「具体的にはえっちぃことも？」

「当然です」

「おや、男らしい返事だ。半分は自や棄けって感じだけど」

　その冷やかしには、応じないことにした。

「けど、今は気になることがあって……福ふく島しま礼れい司じのことが主にですけど、だから、その……まずは不安から守ってあげたいんですよ」

「なるほど、本当にひなたちゃんのことが大切なんだ」

　どこか困ったような顔を京はしていた。その理由が宗太にはぴんとこない。

「大切にしてあげたいって思うのが、何かまずいんですか？」

「う～ん、場合によってはそうかな」

　意外な返事に、宗太は言葉を詰まらせた。

「もちろん、悪いことじゃあないと思うよ。宗太君のそういうところは、あたしもいいなあって思うしね」

「茶ちや化かさないでくださいよ」

「本当だって」

　どこまでが本心かはわからないが、宗太はそれ以上言げん及きゆうしないでおくことにした。話が本題から逸それるのも気持ちが悪い。

「けどね、宗太君の大切は、宗太君だけのものでしかないんだよ」

「……僕だけのもの？」

「そこにひなたちゃんは関わることができない。そうでしょ？」

「それは当たり前ですよ」

　ひなたを大切に思う感情は、宗そう太た自身のものでしかないのだから。

「それって、言葉は悪いけど、独ひとり善よがりってことなんじゃないかな」

「……そんな」

「ごめん。別に宗太君を否定したかったわけじゃないの。本当に言いたかったのはもっと別のこと」

「これ以上、僕を打ちのめすんですか？」

「どう受け取るかは宗太君次第かな」

「もったいぶらずに言ってください」

「ひなたちゃんはね。たぶん、宗太君に大切にされたいわけじゃないと思うよ」

「え!?」

「守ってもらいたいわけじゃないの」

「…………」

　何も言えなかった。温泉のあとで、ひなたに言われた言葉の意味が、京みやこのおかげでわかったような気がした。結局、福ふく島しま礼れい司じという秘密を作ったことで、宗太自身がひなたと距離を置くことになり、不安にさせていたのだ。

「宗太君が思っているより、女の子は丈じよう夫ぶにできてるから。そこまで大事にしてくれなくても、大だい丈じよう夫ぶ。強く抱だき締めたくらいで壊こわれたりはしないよ？」

「それは……そうかもしれませんけど」

「なんなら、あたしで試してみる？」

「そういう冗じよう談だんはよしてください」

「抱だき心地の良さには自信あるんだけどな」

　誘さそうような京の言葉に、足元から上に、なめるような視線を送ってしまった。

「あ、今、お試ししたいって思ったでしょ？」

「思ってません」

　宗太は真ま顔がおでうそをついてすっとぼけた。

「ま、冗談はさておき。男の子と一緒のお風ふ呂ろに入るなんて勇気、とてもあたしには持てないよ」

「ひなたは少しずれてますから」

「そうだとしても、そうさせたのは、宗太君だってこと、覚えておきなさいね」

「はい」

「うむ、よろしい」

　言いたいことはこれで終わりらしく、京が大きく伸びをした。同時に、あくびもしていた。それにつられたのか、宗太にも睡すい魔まの囁ささやきが聞こえてきた。

「さて、明日あしたに備えて、今日は寝るとしますか」

「そうですね」

「偉えらそうなこと言っちゃったから。あたしも、帰ったらお姉ねえちゃんと仲直りをするよ」

「それは何よりの朗ろう報ほうですね」

「ふたりきりになって、えっちぃことばっかするんじゃないわよ？」

　宗そう太たは笑って受け流した。

　どちらともなく、旅館に向かって歩き出す。だが、すぐにその足は止まった。

「どうやら、眠ねむれないのは、宗太君だけじゃなかったみたいだね」

　旅館の方から、菜な々な子こに連れられて、ひなたがやってくる。

　京みやこに背中を押され、宗太は転びそうになりながらも、再び歩き出した。

　ひなたから三歩ほど離れた位置で、宗太は立ち止まった。

「あのさ、ひなた……」

　言葉をかけた途と端たん、ひなたが全身をびくつかせた。

　自分の声が、緊きん張ちようで低くなっていたのを自覚する。咳せき払ばらいをして、再び口を開こうとしたとき、不自然にひなたが全身を震ふるわせた。

「おい、どうした!?」

「……あ、あれ……わたし……」

　激しく痙けい攣れんした足は、ひなたの体重を支えられず、膝ひざから折れた。正座をするように、砂浜に崩くずれる。まるで糸が切れたようだった。

　言葉を忘れ、宗太が駆かけ出す。

　体を支えようと手を伸ばす。肩かたに触ふれる寸前で、ひなたの体内からアルテミスコードが溢あふれ出した。重力支配の力が具現化し、小さな体を守る見えない壁を生み出すと、足元の砂と一緒に宗太を跳はね除のける。

　ひなたとの距離は駆かけ出す前より離れている。

　強烈な拒絶に、宗太の表情が強こわ張ばる。だが、それも、一いつ瞬しゆんのことだった。

　顔を上げた宗太の目に映るひなたは、胎たい児じのようにうずくまり、熱っぽい呼吸を繰り返していた。意識もはっきりとしていない。

　その最中、菜な々な子こだけはひなたではなく、空を見ていた。

「そんな!?　迎えが来るのは明日あしたの夜のはず。予定よりも早いじゃないのよ……」

　菜々子が下した唇くちびるを嚙かみ締める。その瞳ひとみに月が映っている。

　──八月の満月、かぐや姫ひめに迎えがくる

　宗太の脳のう裏りに、福ふく島しま礼れい司じの言葉が蘇よみがえった。

　それから、月を見上げた。何も起こらない。そう思った矢先、ひなたが低い呻うめき声を上げた。溢あふれ出したアルテミスコードが帯状に連なり、渦うずを作るようにしてひなたを覆おおう。周囲の風が荒れ狂い、砂を巻き上げて視界を潰つぶす。宗太も目を開あけていられなかった。両りよう腕うでで顔を庇かばった。踏ん張っていないと飛ばされそうだ。

　最後に、痛いほどの突風が体を突き抜け、その後は、先ほどまでの嵐が噓うそのように静けさが訪れた。

　恐る恐るまぶたを開く。

　目の前には、桜さくら色いろの蕾つぼみがあった。

　数え切れないほどの帯状のコードが、ひなたを包むように重なりあっている。一枚一枚が開花前の花びらのように、ひなたを飾っている。

　そのひなたが宗そう太たを探すように振り向いた。

「わたし……どうして……これ、どうなってるんですか？」

　返事を期待して、宗太は菜な々な子こに視線を送る。

　菜々子は携帯で誰かに連絡していた。

「巴ともえちゃん!?　私よ、状況が変わったわ！　もう迎えが来てるの！　至急システムの起動準備をお願い！　すぐにそっちに行くから！」

　目は真まっ直すぐに月に向けられている。電話を切っても、まだ視線を逸そらさない。その菜々子の唇くちびるが、小さく動いた。

　月が……。

　そう、囁ささやいたように宗太には思えた。

　見れば、空の真ん中には、大きな満月がいた。

　よく見る月の姿とは違っている。

　中心が青白く変色し、人の眼球のようだった。黒目の部分は呼吸でもするように脈動している。

　じわじわと、月全体が藍あい色いろに侵食され、やがて完全に塗ぬり潰つぶされる。

　月から目が離せない。現実離れした美しさだ。なのに、感動はない。あるのは恐怖だけ。

　両足が震ふるえる。いや、全身が震えた。体中が恐怖を訴えかけてくる。本能が悲鳴をあげている。視界がぶれるほどに、心臓が跳はねた。人が持つ防衛本能なのか、それともアルテミスコードが感じた危機なのか、とにかく体の中心が怯おびえた。

「迎えが来るわ……」

　無感動な菜々子の声が合図になった。

　まばたきをひとつ。

　空が近くなった気がした。

　まばたきをふたつ。

　さらに近くなった。

　目の錯さつ覚かくだ。

　だが、三度目のまばたきの後、宗太は自分の目を疑うのを止やめた。

　空が落ちてくる。

　そう思った瞬しゆん間かん、視界は藍あい色いろに塗ぬり潰つぶされた。月の藍色だ。世界が丸ごと巨大な物体に覆おおわれる。

　何も考えられなかった。それでもわずかに残った理性がアルテミスコードを発動させる。

「ひなた！」

　喉のどが潰れるほどに叫んだ。

　両手をひなたが天にかざす。藍色の空はもう目の前だ。恐怖に足を震ふるわせながらも、宗太は目を瞑つむらなかった。

　世界が藍色に支配され、空の落下と共に轟ごう音おんが鳴り響く。

　砂すな煙けむりが上がり、それが晴れると、頭上には星空があった。手を伸ばせば届く。見渡す限り続いている。

　地上から約三メートル。

　偽いつわりの星空は、ひなたの重力支配の力によって支えられた。

　身を縮めた京みやこが、うわ言のように呟つぶやく。

「なによこれ……アルテミスコードなの？」

　その声は震えていた。

　空から飛来した文字式の集合体。全体は藍色。深海に住む一部の生物のようにその身は透明だ。その先には本物の星空が透すけて見えた。

　厚さは数十メートルはありそうだ。

　薄うす暗ぐらい光を放つ文字式が内部を走る。形は乱れ、模様にも規則性がない。見知ったアルテミスコードとは違う。一定の形を持たない。整っては崩くずれ、崩れては何かを描こうとする。その繰り返しだ。

　その様子を、恍こう惚こつとした表情で、菜な々な子こが見上げていた。美しいものに見み惚とれるように。

「不規則な変化……。定まることのない文字式……。バグと表現すべきか、ウィルスとでも言うべきなのかしら。何にしても、規則正しいアルテミスコードとは思えない狂いようね」

　謎なぞのコードの一部が、植物の蔦つたのように天てん井じようから垂れ下がる。嫌いやな予感が駆かけ抜け、それはすぐに現実のものとなった。

　蔦が一いつ斉せいにひなたを襲おそう。

「くそっ！」

　宗そう太たは砂を蹴けった。蔦よりも先に、ひなたに手を伸ばす。だが、その手がぬくもりに触ふれることはない。

　皮肉なことに、ひなたの重力支配の壁に阻はばまれ、足の止まったところを、藍色の蔦に横なぎに払はらわれた。腹部に重たい衝しよう撃げきが走る。両足に力を込めた。だが、足の裏は地面を離れ、股またの下を冷たい浮遊感が駆け抜ける。

　悔くやしさに雄おたけびを上げながら、宗そう太たは大きく弾はじき飛ばされた。

　瞳ひとみの中のひなたは急速に小さくなった。

　着地の恐怖に備える。その前に天てん井じように激突して跳はね返った。落下の直前、宗太の体を何かが受け止めた。そのクッションごと、砂浜の上を転がる。肩かたに激痛が走った。痛みを認識したときには、全身砂だらけで大だいの字になって倒れていた。

「年寄りに無理をさせるんじゃないよ」

　黒くろ田だの声が頭の上でした。

　体を起こすと、砂を払はらう黒田と目があった。苦笑いの裏に、困こん惑わくが見え隠かくれしている。黒田の背後には、つばめの姿もある。

「まるでクラゲのバケモンですな。クラゲん時期は、も少し先やったと思うてましたのに」

　軽口を叩たたきながら、つばめがアルテミスコードを発動する。その瞬しゆん間かん、偽いつわりの星空が反応した。真上から一本の蔦が新たに生まれ、つばめに襲いかかる。

「つばめ先せん輩ぱい！」

　声に反応したつばめが、砂を蹴けって飛び退のく。蔦は地面に触れる寸前で急停止した。着地と同時に、つばめがアルテミスコードを収める。それでも藍あい色いろの蔦つたは、構わずにつばめを目指す。それが途と中ちゆうで三つに分裂し、ひとつは京みやこに、もうひとつは宗太を強きよう襲しゆうする。

　虚きよをつかれ、宗太の反応は遅れた。間かん一いつ髪ぱつのところで、砂浜に転がって回かい避ひする。顔を上げ、京とつばめを探した。

　ふたりとも無事だ。

　黒田と菜々子が狙ねらわれた形けい跡せきはない。どちらも元いた場所に立っている。

「まったく、迷めい惑わくな話ですなあ。こないなバケモンにまで好かれるとは」

　警けい戒かいしつつ、宗太が言葉を繫つなぐ。

「アルテミスコードに反応したのか？」

「冷静に分析しているヒマはなさそうよ」

　京が言った通り、立ち止まっている余よ裕ゆうはなかった。鎌かま首くびをもたげた蛇へびのように、藍色の蔦が宗太を見下ろしている。

　天てん井じようからは次々と蔦が生み出される。

　五本の蔦が宗太目掛けて突っ込んできた。宗太の反応は早かった。早かったが、それでも遅すぎた。

　一いつ瞬しゆんにして、左右を蔦に塞ふさがれ逃げ場を失う。正面に藍色の壁が迫っていた。助かる道はどこにもない。接近する列車のランプを見み据すえながら、線路に立っているような恐怖だった。心臓が激しく脈打つ。このまま轢ひかれる。肉が弾はじけ、骨が砕くだける。そう思っても、今さら体は何の反応もしない。

　そのとき全身を貫いたのは、ひなたの叫びだった。

「宗そう太たさん！」

　声と共に、視界が桜さくら色いろに包まれる。すると、藍あい色いろの蔦つたが軽々と空に浮いた。蛇へびのようにのたうち回るが、重力支配の力に抗あらがう術すべはない。

　見れば、頭上にはひなたのアルテミスコードが作る桜色のカーテンがかかっていた。まるでオーロラだ。それが壁となって、謎なぞのコードの侵攻を完全にシャットアウトしている。

　カーテンの一枚一枚が花びらとなって、ひなたが花のように咲いていた。その中心で、ひなたは同じく桜色をしたアルテミスコードの膜まくで守られている。表面を文字式が走る。幾何学模も様ようを描くそれは古代文明の文字のようだ。

　尻しり餅もちをついた姿し勢せいから、宗太は立ち上がる。

　真っ先に、京みやことつばめの無事を確認した。ふたりとも、未だに危機から覚さめ切れない顔をしている。

「広範囲に、重力支配の力が届いてるのか……」

　宗太たちがいるのは、ひなたが作った直径約十メートルのドームの中だ。

「アルテミスコードが活性化しているとでも考えるべきかしらね。桜色に変色していることと関係があるのかもしれないわ」

　京が空を見上げ、口を開く。

「あたしたち、助かったの？」

「そう思うには、まだ早いんと違います？」

　つばめは天てん井じようとひなたを見比べていた。

　ひなたは今もなお、藍色の天井を支え、無数の蔦の襲しゆう撃げきを重力支配の力で凌しのいでいる。

　簡単には突破されないだろう。だが、無限に力を使えるわけではない。ひなたの体力が尽きればそれまでだ。そして、それはそう遠くないことを、強こわ張ばった横顔が物語っていた。

　そんな中、真っ先に行動したのは菜な々な子こだった。背後の山に向かって指を指す。夕方に、黒くろ田だが出かけていった場所だ。

「キョウちゃん、私をあの山の中腹に見える建物まで連れて行って」

　戸と惑まどいを隠かくせない京の代わりに、宗太が口を挟はさむ。

「あそこに何があるんですか？　これは一体何が起きてるんですか!?」

「説明は後だ。京、とにかく菜な々な子こを連れて行ってくれ。そこに巴ともえもいる」

「……きちんとも説明もしてくれなきゃ、協力もできなくなりますからね！」

　文句を言いながらも、京は菜々子の手を摑つかむ。アルテミスコードを発動させ、この場から瞬しゆん時じに消えた。

「黒田さん！」

　もはや苛いら立だちを隠かくし切れない。

「わかっていたのは、八月の満月に、こうした現象が起こるってことだけだ。俺おれは直じかに見たわけじゃないが、十二年前の当時、上うえ杉すぎ杏あん奈なを研究していた連中がこれを体験している」

「どうして、そんな大事なこと黙だまってたんですか！」

「大事なことだから黙ってたに決まってるだろ。それに、これを話せば、その先も言わないわけにはいかないからな」

「その先？」

「過去、五人のかぐや姫ひめは、八月の満月を迎えたあとで命を落としてるんだよ。数日の誤差はあるが、たったの十日程度だ。誰だって、この状況がかぐや姫の死に関連していると考えるだろうからな」

　今にも摑つかみかかろうかという勢いの宗そう太たに対して、黒くろ田だの態度はあくまで淡々としていた。それが、膨ふくれ上がる苛いら立だちの感情を、急速に冷やしていった。自分もひなたに対して同じことをしていたのを思い出したからだ。福ふく島しま礼れい司じのことを今も隠している。

「今さら言っても遅いが、朝を待って、全員に話して聞かせるつもりだった。この事態に備えるために。一日早く事が起こるとは、こっちも予想外だ」

「せやけど、対策は取れてるんでっしゃろ？」

　ああ、と短く答えながら、黒田が後方の山を振り向く。その目は、中腹の建物ではなく、山頂に注がれた。

「何をしようって言うんですか？」

「……先月、銀の箱はこ舟ぶねが月のアルテミスコードを使ってみせただろ？　要はあれと同じだ。地上から月のアルテミスコードの活動を制せい御ぎよする」

　説明が終わる前に、突とつ如じよ、歌声が響いた。背筋を凍こおらせる冷たい声こわ音ねだ。耳を塞ふさいでも音量は下がらない。隣となりでつばめも体を丸める。

「なっ、これって……あのときの!?」

　先月にも味わった感覚。体が記き憶おくしている畏い怖ふ。月つき乃の宮みやの病院の廊ろう下かが脳のう裏りに蘇よみがえる。銀の箱舟の事件でのことだ。カラスを名乗る男が、月を操あやつり、死亡した中なか条じよう明あき人とを生き返らせた。

　そのときとまったく同じ悪お寒かんが全身を支配している。

　山頂から一筋の光が空に走った。アルテミスコードの光だ。真まっ直すぐに月を目指している。宗太の目にはふたつが繫つながったように見えた。その瞬しゆん間かん、地鳴りのような呻うめき声が響いた。頭の上だ。見上げれば、藍あい色いろの星空がもがき苦しんでいた。文字式が四散し、粒りゆう子しとなって散る。手を伸ばせば届くほどの距離にあった偽いつわりの空は、現れたときと同様に急速に遠ざかった。

　神秘的な藍色の輝きは失われ、月が本来の銀色を取り戻す。

「……終わったのか？」

　宗太の疑問に、黒田が安あん堵どのため息で答える。それから一いつ瞬しゆん遅れて、腹の底を揺さぶる爆音が轟とどろいた。

　反射的に音の方に向き直る。山の中腹。コンクリートの建物がある場所だ。そこから赤い炎ほのおが上がっている。黒い煙けむりが空に広がる。

　月を目指したアルテミスコードの光のラインは、弾はじけるようにして消滅した。

　歯は軋ぎしりの音がした。それは黒くろ田だの焦しよう燥そうだ。わけもわからず、宗そう太たは下した唇くちびるを嚙かんだ。

　携帯片手に、黒田が月を見る。

「……っ」

　声にならない吐と息いきがもれる。手から携帯が滑すべり落ちた。それを宗太が拾ひろう。回線は繫つながっていた。

「そっちは無事ですか!?」

「……その声は真さな田だか？　黒田課長はどうした？」

「今のところは無事です。それより、何が起きているんですか？」

「わからない。何者かに施設を爆破された……。京みやこと菜な々な子こさんをそちらに戻したい。映像を送ってくれ」

「わかりました」

　返事の途と中ちゆうでぶつっと耳みみ障ざわりな音がした。何度呼びかけても、巴ともえの声は聞こえない。回線が切れている。リダイヤルをしても繫がらない。

　いつのまにか、耳を塞ふさぎたくなる歌声も止まっていた。

　周囲がやけに明るい。足元の砂が青白く照らされている。

　自然と空を見上げた。月が再び藍あいに染まっていた。

「空が降ってくる……」

　すぐに予感は現実となる。藍色の空が落ちてきて、それをひなたが受け止めた。周囲は閉ざされ、逃げ道はなくなる。

「ううっ……」

　ひなたの膝ひざが沈む。

「なんで、いつもひなたなんだよ！」

　悪態を吐つきながらも、宗太はアルテミスコードを使った。感覚を一気に押し広げ、京と視覚をリンクする。

　一秒と待たずに、京のアルテミスコードが眼前に展開された。京と菜々子がやってくる。

「 巴ともえ先生は？」

「無事だよ。残って消火活動してる」

　空を観察する菜々子の表情に影が落ちる。

「……さすがにこうなるとまずいわね」

　体の奥底で喚わめき散らしていた憤いきどおりを、宗太は拳こぶしを砂に叩たたきつけて黙だまらせた。

　ひなたの重力支配能力でさえも、支えるので精一杯だ。他の誰の能力に頼っても、起き死し回かい生せいの策は思いつかなかった。

「この状況、どうにかならないんですか？」

「彼女が朝まで耐え続けることができれば、あるいは……」

「黙だまって見てろっていうんですか？」

　菜な々な子こが視線を落とす。

「可能性があるとすれば福ふく島しま礼れい司じだ。やつなら、何か知っているかもしれんが……」

　驚いて振り向くと、宗そう太たは無意識に声に出していた。

「福島礼司……」

　前に一度だけ会った男。

　謎なぞの言葉を残して消えてしまった。

　八月の満月に、かぐや姫ひめに迎えがくる。

　少なくとも、福島礼司は今日起こることを知っていた。だからといって、ひなたを助ける方法を知っているとは限らない。それでも、他に可能性がない以上、今はそこにすがるしかなかった。

「ひなた、必ず助けるから、少しの間、がんばってくれ」

　返事の代わりに、ひなたがにっこりと微笑ほほえむ。しゃべる余よ裕ゆうもないのだ。

　それから宗太は、京みやこを振り向いた。

「京先せん輩ぱい、僕をここから外に出してください」

「何か考えがあるんだよね？」

「はい」

「どこまで飛ばせばいい？」

「旅館の側そばまでお願いします。戻るときは、僕の力で合図しますんで」

　了りよう解かい、迎えに行くと言って頷うなずくと、京がアルテミスコードを展開させた。

　瞑つむった目を開く。宗太はひとりで竹林の中に立っていた。振り向くと、砂浜に巨大な繭まゆがあった。野球場をひとつ飲み込んでも足りないほどに大きい。その中心に、豆まめ粒つぶのような桜さくら色いろの空間を見つける。ひなたがいる場所だ。ぐっと奥歯を嚙かみ締めて、宗太は旅館の中に駆かけ込んだ。
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　行き先をどこにするか迷ったが、宗太は自分と黒くろ田だが使っている部屋に戻った。西側の窓からなら、月も砂浜の繭も見えると思ったからだ。そして、その考えは正しかった。

　室内は静寂に包まれ、宗太の息いき遣づかいだけが静せい謐ひつを乱す。

　ドアは開けたままにした。

　お茶を注ぎ、ゆっくりと飲み下す。熱さが喉のどを駆かけ下り、胃に到達する感かん触しよくがリアルに残った。それから、煮えたぎる吐と息いきをひとつ落とす。

「もうかくれんぼって歳としでもないでしょ」

　誰もいない室内で、語りかけるように言葉を紡つむぐ。壁や障しよう子じ、それと天てん井じようが宗そう太たの声をやわらかく反響した。

　だが、返事はない。

「回りくどいのはもう十分だ！　福ふく島しま礼れい司じ！」

　宗太の叫び声が、しじまを打ち砕くだく。

　再び静寂が訪れる前に、人の気配を背後に感じた。

　正面の鏡に、黒のスーツを着た男が映る。振り向くと同時に、宗太は飛び退のいて距離を取った。

　黒の双そう眸ぼうと視線がぶつかる。目を見み据すえ、表情を窺うかがい、最後に全身を確認した。左手からは京みやこがつけた手て錠じようが下がっている。その左手には、見慣れない黒光りする物体が握にぎられていた。

　拳けん銃じゆうだと認識したときには、宗太は無意識に口を開いていた。

「福島礼司……」

　憎にく々にくしげな声こわ音ねになっている。

「前に言ったはずだったが。年配者の名を呼ぶときは、さん付けをするべきだと」

　緊きん張ちようが宗太の体をがんじがらめにする。

　礼司が手にした銃の存在が、さらに宗太の精神を蝕むしばんでいた。

　呼吸すらも難しい。胃と心臓が圧迫される。何者かに握られているようだ。

　それでも、宗太はまばたきをするのも忘れて、福島礼司を睨にらみつけた。

　目を離せば、次の瞬しゆん間かんにはいなくなっているかもしれない。

　宗太とは対照的に、礼司は周囲の様子を窺っている。

「見ての通り僕はひとりですよ」

　何とか吐はき出した言葉に、礼司がそのようだなと短く応じた。

「左手の甲こうを私に見えるように出してもらえるかな」

「随ずい分ぶんと用心深いんですね。たかだか、日本の高校生ひとり相手に」

　初めから抵抗する意思がない宗太は、逆らわずに言われた通りにした。

「君と片かた桐ぎり京みやこの力があれば、この状況下でも私を捕とらえることは可能だろう？」

「今はそれどころではないですよ」

「そうだとしても、またこんなものをぶら下げられては敵かなわない」

　自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべながら、礼司は左手の手錠をじゃらっと鳴らした。

「僕は完全に丸まる腰ごしです。できたら、その銃を下ろしてくれませんか？」

「この状況でそれを言えるとはたいした度ど胸きようだ」

「この状況だから言えるんですよ。あんたの目的が僕を殺すことなら、いつだってできたはずだ。けど、あんたはそれをしなかった。ひなたに対してもそうだ」

　宗そう太たをじっと観察した後で、礼れい司じは無言のまま銃を下ろした。慣れた手つきで、ベルトの後ろに仕し舞まう。

「私がいることにいつ気がついた？」

「ひなたが温泉で倒れた後です。僕のアルテミスコードは、視覚をリンクしたときに、誰かと繫つながったという感覚が残るんです。何度もリンクを繰り返せば、相手が誰かもわかるようになる。今回に関しては、繫がった人数でわかりました。僕とひなたを除のぞけば、別荘の敷地内には、五人しかいないはず。それなのに、いるはずのない六人目が存在したら変でしょ」

「私としたことが不用意だったな」

「御ご託たくはもういい。答えてもらうぞ！　今、ひなたに何が起きている！　どうすればひなたを助けられる！」

「八月の満月に、月から迎えが来るといったはずだ。その迎えが来ただけのこと」

　大きく見開いた目に、宗太は国際指名手配犯を映した。

　強く嚙かみ締めた口元が歪ゆがみ、表情全体に獰どう猛もうな光が宿る。

　それを受け止める礼司の方は、透すき通った瞳ひとみをしていた。

　体の中で暴れる感情のまま、宗太は礼司の胸むな倉ぐらを摑つかんでいた。

「その迎えってのはなんだと聞いている！」

「千年の昔から、かぐや姫ひめは月に帰ると決まっている。竹取物語が語るように……」

「そんなの作り話だろ！」

「そうではないと言ったらどうする？」

「否定するに決まってる。アルテミスコードが発見されたのは十五年前。月のかけら落下後の話だぞ。あんたも知ってるだろ」

「人の常識で語れば、そうなるだろうな。だが、その常識を捨てなければ、アルテミスコードとは向き合えない。それだけのものを、君はすでに目まの当たりにしたはずだ。藍あい色いろの月、天を覆おおう偽いつわりの星空。迎えに来たのは、友好的な月の使者ではなかった……そうだろう？」

「……なら、この後、どうなる？　月の都みやこに帰るってのはなしだぞ」

　質問する声は、か細く震ふるえていた。

「かぐや姫は月に食われる」

　冗じよう談だんを言っている目ではなかった。その言葉を現実が後押ししている。

　宗太の震える拳こぶしに、礼司の冷たい手が重なった。

　無言の意思に屈するように、宗太は両手を離した。動揺を隠かくし切れない。

　乱れてしわになったスーツを、礼司が下に引っ張って伸ばす。

「かぐや姫のアルテミスコードが桜さくらに色づき、月は藍色に染まる」

　言葉を聞き逃すまいと、宗太はじっと耳を傾けた。

「六年前のあの日もそうだった。セルマは月のアルテミスコードに飲み込まれて、私の前から消えた」

　月を見上げる礼れい司じの目に、どす黒い憎ぞう悪おが宿った。

「翌日の朝、月が沈むと共に、セルマはどこからともなく帰ってきた。だが、戻ってきたのは、私の知っているセルマではなかった」

　口を挟はさまずに宗そう太たは、必死に耐えて続きを待った。

「話しかけても何も言わない。笑うことも怒ることもなくなっていた。感情と呼べるものの一切が失われ、私のことも忘れていた」

「そんな……」

「銀色の髪かみは真っ白に染まり、体内からアルテミスコードが消えていた」

「アルテミスコードが消えた!?」

　頷うなずくと共に、礼司は真まっ直すぐに宗太を見み据すえてきた。

「どうして、セルマが死ななければならなかったのか、私はその理由を知るために、世界を回り、そして、日本に帰って来た」

「ふたり目のかぐや姫ひめは、あんたが殺したんだろ」

「……ああ」

　勢いで絞しぼり出した疑問には、肯こう定ていの意思が返された。

　それで、宗太はますますわからなくなった。

「僕をからかっているのか？」

「君をからかって、私に何の利益があると思う？」

　剝むき出しの宗太の感情を受け流すように、礼司は窓の外の空を見上げた。

「三人目も、四人目も、そして五人目も、月に食われておかしくなった。何もしなければ、今日、立たち花ばなひなたは、君の知る立花ひなたではなくなるぞ」

　鼓こ膜まくを刺激した礼司の声こわ音ねを、宗太はすぐに言葉としては認識できなかった。

　酷ひどく穏おだやかで、何の躊躇ためらいもなく、淡々とした口調だった。

「ひなたが……ひなたでなくなる？」

　自分の爪つま先さきを見つめながら、宗太は言われたことを反はん芻すうした。

　今さらのように、宗太の体を緊きん張ちようが縛しばりつけた。足が床ゆかから離れない。

「命を取り留めたとしても、残された道は悲ひ惨さんなものだ。アルテミスコード研究のモルモットにされて、人間らしい生活はできなくなる。人形もいいところだ」

　怒りを押し殺すように、礼司が拳こぶしを握にぎる。

「だから、あんたはセルマ・リンドベリを殺したのか。彼女を解放するために……」

　礼司は何も言わない。ただ、その目が物語っていた。

「研究員を三十人も殺したのは、彼女をモルモットにした報いだからか？」

「君は大きな勘かん違ちがいをしている」

「勘違いだと？」

「研究員を殺害したのは私ではない」

　宗そう太たは驚きに眉まゆを顰ひそめた。真実かどうか疑う気持ちがありながらも、どこかで礼れい司じの言葉を信じていた。

「なら、研究所からデータを持ち去ったのはあんたじゃないのか？」

「私がセルマをこの手にかけたときには、すでにデータは何者かによって抹まつ消しようされていた。研究員も、殺されたあとだったよ」

「それを信じろと？」

「君が信じようが、信じまいが、私にとっても君にとっても、それはどうでもいいことだろう？　君には時間がないはずだが？」

　わずかに芽生えた好奇心は、胸の奥底に仕し舞まいこんだ。

「ひなたを救う方法は？」

「ある……のだろうな」

「はぐらかすなっ！」

「現にひとりだけ、八月の満月を迎えたあとでも、生きているかぐや姫ひめがいる」

　礼司の言葉が終わる前に、宗太はひとりの少女の面影を思い出していた。

「上うえ杉すぎ杏あん奈な……」

「回かい避ひは不可能だと思っていたが、彼女だけは今も生きている。ならば、絶対ではない」

「けど、上杉杏奈は十二年も前に死んだことになっているんだぞ」

　この件に関しては、黒くろ田だがうそをついているとは思えない。

「なら、月つき乃の宮みや大学の礼拝堂にいる少女は何者だ？」

「それは……」

「会って言葉を交わすこともできる存在を、現実と言わずに何と表現する？」

「あんた、会ったのか？」

「ああ。彼女は最も真実に近い場所にいる人物だからね。かぐや姫のことも、アルテミスコードのこともそのすべてを理解しているのだろう」

「それを知っていて、あんたはどうしてここに来た！　上杉杏奈にすべてを聞けばよかったはずだ」

「彼女に言われたのだよ。真実に近づきたければ、すべてのかぐや姫を見届けろと」

「ふざけるなよ……馬鹿にして……」

　それはここにはいない少女に向けた言葉だった。

「可能性を信じて抗あらがうか、現実を受け入れて諦あきらめるか。それは君次第だ」

「あんたはどうするつもりだ？」

「もう言ったはずだ。見届けると。安全な場所から、高みの見物をさせてもらうよ。下へ手たに近づけば、私の中のアルテミスコードを狙ねらって、あれが襲おそいかかってくるからね」

「僕たちがどうなろうと知ったことじゃないってわけか」

「当然だろう。立たち花ばなひなたを救いたいのは、私ではなく君だ。私は知りたいだけなのだから。それに、君は何をすべきか、もう気づいているのだろう？　もはや私は用済みのはずだ」

「……あんたの話が本当なら、起因となった桜さくら色いろのアルテミスコードを元に戻せば、月の迎えを止められるかもしれない。けど、その方法がわからない」

　藍あい色いろに覆おおわれた空を見ると、余計に不安が募つのってくる。

「アルテミスコードとて、何の目的もなく、その性質を変化させることはないだろう」

「その目的を達成すれば、元に戻るって言いたいんだろうが、それがわからないって言っているんだよ！」

「可能性を探りたいのなら、彼女の側そばにいるべきではないのか？　もうあまり時間はないぞ」

　礼れい司じの額ひたいにアルテミスコードが浮ぶ。一いつ瞬しゆんにして礼司の体は空間に溶とけ込んだ。足音も暗くら闇やみの中に沈む。

　一人残された宗そう太たは、舌した打うちを部屋に落とし、砂浜に向かって駆かけ出した。
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　旅館の外は美しい藍色に支配されていた。

　竹林の先には、宝石のような繭まゆが横たわる。

　宗太は京みやこに合図を送るために、力を発動させ、視界をリンクする。すぐに京が側そばに飛んできた。

「ひなたは!?」

「だいぶ体力を消しよう耗もうしてる。たぶん、もうそんなに長くは……」

「……中に僕を飛ばしてください」

　京の手が肩かたに触ふれた。宗太の体がアルテミスコードに包まれる。世界は藍色から桜色に変化した。

　真っ先に、ひなたの姿を探す。小さな体は暗くら闇やみの中にあった。憔しよう悴すいしきった頰ほお。荒く繰り返される呼吸。額ひたいから垂れる汗あせ。張りついた銀の前まえ髪がみ。

「宗太さん……戻ってきてくれたんですか？」

　掠かすれた声だった。

　曇った表情に一いつ瞬しゆんだけ光が差した。その直後、体がくの字に折れた。両手をついて体重を支える。その腕うでも心細いまでに震ふるえていた。

　辛かろうじて、アルテミスコードを維持している状態だ。今、気を失ってもおかしくない。

　大人おとなの胴どう回まわり以上もある藍あい色いろの蔦つたが、頭上から次々に襲おそってくる。鞭むちのようにしなる蔦は、その一いち撃げきで、家屋を破壊するほどの威力はあるだろう。生身の人間がまともに受ければ、全身が粉々になる。

　今は手助けしてあげることもできない。やれることはもっと他にある。

「菜な々な子こさん、アルテミスコードが桜さくら色いろに変色した理由に心当たりは？」

　一いつ瞬しゆん、目を見開いて菜々子が驚く。だが、すぐに真顔に戻る。

「なるほど、原因をなくそうって発想ね」

「何かないんですか？」

　じっとひなたを見み据すえたまま、菜々子が考え込む。

「これは、アルテミスコードを生物的なものと仮定した場合の話になるわよ。突とつ拍ぴよう子しもない仮説だと思って聞いて頂ちよう戴だいね」

「前置きはいいから早くしてください！」

「植物にしろ、動物にしろ、生態や形状を大きく変化させる時期はふたつあるわ。ひとつは成長時期。幼生が成体になる瞬しゆん間かんのこと。蛹さなぎが蝶ちようになると言えばわかるかしら？　もうひとつは繁はん殖しよく期き。その時期になると特有の行動を取る生物は多数いるわ。中には変色するものもいる」

「過去に、アルテミスコードでどちらかの例を観測したことは？」

「ないわ」

　苛いら立だちを隠かくせずに、宗そう太たは舌した打うちをする。

「可能性、あるかもしれへんよ」

　振り向くと、つばめが真剣な目で、ひなたを見み据すえていた。

「さっきから、妙みようにアルテミスコードがざわついてます。こないな感覚、初めてのことでっせ」

　無言のまま、宗太は京みやこを見た。

「つばめもってことは、気のせいじゃないみたいね。半分は月に怯おびえて、もう半分はひなたちゃんに反応してる。そんな感じは確かにするわ」

　宗太は左手の甲こうに視線を落とした。特に何も感じない。

「コードの数が影響しているのかもしれないわね。けど、どれも何の根こん拠きよもない妄もう想そうよ」

「可能性があるなら、確かめればいいんですよ」

　京とつばめに目配せを送る。

　ふたりが同時にひなたに手を伸ばす。ひなたを包む桜色の膜まくに触ふれると、体内からアルテミスコードが溢あふれた。

「うそっ、あたし、力を使ってないよ？」

「なんや、ほんまにけったいな感覚ですわ……」

　ふたりのアルテミスコードが布状に広がり、桜さくら色いろの膜ごとひなたを包み込む。

「本当に、反応しているとでも言うの？」

　期待を込めた五人の視線が集中する。

　一秒。また一秒と時を刻む。

　息を吞のむ沈ちん黙もくが続く。そこに偽いつわりの星空が衝しよう撃げき音を撒まき散らす。天てん井じようを支える壁を、無数の蔦つたが殴なぐりつける。そのたびに、ひなたが苦しそうにもだえ、地面が震ふるえた。

　どれだけ経たっても、京みやことつばめのアルテミスコードはそれ以上の変化を見せない。やがて、何事もなかったかのように、ふたりの体内に戻ってしまった。

　ひなたのアルテミスコードも桜色のままだ。ひなた自身にも変化はない。辛つらそうに呼吸を繰り返し、藍あい色いろのコードの侵しん攻こうを阻そ止ししている。

　宗そう太たが触ふれても、同じ反応しか起こらない。

「何かが足りないとでもいうのかしら……。それとも今ので何かが起こったの？」

　地面が激しく揺れた。これまでにない衝しよう撃げきだ。藍色の空は蔦を仕し舞まい、その身すべてを桜色の壁にぶつける。

　渾こん身しんの一いち撃げきが、嫌いやな音を運んできた。それまで突破を許さなかった壁に、一本の亀き裂れつが走る。

「ぐっ……」

　小さな背中が跳はねる。

「ひなた！」

「もう……長くは支えられそうにないわね」

　菜な々な子この目が黒くろ田だに訴えかける。静かに、黒田は頷うなずいた。

「京、ここから全員を避ひ難なんさせろ」

「……あの桜色の膜まくがある以上、ひなたちゃんを連れて行くことはできませんよ？」

「ああ。わかっている」

　その声はしっかりとしたものだった。

「待ってください！　そんなのって！」

「……いいんです。行ってください、宗太さん。もう、わたし、だめみたいです……だから、その前に、京先せん輩ぱいの力で、外に……ううん、遠くに逃げてください。お願いします……」

「何言ってんだよ！」

　宗太の叫びが、天てん井じようを破壊しようとする藍色の蔦の猛もう攻こうに搔かき消された。桜色のカーテンには、次々にひび割れが生じ、今にも崩くずれそうだ。

「お願いします……行ってください……」

　喉のどを詰まらせてひなたが咳せき込む。

「わかったなんて言えるわけないだろ！」

　ひなたを守る桜色の膜に、宗太は両手の拳こぶしを叩たたきつけた。

　左手の甲こうが熱い。アルテミスコードが反応している。だが、それ以上は何も起こらない。何事もなく、消えてしまう。

「くそっ！　だめなのか!?　どうして、何も起こらないんだよ！」

「言ったはずよ。ただの妄もう想そうに過ぎないって」

「もう逃げてください。わたし、これ以上は……ほんとに支えられそうにありません……。今なら京みやこ先せん輩ぱいの能力で、みんな無事に逃げられるはずです！」

「行くなら、ひなたも一緒だ。これを消すことはできないのか？」

　ひなたを守る膜まくがなくなれば、京の力で連れ出せる。

「いつもみたいに、思い通りに力が使えないんです……。だから、お願いします！」

　力いっぱい膜を殴なぐりつける。数ミリという厚さのくせに、びくともしない。逆に、宗そう太たの拳こぶしが切れて血が流れた。

「やめて、宗太君！」

「止めないでください！」

「このままだと、みんな飲み込まれてしまいます！　そんなのわたし、我が慢まんできません！　だから行ってください！　お願いだから行ってください！」

「ひなた……」

「……こういう日が来ること、なんとなくわかっていたんです。前にかぐや姫ひめの夢を見たときに、予感はありました。思っていたよりも、ずっと早くきちゃいましたけど、わたしはだいじょうぶですから。覚かく悟ごはしてましたから……その日が来たら、こうしようって決めてましたから……」

「僕はそんな言葉を聞きたいんじゃない！」

「ごめんなさい。宗太さん……」

「どうして、謝るんだよ！　何も悪いことしてないひなたが！」

「短い間でしたけど、宗太さんと一緒にいられて楽しかったです……」

「やめろ、ひなた！　そんなの……ここでお別れみたいじゃないか！」

「最後になっちゃうんですよ。だから、聞いてください。もう、あまり時間もありません。だから……」

　ぽんと肩かたに手を置かれた。振り向くと、京みやこが沈痛な面おも持もちで宗太を見ている。

　奥歯を必死に嚙かみ締めた。そうしないと、涙なみだが溢あふれそうだった。

「宗太さんにはとても感謝しています……」

「ひなた……」

「……わたしの世界は、ずっと研究所の中だけでした。冷たいコンクリートの壁に囲まれた真っ白の箱庭です。そこから出られないまま、色のない世界で、一生が終わるんだって前は思っていました。だけど、宗太さんが全部変えてくれました。学校に通って、勉強をして、お弁当を食べて、下校して、また行ってきますを言って、ただいまって帰ってくるんです。そんな毎日が宝物でした」

「どうして、そんなこと言うんだよ……」

「憧あこがれの体育祭にも参加できました。花火も見せてもらいました。それからこうして海でも遊べたんです。真っ白だったわたしの世界を、宗そう太たさんが彩いろどってくれたんです」

「そんなのこれからも続いていくんだよ！　他にももっとやりたいこととか、見たいものがあるんだろ！」

　ひなたが首を左右に振る。

「もうたくさん幸せをもらいました。両手でも抱かかえきれないほどの幸せをたくさん。宗太さんがくれたんです」

「そんなことはない。まだ、僕はひなたに何もしてあげられてない！　今だって、僕は……」

「誰かを好きになることを教えてくれたのは、宗太さんじゃないですか。もう、それだけでも、十分なくらいなんですから。だから、その宗太さんも一緒に終わるなんて嫌いやです！」

　返す言葉はなかった。頰ほおを涙なみだが伝っていく。嗚お咽えつを嚙かみ殺すので精一杯だった。

　空が唸うなる。天てん井じようの一部に穴が空あいた。ガラスが砕くだけるような音が耳をつんざく。その小さな穴が徐じよ々じよに押し広がる。

「もう行ってください！」

　ひなたが全身で叫んだ。

「これ以上は、彼女を苦しめるだけよ……とっくに限界は超えているもの。わかるでしょ？」

　体力はもうない。空気を求める唇くちびるは、唾だ液えきで濡ぬれていた。

「京みやこ、全員を外に飛ばせ！」

「けど、ひなたちゃんは!?」

「行ってください、京先せん輩ぱい！　お願いします！」

「僕は残ります」

「だめです！　宗太さん！　そんなのだめですよ！」

　膝ひざを突いた宗太の背中に、黒田の声がかけられた。

「……同じ立場に置かれたとき、お前ならどうするんだ？」

　振り向くと、胸の痛みに苦しむ黒田の顔があった。選びたくないものを、それでも選ばなければならない。それを知っている者の目をしている。

　砂に両手をついて、宗太は腹の底から吼ほえた。やり場のない憤いきどおりが全身を震ふるわせる。閉じたまぶたの裏には、ひなたの顔が映っていた。強がった顔。慌あわてた顔。照れた顔に、拗すねた顔。膨ふくれっ面つらもあれば、しょんぼりした表情もある。それでも、最後は満面の笑みが浮かび上がった。

　目を開けると、同じ表情をしたひなたがいた。

　体を起こすときには、鼻をすすり、涙なみだを拭ふいた。

「……わかりました。行きます」

　奥歯を嚙かみ締め、決意を声にして搾しぼり出した。

「よかった……宗そう太たさん……」

　そのときになって、ひなたの頰ほおに涙が落ちた。

「ほんと……よかった。よかったです……よかったのに……わたし……」

「ひなた」

「ごめんなさい。最後まで我が慢まんしようと思ってたのに、だめですね、やっぱり……。ほっとしたら……」

「もう我慢するな。泣いてもいいんだ」

　一度は止めたはずの涙が、再び溢あふれ出す。顔はもうぐしゃぐしゃだ。

　背後では、京みやこがひとりずつ瞬しゆん間かん移動させている。

「……これで終わりだと思うと……だめになっちゃいました。もっと宗太さんと一緒にいたかった……ほんとはいたいに決まってるじゃないですか！」

「わかってるよ。わかってるから。何を言ってもいいんだ。わがままだって何だって」

「ほんとはこわいです！　一緒にいたいです！　でも、それはだめだから……そんなのはもっと嫌いやだから……」

　感情が言葉にならない。

「もっと一緒にやりたいこともありました。あったんですよ。秋には文化祭もしてみたかったです。クラスのみんなと遅くまで残って準備をして、当日は宗太さんと学校中を回るんです。クリスマスには、少し背伸びをしたおしゃれをして、ふたりでケーキを食べたかったです。年が明けたら、初はつ詣もうでにも行くんですよ。綺き麗れいな着物を着て、ふたりでお願いするんです。ずっと、一緒にいられますようにって……お願いする前に、だめになっちゃいましたけど……」

　涙に濡ぬれた声は、殆ほとんど聞き取れないほどだった。

「バレンタインのチョコは、絶対に手作りにしようって決めてました。そのときは、また京先せん輩ぱいに特訓してもらうんです。そうすれば、きっと……宗太さんも喜んでくれますから。春になったらお花見をして、また夏が来たら、お祭りにいって花火を見るんです。秋にはたくさんおいしいものを食べて、冬になって雪が降ったら、外に出て、馬鹿みたいに遊んでみたかったんですよ……ずっと……一緒にいたかったんです……」

　まくし立てた言葉は嗚お咽えつと共に途と切ぎれた。

「宗太君……」

　振り向くと、残っているのは、京だけだった。すでに黒くろ田だと菜な々な子こ、それにつばめは京の能力で外に飛ばされたのだ。

「ひなた、もう行かないと……」

「はい」

　涙なみだを止めて、ひなたがにっこりと微笑ほほえむ。

「じゃあ飛ぶよ」

　京みやこが差し出した手に、宗そう太たはそっと手を重ねた。

　瞳ひとみで合図を送ってくる。

「さよなら……宗太さん……」

　京の能力が発動する。その瞬しゆん間かん、宗太は手を引っ込めた。

「え!?　宗太く……」

　声は最後まで繫つながらなかった。

「京先せん輩ぱい？　何が……まさか!?」

　砂を踏み締め、ひなたに一歩近づく。

「……うそ、そんなのうそです！」

「やっぱり、ひなたを置いてはいけない」

「どうして、どうしてなんですかっ!?」

「残って正解だったよ。またひとりでひなたを泣かせるところだった」

　ひなたが必死に涙を拭ぬぐう。だが、止まる気配はない。

「宗太さん、どうして……」

「もっと一緒にいたかったって言ったのはひなただろ？　だったら、一秒でも長く、ひなたのそばにいるよ」

「そんなのわたしは望んでません！」

「ひなたがしたかったことも、全部やろう。文化祭も、クリスマスも、初はつ詣もうでも、バレンタインも……だから、ひなたも諦あきらめてくれ。もう京先輩も戻ってこられないだろうから。黒くろ田ださんが許すはずがない……」

「宗太さんは馬鹿です！　大馬鹿ですよ！」

「そうだな。そうなのかもな」

　宗太は桜さくら色いろの膜まくに両手を添える。内側から、ひなたが手のひらを合わせてきた。それでも、ぬくもりはない。

　空を守るカーテンが粉々に砕くだけ散る。世界が藍あい色いろになった。

　刹せつ那なの時の中、宗太とひなたが顔を寄せる。それから、ふたりは口付けを交わした。その瞬しゆん間かん、ひなたを包む桜色のアルテミスコードが消滅した。唇くちびると両手に互いのぬくもりが蘇よみがえる。そこに、藍色の星空が押し寄せる。津波のような圧力に飲み込まれながらも、宗太は繫つないだ手を引いて、ひなたを胸に抱だいた。

　桜色の反応は止まっている。それでも月の使者は帰らない。

　まとわりつく藍色がふたりを引き剝はがそうとする。片手が離れ、もう片方は離すまいと強く握にぎった。ひなたの方からも握り返してきた。次第に握あく力りよくがなくなる。指先だけで、ひなたを感じた。離れる。その瞬しゆん間かん、宗そう太たは吼ほえ、ひなたが叫んだ。

「わたしの宗太さんを取らないで！」

　一面にひなたの声が広がった。

　その声に反応するように、宗太の左手の甲こうに鋭い痛みが走る。内側からえぐられるような痛みだった。

　見れば、アルテミスコードが宗太の手を離れ、宙に浮かんでいる。ひなたの体内からも、一本の帯おびが溢あふれ出し、宗太のアルテミスコードと手を繫つなぐように結びつく。

「な、なんだよ、これ」

「わ、わたしは何もしてませんよ？」

　ふたつがじゃれあうように絡からみ合い、くすぐるようにお互いを求める。桜さくら色いろは熟うれて滴したたるような紅べにに染まり、その中を宗太のアルテミスコードが悠ゆう然ぜんと泳ぐ。

　左手が快感に震ふるえた。やわらかくて温かい何かに包まれている。その心地良さが脈打ちながら脳へと駆かけ上がってくる。

　目の前にいるひなたは口を半開きにして、熱い吐と息いきをひとつ落とした。目め尻じりは下がり、潤うるんだ瞳ひとみで宗太を見ている。かと思えば、背筋を震ふるわせて、鼻の奥で鳴いた。

「宗太さん……わたし、おかしいです……ふわふわして、飛んでいきそうです……」
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　体の中で暴れる感覚に、ひなたは下した唇くちびるを嚙かんで耐えようとする。だが、すぐに次の波が押し寄せてきたのか、あごを仰のけ反ぞらせて声をもらした。

　徐じよ々じよにふたつのアルテミスコードの境さかい目めが溶とけてなくなっていく。それに合わせて、体内を走る甘かん美びな囁ささやきがさらに強くなった。呼吸がなおも荒くなる。

　やがて、ふたりのアルテミスコードは手のひらサイズの小さな蕾つぼみを形作った。表面は剝むきたての果実のようにしっとりと濡ぬれ、中の様子が透すけて見えている。だが、空くう洞どうになっているだけで内部には何もない。その空からっぽだった蕾の中心部に、すらすらと一筆書きで、新たなコードが描かれていく。淀よどみなく、曲線が重なり合う。そのたびに、筆で撫なでられたようなくすぐったさが宗そう太たとひなたの首筋を攻めた。

　綴つづられた文字式の模も様ようには、洗せん練れんされた美しさがあった。

　言葉をなくし、宗太もひなたも、ただ見み惚とれた。

　すると、文字式の完成を待って蕾が花開く。新たなコードが宝物のように、花びらをまとって誕生した。

　宗太のアルテミスコードとは違う。ひなたのアルテミスコードとも違っている。

　繫つないだ手があたたかい。安心感で満たされていく。体は海に抱だかれているような浮遊感に包まれていた。不思議な感覚に戸と惑まどいを隠かくし切れない。

　生まれたばかりのアルテミスコードは甘あまえるように、宗太とひなたに身を寄せる。それから繫いだままの宗太とひなたの腕うでに絡からみつき、肌はだに溶とけ込んでいく。

「……やだ、体に何か入ってきてます……」

　やがて、手首から肘ひじの辺りに、新しいアルテミスコードが刻印された。

　手を繫いで並べると、ふたつでひとつの模も様ようを描いているのがわかる。

　驚きや疑問を挟はさむ余地はなかった。ふたりは身を寄せ合ったまま、偽いつわりの星空に飲み込まれた。視界は青く塗ぬり潰つぶされ、宗太の意識は藍あい色いろの闇やみに引きずり込まれるようにして途と切ぎれた。
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　遠くで誰かが呼んでいる。

　いや、声は近くからしている。

　深い深い暗闇の底に感覚が沈んでいるせいで、距離を感じるのだ。

　それを理解したとき、宗太の脳は覚かく醒せいした。

　意識が戻ると、自分を呼ぶ声はどこかへと消えてしまっていた。

　聞き覚えのある声だった。

　だが、誰の声こわ音ねだったかは思い出せない。

　穏おだやかな音色の中に、藍色の闇に沈み行く宗太を呼び止める強い意志がこもっていた。

　脳が本来の働きを取り戻すと同時に、体の感覚も蘇よみがえってきた。

　鉛なまりのように重かった体が、今は浮力に支えられているかのように軽い。

　耳からは空間の広さを感じた。都会の喧けん騒そうもなければ、自然の営みが奏かなでる音もしない。どこまでも無音が遠くに逃げていく。

　体の全神経を研とぎ澄すませても、目を瞑つむったままの宗そう太たには、自分がどこにいるのか判別することは敵かなわなかった。

　ゆっくりとまぶたを開く。

　まぶしいわけでもないのに、宗太は目を細めた。

　網もう膜まくに映るのは、見渡す限りの灰色の世界。

　砂漠にも似た光景がどこまでも続いている。

　無という音が、宗太に孤独を感じさせると共に、不思議な高揚感を与えてくる。

　一歩進むたびに、足跡が地面に残った。地面にはやわらかい砂が敷き詰められているのだ。

　顔を上げると、そこにはガラス細ざい工くの置物のような輝きを放つ球体が浮かんでいた。

　それに名前があることを宗太は知っている。

　自分の住む星であることも宗太は知っていた。

　地球。

　何かの間違いでなければ、夜よりも暗い闇やみの中に、確かにそれはあった。

　無意識に地球に手を伸ばした。すると、宗太の手のひらに収まってしまう。その手を宗太は強く握にぎった。

　夢を見ているにしては、感覚はやけにリアルだ。よく知った自分の体であることに間違いはない。

　その場で、右を見て、左を見て、それから後ろに振り向いた。

　正面には相変わらず、地球がある。住み慣れた星を、宗太は月から見ているのだ。

「夢なんだよな」

　声を出すと、ますます感覚は現実味を帯びてくる。体に触ふれると、皮ひ膚ふの感かん触しよくもはっきりとしていた。それに反して、寒さや熱さを感じることはない。

　呼吸も苦しくはなかった。

「確か、ひなたを助けたくて……」

　左手に感じたひなたの体温は手のひらに残っている。手の甲こうには、アルテミスコードの文字式も浮かび上がっていた。

　さらに、見知らぬアルテミスコードまでもが、手首から肘ひじの辺りに刻まれている。

「あれは夢じゃなかったってことか」

　宗太とひなたのアルテミスコードが反応して、新たなアルテミスコードを生み出していた。それが宗太の体に宿っているのだ。

　だが、それが夢でなかったのだとしたら、今ここにある状況は何なのだろうか。

　そう思った矢先、背中で足音を聞いた。

　瞬しゆん間かん的に膨ふくれ上がった警けい戒かい心しんが、宗そう太たを即座に振り向かせた。

　足音の正体を瞳ひとみに映した。

　漆しつ黒こくの空をバックに、黒と白の修しゆう道どう衣い。少女を思わせる風ふう貌ぼうに似合わない大人おとなびた表情が飛び込んできた。

　その両りよう腕うでには気を失ったひなたが抱だかれている。

「上うえ杉すぎ杏あん奈な……」

　目覚める前に聞いていた声の正体に気がつき、宗太ははっとなった。

　青い瞳ひとみが宗太を見つめている。

　その色は、変色した月の色とまったく同じだ。

　夢とも現実ともつかないこの環境で、宗太は危険を感じて一歩下がろうとした。だが、すぐにひなたの姿が目につき、逆に一歩前に踏み出した。

「君には他人の夢に入り込む力まであったのか」

「この場合、他人の夢に入り込んでいるのは、真さな田だ様たちの方ですよ」

「なら、これはやっぱり夢なんだな」

「夢とは少し違います。人とアルテミスコードの中間点」

「中間点？」

「絶対に踏み越えてはいけない境界線とでも言うべきでしょうか」

「踏み越えるとどうなる？」

「かぐや姫ひめの末路はもうご存知でしたね？」

　上杉杏奈を除のぞいて、八月の満月を迎えた後に死んでいる。福ふく島しま礼れい司じは月に食われると表現していた。

「月のアルテミスコードに捕とらわれて、命を落とすというのか？」

「当たらずとも遠からずといったところでしょうか」

　意外な返答に、宗太の表情が歪ゆがんだ。新たな疑問が胸に生じた。だが、宗太は続きを口にはしなかった。他に優先すべき事柄があったからだ。

「ひなたをどうするつもりだ？」

「お返しいたしますよ」

　ゆっくりとした足取りで、杏奈が近づいてくる。目の前まで来ると、ひなたを差し出してきた。促うながされるままに、宗太はひなたを両手で抱かかえ上げる。

「心配せずとも、すぐに目を覚まします」

　ほっと胸を撫なで下ろす。その安あん堵どの表情を、杏奈がじっと見つめていた。

「ご忠告差し上げたにもかかわらず、やはり、真さな田だ様はいばらの道を進まれるというのですね」

　反射的に顔を上げる。杏あん奈なの瞳ひとみが憂うれいを帯びて揺らいでいた。

「今日以上のことが、まだ何かあるっていうのか？」

「真さな田だ様は出発点に立ったに過ぎません。残ざん酷こくな真実への入り口。死が救いと思えるほどの絶望が待っているのは、この先です」

「思わせぶりな言い方はやめてくれ！　はっきり言ったらどうだ!?」

「それはできません」

「なぜだ！」

「真実を語るのは、わたしの存在を否定する行為だからです」

　杏奈の目が、宗そう太たの左手に集中する。

「真田様は、何を育てるおつもりですか？」

　突然の質問の意味がわからずに、宗太はあからさまに難しい顔をした。

「何を知りたいのかは知らないけど、君の力なら、未来を見てこられるはずだろ」

「真田様らしい回答ですね」

　それだけ言うと、杏奈は宗太に背中を向けた。

「待ってくれ。まだ君に聞きたいことがある」

「ひとつだけでしたら、お答えしましょう」

「君は本当に上杉杏奈なのか？」

「難しい質問ですね。上うえ杉すぎ杏奈の定義はどこにあるのでしょうか？」

「死んだ人間が、どうして生きている。それも、アルテミスコードの力か？」

「真田様はどうお考えなのですか？　何も考えていない……ということはありませんよね？」

「馬鹿げた想像ならいくらでもした。君が過去から来た人間で、本来はこの時間軸じくに生きる存在ではないとか。もしくは死んだ上杉杏奈が別の時間軸から来た人間だったとかね」

　それに杏奈がやさしげに微笑ほほえむ。

「たいした想像力ですね。ですが、その場合、わたしの目的は何なのでしょうか？」

「それを聞きたいのは僕の方だ」

「それに、真田様の言いようでは、わたしの意思でアルテミスコードを利用しているようではありませんか」

「そうじゃないなら、何なんだ」

「これは、かぐや姫ひめだけが味わう、アルテミスコードの呪のろいですよ」

「呪いだって？」

　杏奈は背中を向けたままで、振り向こうとはしない。

「わたしは十二歳さいの誕生日に、かぐや姫として覚かく醒せいしました。それ以後、歳としを取ることはおろか、死ぬこともなくなったのです」

「それが呪い？」

「はい。時間支配能力の代だい償しようとでも言うべきなのでしょう。瀕ひん死しの重傷を負ったとしても、自動的にアルテミスコードが十二歳さいの誕生日までわたしの肉体を巻き戻してしまうのです」

　そこで、ようやく杏あん奈なは振り向いた。その表情には一切の感情がない。

「アルテミスコードにとっては、わたしの肉体が損傷することは好ましくないことなのかもしれません。どれほどに些さ細さいな傷であったとしても、すぐに消えてしまう。愛する者と愛し合った証あかしすら、わたしの体には残らないのです」

　そう言いながら、杏奈は下か腹ふく部ぶを撫なでた。

「信じられないというのであれば、真さな田だ様ご自身で確かめてみますか？」

　杏奈がスカートの裾すそを軽く持ち上げる。

　宗そう太たは答えずに、じっと杏奈を見据えた。

「冗じよう談だんです。そのように恐い顔をなさらないでください。気分を害したお詫わびといっては何ですが、ひとつ、いいことを教えて差し上げます」

「いいこと？」

「立たち花ばなひなたの視力を奪っているのも、かぐや姫ひめの呪のろいです。重力支配の力が、彼女の光を閉じ込めている……」

「なら、いずれ、ひなたは視力を取り戻すのか？」

　二は十た歳ちを過ぎ、アルテミスコードの能力が低下すれば……。

「その未来は確約できません。理由はおわかりですよね？　その歳としまで生きたかぐや姫ひめは存在しないのですから。命を繫つなぐことができたとしても、かぐや姫が他のムーンチャイルドと同様に、力を失う保証もありません」

　腕うでの中の確かなぬくもりを、宗太はぎゅっと抱だき締めた。

「君は一体何者だ？」

「真田様はどう思われます？　わたしは上うえ杉すぎ杏奈なのか、わたしはアルテミスコードなのか、アルテミスコードが上うえ杉すぎ杏奈なのか。教えてほしいのはわたしの方ですよ」

「僕が聞いているのはそういうことじゃない。研究所を爆破したのは君だろ？　なんでそんな真ま似ねをする！」

　杏奈がまばたきをひとつ落とす。

「よくわたしだとおわかりになりましたね」

「殆ほとんどは勘かんみたいなものだ。けど、君は前に言ったろ？　銀の箱はこ舟ぶねの事件のとき、これは存在してはならない力だって。あれは、月のアルテミスコードに干かん渉しようするなってことなんじゃないのか？　だから、今回も爆破した。その真意はわからないけど……」

「真田様……」

「なんだ？」

「この地ですべてを知り、この地でわたしに殺されることが望みなのですか？」

　無感動な声。それが何よりも冷たく、宗そう太たの胸に突き刺ささった。だが、その言葉がひとつの答えを宗太に教えた。

「……そうか、君はアルテミスコードに近づく者を排はい除じよするのか」

「少々、おしゃべりが過ぎましたね」

　再び宗太に背中を向けると、杏あん奈なは構わずに歩き出した。

「ひとつ言い忘れたことがありました。朝がくれば、この夢からも覚めます。では……またいずれ、どこかで……」

　もう一度、声をかけようとしたが、杏奈の姿は一いつ瞬しゆんで消えてしまった。

　周囲を探しても見つからない。

　緊きん張ちようから解放され、宗太はほっと息を吐はいた。

　そのタイミングで、ひなたの体が動いた。

「あれ……わたし……生きてる？」

　状況がまるでわかっていないようで、両手を使って周囲にあるものを片かたっ端ぱしから触さわっていく。宗太の腕うでや胸、首や顔に手が伸びてきた。

　朝によく見かけるひなたの仕し草ぐさに、宗太は安あん堵どから腰こしを抜かした。ひなたを抱だきかかえたまま、地面に腰を下ろす。

「わっ、わっ、なんですか？」

　突然、全身がぐらついたせいで、軽いパニックを起こしていた。

「あ、あの……えっと……」

「ん？　どうした？」

「そ、宗太さんですか？　無事だったんですね！」

「無事と言っていいのかはわからないけど、とりあえずはね」

　周囲を確認していたひなたの指先が止まった。

「な、何かとんでもない体勢だったりしませんか？」

　ひなたは宗太の太ももの上に座り、胸に顔を押しつけるようにしている。

「あ、あのっ！」

　宗太はひなたの理解を助けるつもりでアルテミスコードを使った。

「え、あ……あれ!?　な、なんですか？　ここは!?　わ、わたしたち一体全体どうしちゃったんでしょう！」

　月面と地球が見えたせいで、余計にひなたが混乱する。

「あ、そ、そうですね。これは夢ですか」

「だとしたら不思議だよな。一緒に同じ夢を見るなんて」

「そ、そういうこともあるんですね」

　何やらひなたはひとりで納得している。

「あのさ、ひなた」

　いい機会だと思って宗太が声をかけると、ひなたは背筋を伸ばして緊きん張ちようした。それから、手足をばたつかせながら立ち上がり、とにかく宗そう太たから逃げ出していく。

「んな！　ちょっと待て！　なんで逃げる！」

「だ、だって、その……わたし、宗太さんに何かとんでもないことを言いましたよね？　どうせ最後だからと思って、夢のような妄もう想そうの数々を暴ばく露ろして……」

「だからって、逃げるな！」

「に、逃げますよ！　ど、どんな顔をして宗太さんにこれから会えばいいんですか！　人は恥で死ねるんです！」

　言い終えると同時に、ひなたが月の砂漠で転倒した。何の受身も取れずに、前から全力で倒れている。

　おかげで、すぐに宗太は追いつくことができた。

　ひなたは逃げるのを止やめる代わりに、両手で耳と顔を覆おおってうずくまってしまった。

「よ、よくよく考えたら、わたし、温泉で倒れたあとにも、宗太さんに酷ひどいことを口走ってましたよね！　せっかく心配してきてくれたのに、嫌いやなこと言って、怒ってますよね？　絶対怒ってますよね！」

「いいから、話を聞け！」

「もう、だめです……宗太さんに嫌きらわれたからには生きていく理由がありません……」

　体を左右に揺すって、宗太の話を聞こうとはしてくれない。何を言っても無む駄だだ。

　仕方なく、宗太は話をするのは諦あきらめた。ひなたの頭を安心できるように撫なでる。

　それから、少しだけひなたから離れた。持久戦になるなら、ひなたが聞いてくれるようになるまで待つだけだ。

　足元がわずかに沈み、砂の上に足あし跡あとが残る。

　それを見て、ひとつのアイディアが浮かんできた。

　辺りを見回して、なるべく凹おう凸とつのない平らな場所を探した。それから、月の砂の上に指を走らせる。

　真まっ直すぐの線もあれば、曲がっている線もある。

　可能な限り大きく、一文字ずつを丁てい寧ねいに綴つづった。

　やがて、たった六文字の文章が出来上がった。

　背後を振り向くと、今もなおひなたが耳を塞ふさいでうずくまっている。

　宗太は地面に書いた文字に視線を戻すと、何も言わずにアルテミスコードを使った。

「あっ」

　背中の方から、驚きの声が上がる。

　振り向きたい気持ちを抑おさえながら、宗太は自分の気持ちを綴った一文を視界に収め続けた。

　──ひなたが好き

　月面にははっきりとそう刻まれている。

「宗そう太たさん？」

　気配を頼りにして、立ち上がったひなたが宗太に近づいてくる。

　一歩ずつ不安げな足取りで。

　その間も、宗太はアルテミスコードの使用を止やめなかった。目も逸そらさなかった。まばたきも我が慢まんした。

　やがて、背中にやわらかいぬくもりが被かぶさってきた。ひなたの手が胸の前まで回されて、がっちりと宗太を拘こう束そくする。小さなふたつの手が、胸と腹にそれぞれ重なっていた。

「色々、不安にさせてごめんな」

「わたしのために、危ないことしないでください。そんなに大切にしてくれなくてもいいんですよ」

「僕は大切にしたいんだよ」

　ぎゅっとひなたの腕うでに力がこもる。

　その手に、宗太も手を重ねた。

「先に逃げろなんて悲しいこと、もう言わないでくれよ」

「……はい」

　手が離れると、ふたりは向き合った。

「これで、また一緒にいられるな」

「そうですね」

「ひなたの妄もう想そうもひとつずつ叶かなえていけるし」

「そ、それは忘れてください！　お願いします！」

「じゃあ、やらなくてもいいのか？」

「……う、宗そう太たさんはいじわるです」

　それから、どちらが何を言うでもなく、体の前で両手を繫つないだ。自然と顔が近づく。

　やがて、地球に見守られながらふたりはキスをした。

　地球の向こう側から太陽が昇ってくる。

　もうじき、朝が訪れるのだ。

　それまでの短い時間、宗太は腕うでの中にひなたを抱だき続けた。







[image: 終章]













　波の音がしている。寄せては返す自然の営み。

　その心地良い音ね色いろが、次第に小さくなっていくのを宗そう太たは感じた。

　代わりに、陽だまりにいるような安心感が全身に訪れた。

　それは左ひだり腕うでを中心に体の隅すみ々ずみまで広がっている。

「宗太君!?」

　誰かに呼ばれている。よく知った声だ。

　そのおかげで、夢の世界から少しずつ体に感覚が戻ってきた。

　やがて、自分が真さな田だ宗太であることを思い出しながら、宗太は目を覚ました。

　ゆっくりとまぶたを開く。

　四人の視線とすぐにぶつかった。京みやこにつばめ、菜な々な子こと黒くろ田だの姿もある。全員が同時に安あん堵どのため息をもらしながら、体を後ろに倒した。

「よかった～。目め覚さまして」

　京を含む全員が、明らかに眠ねむたそうな目をしている。

　心配をかけたのだろうと自覚すると共に、記き憶おくがはっきりとしてきた。

　最後の最後で京の手を離し、ひとりだけ藍あい色いろの繭まゆの中に残った。そのあと、ひなたに限界が訪れ、月の使者に飲み込まれた。意識はそこで途と絶だえ、気がついたら月にいた。

　窓の外に目を向けると、太陽が顔を出していた。そのときになって、宗太は今さらのように自分が旅館に戻っていることに気づいた。恐らく、京の能力で運ばれたのだろう。

　朝のまぶしい光に、宗太は左手で目元を隠かくそうとした。だが、持ち上げた手には妙みような重さを感じた。

　見れば、誰かの手と繫つながっている。

　隣となりには、寝ぼけ顔のひなたがいる。

「ふたりとも、気分が悪かったりはしない？」

　菜々子がひなたの脈を取り、体温を計っていた。

「大だい丈じよう夫ぶですけど」

「はい。わたしも平気みたいです」

「そう。月つき乃の宮みやに戻ったら、一通り精密検査はするけど、この様子なら大丈夫そうね」

　心配させた罰ということだろうか。菜々子に額ひたいを小突かれた。

　すると、難しい顔をした黒田と目が合う。何か言いたそうだ。

「ま、何を言われるかくらい、お前さんならわかってると思うが」

「……指示に逆らったり、心配をかけてすみませんでした」

　宗太が頭を下げると、ひなたも続いた。

「ご、ごめんなさい！」

　そこに黒くろ田だの深いため息がひとつ。

「顔を上げろ。こっちも説教する気分じゃないんでね。それはまた今度だ」

　それでも、拳げん骨こつが頭に落ちてきた。激痛に宗そう太たの表情が歪ゆがむ。

「で、無事がわかったとこで、質問なんやけど」

　声の主に全員の視線が向けられる。その当人は、じっと一点を見み据すえていた。握にぎられたままの宗太とひなたの手だ。

　新しいアルテミスコードが浮かび上がっている。

「そんアルテミスコードは一体どういうこってす？」

「いや、僕に聞かれても……。覚えているのは、僕とひなたのアルテミスコードが結びついて、それで蕾つぼみというか卵というか、そんなのができたと思ったら、その中から、これが出てきたってことくらいで……それからすぐに気を失って、どうなったかはさっぱりです」

　唯一、何かわかっていそうな菜な々な子この様子を窺うかがう。

「はっきりしているのは、そのアルテミスコードの誕生が、ふたりを助けたということね。それが、そのアルテミスコードの力だったのか、結果的にというだけだったのか。そこまではわからないけど」

　会話が途と切ぎれても、全員の視線は、宗太とひなたに向けられたままだ。

　見世物になっているのに耐え切れず、握った手を一度離した。すると、驚いたことに、アルテミスコードが消えた。

「えっ!?　うそだろ!?」

　慌あわててひなたの手を取る。

　何事もなかったように、アルテミスコードは再び浮かび上がった。

「あら、不思議。本当にふたりでひとつのアルテミスコードなのね。こんな話、他に例がないわよ」

　菜々子は興味津しん々しんといった様子だ。その横から、黒田が話題を拾った。

「能力はわからないのか？」

「そんなこと聞かれても……」

「どうなんでしょうか？」

　宗太と一緒にひなたも首を傾かしげる。

　力を発動させようとしても、アルテミスコードは何の反応もしない。

「これって、どういうことですか？」

　少し考えてから、菜々子はいいことを思いついたように微笑ほほえんだ。その顔は、宗太にとっては悪い知らせに思えてならない。

「ふたりの間に、子供ができたってことじゃないかしら？」

「こ、子供!?」

「こ、子供ですか!?」

　ふたりの声が重なる。

「言っちゃあなんですけど、本当にアルテミスコードに子供なんてできるんですか？」

「可能性の話なら前から学会で上がってはいたけどね。生物的な性質を、アルテミスコードが持っていることは実証されつつあるのだし」

「だからって、子供って」

「ま、それは調べてみないとわからないけど。というわけだから、しばらくふたりとも私の研究に付き合ってね」

　取って置きの笑顔を菜な々な子こが見せる。

　困こん惑わくしながらも、ひなたもなんだか、嬉うれしそうな顔をしている。

　それを見ていると、ため息は出てこなかった。

　左手から伝わるひなたの体温が、宗そう太たの心まであたためていた。

「子供……宗太さんとの間に、子供……ど、どうしましょう……まだ、それはもっと先の予定として考えていたのに……」

　小声で何か言っていたが、それは聞かなかったことにした。

「で、早速聞かせてほしいんだけど、気を失っている間に、何か夢とかは見なかった？　かぐや姫ひめの物語を見たとかさ？」

「見るには見ましたけど、月にいる夢なら……」

「わ、わたしも同じです！」

　疑問が宗太の全身を駆かけ抜ぬける。

　さらに菜々子にどんな夢だったかを聞かれ、ひなたは顔を赤くして俯うつむいた。繫つないでいない方の手を、口元に運び、指先を唇くちびるに添えた。

　まさか、本当に同じ夢を見ていたのだろうか。

「なんや、けったいなニュースがやってはるえ」

　突然、割り込んできたのは、すでに宗太とひなたに興味をなくしたつばめだった。

　いつのまにか、ＴＶをつけて、朝のニュース番組を見ている。

　内容は、月の探査機が見つけた不可思議な光景についてだと言う。

　スタジオから画面が切り替わり、月面の映像が表示される。

　それが目に飛び込んできた瞬しゆん間かん、宗太は思わず声を上げた。

「冗じよう談だんだろ……」

　まだ夢でも見ている気分だった。

　ＴＶのテロップには、月面に謎なぞの日本語を発見と書かれている。そのバックには、探査機から送られてきた映像が映し出されていた。

　宗そう太たには見覚えがあった。

　それもそのはずだ。書いた張ちよう本ほん人にんなのだから。

　──ひなたが好き

　京みやこにつばめ、それから黒くろ田だと菜な々な子この視線が宗太に説明を求めている。状況がわかっていないひなただけが、怪け訝げんな顔をしていた。

「ほんと……夢なら覚めてくれよ」

　今日一日が今始まったばかりであることを実感しながら、宗太は心の底からそう願った。










あとがき




　年が明けました。

　三巻目となりました。

　鴨かも志し田だ一はじめです。




　冬なのに夏真っ盛さかりの内容となっています。

　取り留めのない話で、あとがきページを埋うめるのも、そろそろいたたまれない気持ちになってきましたので、今回は中身に関係のあることを書いてみようと思います。




　登場人物の名前についてです。

　すでにお気づきの方もいらっしゃるかと思いますが、規則性というか、法則性というか、要するに元ネタがあります。

　もったいぶった言い回しをするほどのことでもありませんね。

　そうです。戦国武将から頂ちよう戴だいしているわけです。

　これに何か意味があるのかというと、ぶっちゃけた話、物語の内容には一切関係がありません。あしからず。

　ちなみに、姓は戦国武将で、名の方はというと、独断と偏へん見けんにより、イメージと音感でつけたものなので法則性はないはずです。あったらそれは偶ぐう然ぜんで、無意識です。




　名称に関しては、宇宙で戦争をする物語の方も、ちょっとしたルールに則のつとって名前を決めていました。惑星とか、星系とか、船の名前とか、妖よう精せいとか、諸もろ々もろ含めて。なんせ、固有名詞の数が多いので、こうでもしないとやってられないと思ったわけです。

　以上、手短ではありますが、名前に関する話でした。







　最後になりますが、担当編集の峯みね様には大変お世話になりました。葵あおい久く美み子こ様、素す敵てきなイラストを毎回ありがとうございます。

　あとがきまでお付き合いくださいました皆様方にも厚く御礼申し上げます。





二〇〇八年十一月四日　鴨かも志し田だ一はじめ
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鴨かも志し田だ　一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。毎朝トマトを欠かさずに食べる生活を、なぜだか10年以上続けているトマト好き。執筆に疲れると、写真の車を机の上で走らせるのは秘密。座右の銘は「なぜベストを尽くさないのか」
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イラスト／葵あおい久く美み子こ

10月26日生まれのさそり座。栃木県出身。夏は暑く冬は極寒の部屋で地味に活動中。煙草と珈琲と生姜が大好き。微乳が描ければ幸せ。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「鴨志田 一先生」係

「葵 久美子先生」係
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～月つきのウサギの銀ぎんの箱はこ舟ぶね～








鴨かも志し田だ 一はじめ
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